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第一章　こんなはずじゃなかった









　連なる山々の稜線に、金色の太陽が沈んでいく。

　魔王ゲオルクは城の尖塔から、魔界の森がしだいに闇に染まっていく様を満足げに眺めていた。

『逢魔が時』とはよく言ったものだ。

　魔物たちが活発に蠢き始める時間だ。

　……さて、行くか。

　ゲオルクは漆黒のマントを翻し、塔から一歩、足を中空に踏み出す。その瞬間、マントは黒い翼へと姿を変え、大きな体躯が上空に舞い上がった。

　バサリ、と翼をひと煽ぎし、夕闇の中を滑空する。見渡す限りに広がる魔界の森。その端にはもう陽の光は届かず、暗黒の帳が降りている。

　ゲオルクは一日のうちで、この時間帯が一番好きだった。

　魔界の森のパトロール──という名の、ただの散歩だ。

「ん？」

　機嫌よく飛んでいた時だった。女の悲鳴が聞こえた。

　悲鳴ほど、魔物にとって甘美で心地よいものはない。

　ゲオルクは空中で立ち止まり、森へと視線を落とす。木々の合間から、必死に走る年若い女の姿が見えた。金色の長い髪。白い布を巻き付けただけのような簡素な衣服。その背後を猿の魔物であるマイキードが集団で追いかけていた。

　こんな魔界の森の奥に、人間か……？

　一瞬そう考えたゲオルクだったが、すぐにその気配の違いに気づいた。

「や、やめてくださいっ！　お願いします！　わ、私は美味しくなんてありませんから！」

　少女が走りながら、マイキードたちを悲嘆に暮れた顔で振り返る。金色の髪が乱れた。見えた耳は尖っている。

　やはり妖精か……。

　人間よりもよほど珍しい。ゲオルクでさえも本物を目にするのは数十年ぶりだった。

　この世界は魔界と人間界、そして妖精界とに大きく分けられる。長らく、それぞれの地はお互いに不可侵となっていた。特に妖精は『妖精の里』と呼ばれる地に隠れるようにして棲み、外界に出てくることはめったにない。用心深いその生態は謎に包まれている。

　ゲオルクは腕を組み、逃げ惑う妖精の姿を鼻先で笑った。

　あいつらに目を付けられるとは不運なことだ。

「キキキ────ッ」

　大きなひとつ目に、異様に長い尻尾を鞭のように振り回しながら妖精を追いかけているマイキードたちだが、肉を食べることはない。ただ、その身を引きちぎり、弄びたいがためだけに獲物を狙うのだ。

　……だが、妖精なら跳んで逃げればよいものを。

　そう思い少女の背中を見るが、翅はなかった。

「まあ、どうでもよい」

　妖精の味は格別だという。

　マイキードたちの玩具にするより、俺がひと思いに食ってやろう。

　ゲオルクはほくそ笑んだ。

　食うには、翅は邪魔なのでどうせ毟り取るだけ。余計な手間が省けたというものだ。

「きゃあっ！」

　妖精が派手に転んだ。それを取り囲むように、マイキードたちがじわじわとにじりよっていく。

「だ、誰か……助けてください！」

　おっと、急がねば。

　マイキードたちに妖精の四肢が分断され、持ち去られてしまう。

　ゲオルクは翼を羽ばたかせ、地上へと向かった。そして、妖精とマイキードとの間にズンッと降り立つ。黒い翼はあっという間に漆黒のマントへと姿を戻した。裏地は血の色を彷彿とさせる暗赤色である。

「……キキッ」

　目の前に立ち塞がったゲオルクに、マイキードたちはすぐさまビクリと動きを止めた。

　地面に倒れ込んでいる妖精を背に、そんなマイキードたちを睨み付ける。すると、その一閃だけで、戦慄が走ったように彼らの身体が小刻みに震え出した。

　ゲオルクはマントを翻し、低い地鳴りのような声音で一言、告げる。

「去れ！」

「ウキ────！　キキキッ!!」

　マイキードたちはゲオルクに恐れをなして、一目散に森の奥へと逃げ去っていった。

　……よしよし。あとは妖精を食うだけ……。

　そう考えながら楽しげに振り返った時だった。ゲオルクの腹に何かが勢いよく飛び込んでくる。

「な……っ!?　お、おい、何をする！」

　妖精がひし、と抱きついてきたのだ。

　慌てて引き剥がそうとするが、妖精は余計にぎゅうぎゅうと細い腕で抱き締めてくる。

「助けてくださり、あ、あ、ありがとう、ございましたっ！」

「……は？」

　想像だにしない言葉に一瞬、ポカンとなる。

「おじさまは私の命の恩人ですっ！」

　お、おじさま……？

　ゲオルクは愕然とした。

　妖精の寿命がどれほどなのかは知らんが、この女妖精は二十……いや、もっと若そうだな。そ、そりゃあ、こいつから見れば今年百五十二歳になる俺がおじさんに見えるのも仕方ないかもしれんが……。

　ゲオルクはそんなことを考えて気を取り直し、改まったように咳払いをした。

「誰がおじさまだ。俺はこの魔界を統べる魔王ゲオルク。俺はおまえを……」

「……え」

　妖精がゲオルクの腹から顔を上げた。その表情が凍りついている。

　そうだ、その顔だ！

　魔界最凶の強面と恐れられた俺の顔をとくと拝むがよい！

　暗黒より深い奈落の色と称された双眸。威厳ある顎髭。黒髪に覆われた頭の両脇には、天に仇なす角が生えている。先ほどのマイキードをはじめ下級魔物は、この姿を見ただけで恐れをなして逃げていくのだ。

「ま、魔王と言えば……妖精を見つけたら翅を毟り取って、一飲みにしてしまうという噂を聞いたことがあります……」

　そうそう、噂じゃない。事実だ。

「ご、誤解していて、申し訳ありませんでした……っ」

「な、なに？」

「本物の魔王ゲオルク様は、妖精を食べるどころか、助けてくださる、こんなにもお優しい方だったなんて！　くだらない噂を信じていた自分が恥ずかしいですっ！」

　い、いやいや、おまえを助けてなどない！

　急いで訂正しようとするが、

「わ、私……、誰かにこんなにも親切にしていただいたこと、初めてで……」

　そこで妖精は言葉を詰まらせた。大きな碧い瞳が涙で潤む。

「……っ」

　通った小ぶりの鼻。紅く色付いたふっくらとした唇。透き通るように白い頬は走っていたせいか薔薇色に上気している。妖精族の典型的な顔なのだろうが、やはり美しい。その儚げな可憐さに、一瞬見惚れてしまった次の瞬間。

「か、感激です……っ、ゲオルク様！　う、うわあああん」

　妖精は天を仰いで思いっきり泣き出した。

「おい、どうした!?」

「だ、だって、う、嬉しくて、嬉しくて、涙が止まりませんっ、ぐすっ、えぐっ、うええええん」

「な、泣くな！　あっ、俺のマントに鼻水が！」

　涙と鼻水を豪快に垂らして嬉し泣きを続ける妖精を前に、ゲオルクは諦めの溜息を深く吐いたのだった。

　これでは、食べる気も失せてしまうわ……。

「……おまえ、名は何という？」

「えぐっ、うっ、リ、リリアナ……でしゅっ」

　嗚咽し、洟を啜り上げるリリアナと名乗った妖精を、ゲオルクは自身から引き剥がし、眺めた。

　華奢な身体を包む白い簡素な長衣ワンピースは膝上丈で、ウエスト部分は草の蔦のようなもので絞られている。転んだ時にできたのか、膝から脛にかけて酷い擦過傷ができていた。

　ゲオルクは裾に付いた泥を払ってやると、リリアナの身体を横抱きに抱え上げる。

「きゃっ」

「じっとしていろ、落ちるぞ」

　一言言い捨てると、マントを翼に変え、ゲオルクは渋々、魔王城へと飛び立ったのだった。
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　城に着くまでに、リリアナは泣き疲れて眠ってしまった。

　魔王の腕の中で寝るとはいい度胸だ。

　まあ、それほどまでに魔物に追われ、疲弊していたのだろう。

「わ、それ魔物じゃないっすよね？　もしかして人間っすか!?　どうしたんすか？　食うんすか？」

　リリアナを抱え、廊下を歩くゲオルクの元に、ボガードが駆け寄ってきた。彼は狼の魔物だ。百歳にもならない若者で、何事にも好奇心旺盛だが、迂闊なところがある。

　ゲオルクは内心嘆息した。

　俺もそのつもりだったのだが……。

「いや、人間ではない。妖精だ」

「えっ、妖精!?　すげー！　おいら、初めて見ました！」

「怪我をしているので客室に寝かせる。他の奴らに、食うなと伝えておけ」

「はいっ、承知したっす！」

　勢いよく走り出して行ったボガードの灰色の背中を見送り、客室の扉を開けた。

　五フィートにも満たないその小さな体をベッドに寝かせる。短い前髪は不揃いだが、髪質自体は美しく、流れるような金髪が白いシーツに広がった。だが毛先には木の葉が絡みついている。ゲオルクはそれを取り除いてやると、怪我をしている脚に目を向けた。

「これ、は……？」

　よく見ると、膝や脛の他に、両足首にも擦り傷が付いていた。

　まるで何かで縛られていた痕のような……。

　しかも細い腕の先、両手首にも痕があった。

「ついでに治すか」

　何の傷かはわからないが、ゲオルクは大きな手をリリアナの手首、膝、脛、そして足首へと順に翳していった。その手のひらからはポワッと白くて丸い光が生じ、すべての傷は見る間に治った。

　ゲオルクくらいになれば、強力な魔力を反転させ、治癒魔法として作用させることもできるのだ。

「ホウホウ。そやつが、ゲオルク様が連れてきた妖精なのですな？」

　フクロウの魔物、ヤンが窓を開けて入ってきた。どうやら、ボガードのお陰であっという間に情報が城中に広がったようだ。

「どうして魔界の森なんぞに……。しかも、翅がないと見える」

　サイドテーブルにとまり、片眼鏡の奥からしげしげとリリアナを眺めるヤンは、見た目はフクロウそのものだが、千年を超える長寿で、先代魔王の時代からこの城に棲む魔界の生き字引だ。

「ああ、なぜかはわからんが、森でマイキードに追われ、怪我をしていた」

「ホウホウ、それは運の悪い……」

　ヤンは顔を顰めた。

「ですが、怪我をしていた妖精を助けるなど、まったくもって、ゲオルク様はいつもながらにおひとよしで……」

　言い掛けたその顔を横目で睨むと、ヤンはおどけたように黄色い瞳をパチパチとさせ、口を噤んだ。

「今日はこのまま寝かせる。どうせ明日になれば出て行くだろう」

「それもそうですな。では、わしは夜の散歩にでも行って参ります」

「ああ、俺も自室に戻る」

　ヤンがまた窓から出て行くと、ひとりになったゲオルクはリリアナの顔を見下ろした。その目尻には涙の筋が残っていたが、金色の長い睫毛を伏せ、安心しきったように眠っている。

『わ、私……、誰かにこんなにも親切にしていただいたこと、初めてで……』

　一体、こいつは……。

　ゲオルクは指先で目尻を拭ってやると、足元にあった毛布を肩まで引き上げる。そして、静かに客室をあとにした。
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　こんなにもぐっすりと眠れたのは、いつぶりでしょうか……。

　リリアナは目元を擦りながら、ぼんやりと起き上がった。

　いえ、初めて、かもです……。

　視界がはっきりしてくると、辺りをキョロキョロと見回した。

「……ん？　ここは……どこでしょう？」

　リリアナが眠っていたのは、清潔な真っ白のリネンに包まれた天蓋付きのフカフカのベッド。広い窓からは朝の眩い光が差し込んでいる。

「……そ、そうです！　昨日はとてもご親切な魔王様に助けられて……」

　記憶が蘇ってくる。ゲオルクと名乗ったとても大きな魔王に抱えられて、藍色の空を飛んだところまでは覚えていた。きっとここは魔王の城に違いない。リリアナはおどおどしながら、ベッドから這い出した。

「わ……」

　床に下ろした足は緑青色の毛足の長い絨毯に沈み込む。その上を歩いて、ベッドの向かいにある暖炉に近づいた。リリアナのために火が熾されていたのだろうか、くすぶる炭は、手を翳すとまだ仄かに暖かい。

　ベージュ色を基調に、所々優しい緑色が配された壁紙、大切に使われてきたことのわかる、深い飴色をした木製のサイドテーブルや小さな文机。全体的に落ち着きと品の感じられる部屋だった。

「魔王城って、髑髏の形をした花瓶があったり、恐ろしい絵が掛けられていたりとか、もっとおどろおどろしいところかと思ってましたのに……」

　リリアナは窓から外を眺めた。城は高台に立っているようで、眼下には魔界の森がどこまでも広がっているのが見える。

「私さえ居なければ、里は、これでもう……」

　安堵とも絶望ともとれる声音でそう呟いた時、ふと、自身の身体がとても軽いことに気づいた。

「あ、あれ？」

　転んだ時の傷は元より、手首足首の縄の痕さえ消えている。

「これも……もしかして、ゲオルク様が……？」

　堂々たる風格の漂う大きな体躯。初めて見た鋭い角。高い鼻梁が印象的な彫りの深い顔立ち。凛々しい眉の下には切れ長の真っ黒な瞳。そして何より、執拗に追いかけてきた魔物たちを一喝で追い払ってしまうほどの迫力……。

　とっても怖そうな方に見えましたのに、助けてくださった上、こんなに素敵な部屋に寝かせてくれて、傷の手当てまでしてくださるなんて！

　魔物の前に立ち塞がってくれた頼もしい背中を思い出すと、また涙が込み上げてきそうになる。それに、抱きかかえてくれたゲオルクの腕の中は、とても温かかった。

「……ぐしっ」

　な、泣いている場合ではないのです！

　慌てて、手の甲でごしごしと目元を擦った。

「何か……、何か少しでも、お優しいゲオルク様のお役に立たなければ！」

　リリアナは顔を上げると、敢然と歩き出し、客室の扉を開けた。
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　扉の外には、緋色の絨毯が敷かれた長い廊下が左右に伸びていた。城内は静まりかえっていて、誰も居ないようだった。

　もしかして、ゲオルク様おひとりでお住まいなのでしょうか……？

　リリアナは廊下を進んでみた。掃除をしようかと思ったが、どこも隅々までピカピカだった。

「うーん、何をしましょう？」

　考えながら歩き続ける。左手の窓から、中庭が見えた。花はないが、庭木は整然と配され、中央には水が高く噴き上がっている丸い池があった。

「きれい……！　どうやってあんなに水が出続けているのでしょう？」

　窓に張り付くようにして眺める。飛沫が朝の光を浴びてキラキラと輝いていた。

「あ、こ、こんなことをしている場合ではないのです！」

　我に返って、また廊下を歩き始める。階段が見えて下りていくと、エントランスホールに出た。

「わあ……」

　リリアナは仰ぎ見ながら、ぐるりと回転してみる。高い天井からは、数多の透明な石が煌めく豪奢なシャンデリアが下がり、アイボリー色をした壁は緻密な浮彫りで彩られていた。

「！」

　しかし、思わず立ち竦んだのは、左右にある柱それぞれに、ドラゴンの頭部の彫像が設置されていたからだった。片方は口を噤み、片方は大きく開けている。それらはまるで今、柱を突き破って出てきたかのような迫力で、両眼は正面の扉へと向けられていた。その眼差しは、訪れる者を威嚇するかのように鋭い。

　リリアナは少しだけ怖くなって、白と黒の大理石が交互に並べられた床を足早に横切る。しんとしたホール内に、リリアナの足音だけが響いた。

　さらに別棟のほうへと歩いていくと、両脇に部屋が並んだ長い廊下がまた続いていた。手前の部屋から順に、扉を少し開けて、中を覗いていく。居心地の良さそうなソファセットのある部屋、壁一面に本が並んでいる部屋……。

「ここは……？」

　次に覗いた部屋は、他より二倍ほど広かった。白い石でできた長い机が中央に、その両脇には幾つもの革張りの椅子が置かれている。

　たくさんの方が集まる部屋なのでしょうか……。

　中に入ってみると、その奥には大きな銅像が立っていた。

「ゲオルク様です！」

　リリアナは嬉々とした声を出した。銅像のゲオルクは険しい顔つきをしていて、魔界を統べる王として、多くの魔物を率いている姿なのか、右手の人差し指で前方を指し示していた。

「とっても、かっこいいのです……」

　束の間、ぼんやりと見上げてしまう。けれど。

「何か、物足りない気がします……うーん、何でしょう……」

　首を傾げながら、リリアナはその部屋を出た。

　廊下にはまだまだ部屋が続いている。一日中歩いても、すべての部屋を見回ることなどできそうにない。それほどまでに城は広かった。

「私がお役に立てることは……」

　リリアナは腕を組んで考えつつ、少しくたびれた足取りながらも、また歩き始めた。
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　守衛当番から昨晩の報告を受けたあと、ボガードは自室に戻ろうと廊下の角を曲がった。すると、長い金髪の少女がトボトボと歩いているのを発見した。

　あれはもしかして、昨日、ゲオルク様が連れてきた……？

　ボガードは急いで駆け寄った。

「おい、あんた！」

　大声で呼びかけると、ピクリとその背が跳ね、そろそろと振り返る。ボガードを見上げたその大きな碧い瞳は、さらに大きく見開かれた。

　ボガードはそんな反応には慣れている。

　ピンと尖った三角の耳、琥珀色の目。耳元まで裂けた大きな口。

　上半身には何も着ていないが、下半身には紺色のズボンを穿いている。

　──二足歩行をする狼。

　魔界にも、人間界にも、どちらにもなじむことのできない、異形の姿かたち。

「ここで何してるんすか？　里に帰るんすか？　ってか、あんた本当に妖精なんすか!?」

　矢継ぎ早に訊ねながら、戸惑う妖精を隅に追いやり、壁に両腕を突いて、その小さな身体を囲った。そして、その細い首筋に、脇に、腹に、無遠慮に鼻をくっつけて匂いを嗅いでみる。

「あ、あの、」

「うーん、やっぱり、人間とは違う匂いっす。あんた、本物の妖精なんすね」

　ひとり納得しながら見下ろすと、ボガードをキョトンとした目で見上げている妖精の頬はツヤツヤで丸くて白くて……。

　めちゃくちゃ美味そうなんすけど！

　じゅるり、と垂れそうになったよだれを舌で舐め上げる。

　くぅー！　妖精、食ってみたいなぁ！　どんな味がするんだろう！

「はあ……！」

　ボガードはもう一度、妖精の匂いを嗅いでみる。

　でも、ゲオルク様に食うなって言われてるし……。もし食ったら大目玉だろうなぁ……。

　ボガードはうんうんと唸りながら逡巡する。

「……でも！」

　壁から妖精の華奢な肩に両手を移した。手足は細く、食べ甲斐はなさそうだが、妖精を味わう機会などそうそうないのだ。

　ボガードは我慢できずに大きな口を開けた。上下の歯に唾液が糸を引く。

　ひと口だけ……！

　そう思った時だった。ボガードの胸に何かが触れた。

「？」

　妖精が、サワサワと胸毛に触れていた。

「とっても気持ちのいい、綺麗な毛並みですね！」

　そして、ニコッと屈託なく笑う。

「……え、おいらの？」

「はい！」

　大きく頷いた妖精の無垢な瞳に当てられてしまったかのように、ボガードは思わず後ずさりした。

「あんた……おいらが怖くないんすか？」

　困惑気味に訊ねると、妖精は小さく首を傾げた。

「このお城にいらっしゃるということは、ゲオルク様のお友達ですよね？　でしたら、お優しい方に決まっています！」

　自信満々に答えながらも、その手は胸毛をサワサワと触り続ける。

「……あんた、ゲオルク様のこと、信じてるんすね」

「もちろんです！」

　妖精がまた大きく頷く。

　おいらもっす……。

　ボガードも内心で同意した。

　ボガードにとって、誰よりも何よりも信じられるのはゲオルクだった。

　ゲオルク様のお陰で……。

「それに、銀灰色って言うのでしょうか？　色もとっても素敵なのです！」

「そ、そうっすか……？」

　思わず緩みそうになってしまった口元を慌てて両手で隠す。なぜだか胸の奥がむずがゆい。

「あの、ところでこのお城には、何か私がお役に……」

「あ、お、おいら、守衛当番のとこに行かなくっちゃ！」

　ボガードは足を縺れさせながら妖精から離れると、来た道をまた走り出していた。
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「聞きそびれてしまいました……」

　遠ざかっていく狼の魔物の後ろ姿を見送り、リリアナは再び歩き出した。

　また、触らせていただきたいのです！

　モフモフの胸毛の感触を思いながら再び階段を下りると、背の高い両開きの扉が現れた。その扉をそっと押してみる。

「ここは……？」

　吹き抜けの天井。一列に並んだたくさんの木製の机と丸椅子。どうやら食堂のようだった。奥には厨房もあるみたいだ。

　そうです、ゲオルク様に朝食を作って差し上げる、というのはどうでしょう!?

　とてもいいアイデアに思え、リリアナは足取り軽く厨房へと向かおうとした。

「ホウホウ、おぬしは……」

　しわがれた声が響いた。フクロウが飛んできて、行く手を阻むようにリリアナの目の前の机にとまる。

　わあ、魔界のフクロウさんは眼鏡をしているのですね！

　リリアナが感激していると、フクロウは不審げに黄色い目を眇めた。

「ここで何をしておる」

「私は」

「はっ、まさか！　ゲオルク様の厚意に付け込んで、城を荒らす気じゃな!?」

「え……っ、いえ、私は」

「ホウホウ！」

　フクロウはリリアナの言うことなど聞かず、騒々しく辺りを飛び回る。

「おぬしも狙いは食糧庫であろう！　そうはさせんぞ！」

「きゃっ！」

　鋭い爪をこちらに向けて飛びかかってきた。寸でのところでリリアナが躱す。

「や、やめてください！」

「妖精とはいえ、ゲオルク様の厚意を踏み躙る奴は容赦せぬぞ！」

「何してる」

　その時、静かな低い声が割って入った。

「おう、ダシール、良いところに！」

　フクロウの視線につられて振り返ると、厨房の奥から誰かが出てきたところだった。

「……！」

　リリアナは驚きに目を瞠った。ダシールと呼ばれた彼の上半身は筋肉質で引き締まっているが、下半身は美しい毛並みをした栗色の馬だったからだ。

「この妖精が食糧庫を荒そうとしておってな！」

「ち、違うのです！」

　その半身半馬の魔物は、蹄の音を立てながら、リリアナの隣にやってくる。リリアナの頭はその腰の辺りにも届かない。

「違う？」

　ウエーブした黒髪を後方に撫でつけ、秀でた額を露わにしているダシールは無表情でリリアナを見下ろし、答えを待った。

「……わ、私は、ゲオルク様に……朝食を、作って差し上げたいのです……」

「…………なんじゃと？」

　フクロウが眼鏡の奥の目を瞬かせた。

「昨日、助けていただいたお礼に、何か、ゲオルク様のお役に立ちたくて……」

「使え」

「え……」

　するとダシールは、すぐさまそう言い置いて、さっさとどこかへ行こうとする。

「な、なんと、ゲオルク様のためにお礼を」

　フクロウは急に慌て出した。

「そ、そうか、疑ってすまんじゃったの。わしはてっきり……。なんせ先日もゲオルク様は怪我をしたドラゴンの子を連れてこられての。だがそやつは翌朝、食糧庫をこれでもかと荒らして逃げおったのじゃ。だから、つい……」

「い、いえ、いいのです！　勝手に厨房を借りようとした私が悪いのです……」

「では、ダシールの許可も出たところで、わしも退散するとするかの」

「ま、待ってください！」

　リリアナはふたりの背中に向かって声を上げた。

「なんじゃ？」

　フクロウとダシールが振り返る。

「あ、あの……、もしよろしかったら、おふたりにも食べていただきたいのですが……」

「わしら、も……？」

　フクロウが丸い目をさらに丸くする。ダシールは無言で、尻尾を左右に大きく揺らした。
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「ゲオルク様！　ゲオルク様、大変っす！」

　激しいノックの音と、ボガードの慌てふためいた声でゲオルクは目を覚ました。

「なんだ、まだ朝じゃないか……」

　カーテンの隙間から差し込む陽の角度を見て、うんざりとした声を出した。守衛当番でもない限り、午前中はほとんどの魔物が眠っている。太陽が苦手な魔物ならば日没から日の出まで、そうでない者でも、午後から夜半過ぎまでを活動時間としていることが多い。

「……入れ」

　不機嫌な声を掛けると、ボガードが勢いよく飛び込んできた。肩で息をしている。

「ゲオルク様！　あ、あの妖精が……」

　そこでゲオルクは、昨日城に連れ帰ってきた妖精、リリアナのことを思い出し、飛び起きた。

「妖精がどうした!?」

「妖精が、あ、あ」

「なんだ!?」

「朝ごはんを、ゲオルク様のために、朝ごはんを作ってるっす！」

「……は？」




　　　＊




　ゲオルクは、襟と袖口に銀糸の刺繍が施された、いつもの漆黒の詰襟服とマントに着替えると、ボガードに先導されて食堂へと急いだ。扉を開けると、すでにヤンとケンタウロスのダシールが席に着いている。

「なんでおまえらまで……」

「ホウホウ。物音がしたので来てみたら、妖精さんがゲオルク様のために朝食を作ると言うではないですか」

「あ、ゲオルク様！」

　ワゴンを押してきたリリアナが、ゲオルクの姿を認め、満面の笑みで駆け寄ってきた。

「一体、何をしている」

「あ、あの、私、ゲオルク様に朝ごはんを作ったのです！」

　左右の指先をもじもじと擦り合わせながら、恥ずかしそうに言う。

「俺は朝飯など食わん」

「ホウホウ。ゲオルク様、そんな無体なことを言わずとも。せっかくこの妖精さんが朝早くから作ってくれたんじゃから、みんなでご相伴にあずかろうではないですか」

　ヤンが片眼鏡の奥の瞳を優しげに細めた。

　……すっかり、孫を見るじいさんの顔だ。

「はい！　魔物のみなさまもぜひ！」

　リリアナの笑顔に、ダシールの尻尾も左右に素早く揺れ動く。口数が少ない分、こいつは尻尾に感情が出る。かなり、嬉しそうだ。

「はあ……。わかった」

　ゲオルクが頭を抱えて溜息混じりに頷くと、

「わわっ、じゃ、おいらも！」

　ヤン、ダシールの隣にボガードも腰かけた。渋々、その向かいにゲオルクも座る。

「では、どうぞ召し上がってください！」

　リリアナが笑顔で、それぞれの前に皿を置いた。その上には、どす黒い塊が載っている。

「…………？」

　これは一体……？

「おおっ、これが妖精料理ってやつなのかな。おいら、初めてっす！」

「ホウホウ。楽しみじゃな」

　ヤンとボガードはワクワクとした表情で舌なめずりしている。

「ご遠慮なくどうぞ！」

「わーい、いっただきまーす！」

　ヤン、ダシール、ボガードがスプーンで謎の塊を掬って意気揚々と口に運んだ。次の瞬間。

「ゲホッ」

「ガハッ」

「ブフォッ」

　三人同時に噴き出した。

　しかもヤンは白目を剥いてピクピクと痙攣している。

「お、おい、ヤンじいさん、大丈夫っすか!?」

　ボガードがヤンを抱きかかえる。

「ホ、ホウ……て、天国が、見える……」

「しっかりするっす！　おいらたち魔物は天国には行けねぇよ！」

　ダシールは無表情だが、その尻尾は死んだように垂れ下がっていた。

　魔物をひと口で失神させるとは……。

　魔界の料理人でもなかなか作ることはできまい。

　ゲオルクは呆れと感心の入り混じった眼差しで目の前の凄まじい料理を眺めた。いや、こんなもの、料理とも言えないだろう。

　材料は一体何を使ったんだ……？　どうやったらこんな代物が作れるんだか……。

「み、みなさん、どうされたのですか!?」

　すると、三人の様子を見たリリアナの顔がサッと青ざめた。わなわなとその手が震え始める。

「……も、もしかして、美味しく……なかったですか……？」

　青空のような瞳が曇り、涙が浮かんだ。

「……っ」

　その瞬間、ゲオルクはサッとスプーンを手に取っていた。そして自分の前に置かれた皿を持ち上げ、謎の物体を口の中に掻き込む。

「ゲオルク様……！」

　ボガードが驚嘆の声を上げる。

「ガリッゴキュッゴリッ」

　ゲオルクは食べ物とは思えない不気味な音を出しながらも無心に噛み砕いた。

　クラーケンの左目。ユニコーンの鬣。ゴブリンのミルク……。

　これまで食べた何よりも不味かった。

　酸味、苦味、えぐみが混然一体となっていて、不味いを通り越して攻撃的な味だ。なぜか背中に冷や汗が流れる。

「……ごくりっ」

　やっとの思いで呑み下すと、

「貸せ」

　三人が残している皿もすべて自分の元へと引き寄せ、片っ端から口に放り込んだ。

「ゲ、ゲオルク様、尊敬っす！」

「ゲオルク様の大事なお身体が……」

　意識を取り戻したヤンが涙目でこちらを見ている。

　ゲオルクはすべての皿を平らげると、ナプキンで口元を拭った。

「リリアナ、ひとつ言っておくが」

　そして不安そうな顔をしたリリアナに、告げた。

「美味かった」

「わあ、よかったです！　ゲオルク様にご満足いただけて、私、とっても嬉しいのです！」

　リリアナの顔がパアッと明るさを取り戻す。それを見て、ゲオルクはひとつ頷くと、立ち上がった。

「俺は公務があるので、執務室へ行く。おまえたちもさっさと仕事にかかれ」

　まだヨボヨボとしている三人の魔物を見下ろし、叱咤する。

「お仕事がんばってください、ゲオルク様！」

　リリアナの朗らかな声を背に颯爽と食堂を出ると、ゲオルクはすぐさま口元を押さえ、バスルームへと走ったのだった。
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　リリアナは朝食の後片付けを済ませ、再び城内を歩き始めた。

「他に、何かお役に立てることはないでしょうか……？」

　食堂から反対側へと歩いていくと、石鹸のいい匂いがしてきた。その匂いを辿るようにして木製の扉を開ける。

　そこは、大きな桶や搾り機が並ぶ、ランドリー室だった。

「なんだい、あんた」

　窓際の水場で洗濯をしていた灰色の背中がこちらを振り向く。黒く縁取られたつぶらな目が、訝しげにリリアナを見つめた。

「あ、こ、こんにちは！　妖精のリリアナと申します！」

　挨拶をしたが、三角の耳、縞模様をした大きな尻尾を持つ魔獣は、ちらりとこちらを見ただけですぐに手元に視線を戻した。

「あたしゃマギーだよ。洗濯物があるのかい？」

「い、いえ！　あの、私も何か、お手伝いを」

「あっちに行ってな。これはプロの仕事だよ」

　取り付く島もなく、マギーは素っ気なく言って、また手を忙しなく動かし始める。

　天井には幾本ものロープが張られ、真っ白い洗濯物が干されていた。リリアナが所在なげにあたりを見回していると、マギーの腰にあるピンク色の前掛けの紐が解けかけているのに気づいた。

「あ、マギーさん！　解けてます」

　リリアナはすぐに跪いてその紐を結ぶ。

「あら、ありがとよ」

「あの、この前掛けは、もしかしてマギーさんの手作りですか？」

「あ？　そうだけど」

「とっても優しい色使いで、可愛らしいのです！」

「そうかい？　あたしゃ裁縫が趣味でね」

　マギーが得意げに言った。

　そうです！

　その時、リリアナは思いついた。

「あ、あの、マギーさんにお願いがあるのですが！」
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　今日も魔王には決済すべき事案が山積みだった。

　ゲオルクは机上に魔界の地図を広げる。

　中央の平野部を囲むように、北には年中雪の絶えることのない雪原、西には炎に炙られる灼熱地帯、東には様々な鉱石が採れる鉱山地帯がある。

　魔王城は南に位置し、その周囲には幾筋もの川と深い森が広がっていた。森を抜け、さらに南下すると、人間界へと出ることができる。魔王城は元々、人間界との境界の砦として築かれたものだった。

　鉱山地帯には鍛冶の得意なドワーフたちが棲んでいるように、地勢や気候に合わせて、様々な種族の魔物たちが棲んでいる。魔界はその地域ごとに十に分けられ、それぞれに『代表者』と呼ばれる長が存在した。その彼らの中から、合議によって『魔王』が選出されるのである。

　有事の際には、魔王の元、『代表者会議』が開かれ、魔界の行く末が決定されるのだ。

「えっと、まずは……」

　ゲオルクは羊皮紙の束を捲った。

　炎を纏ったトカゲの魔物、サラマンダーから、新たな営巣許可の申請が出ていた。地獄谷はもう満員だ。あの炎まみれの巣をどこに作らせるべきか、ゲオルクは地図を睨みながら頭を悩ます。

「それとこっちは……」

　先日の大雨で氾濫した川の護岸工事の予算申請がケルピーから出されていた。

　ケルピーとは川に棲む半馬半魚の魔物で、最近子供が生まれたばかりのはずだ。

　早急に対応せねば……。

「ゲオルク様！　ゲオルク様、大変っす！」

　扉が激しくノックされる。ボガードの声だ。ゲオルクは羽根ペンを持ったまま溜息をついた。

　……一体、何事だ。

「入れ」

　紙の束に目を向けたまま答える。

「ゲオルク様！　リ、リリアナちゃんが……」

　息せき切って入ってきたボガードの言葉に、ゲオルクは勢いよく顔を上げた。

「リリアナがどうした!?」

「リリアナちゃんが、ゲオルク様の銅像を……！」

「俺の銅像をどうした？　壊したのか？」

「いえ、き、着飾ってるっす！」

「……は？」
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　ボガードのあとに続いて会議室へと急ぐ。扉を開けると、そこにはリリアナとヤン、そしてアライグマの魔物で、城のランドリー担当を務めるマギーが居た。

「何をしている」

　三人の元に足早に詰め寄る。

　長方形をしたこの会議室には、大理石でできた細長い机が置かれ、その両脇にはたくさんの革張り椅子が並んでいる。代表者会議などにも使われる格式ある部屋だった。その上座には先代魔王から王位就任祝いとして贈られた、等身大のゲオルクの銅像が置かれていた。

「あ、ゲオルク様！」

　やってきたゲオルクに気づき、リリアナが嬉しそうな声を上げる。

「──っ」

　ゲオルクは一瞬、眩暈がした。

　威風堂々としたその銅像の肩に、ピンク色の花柄のマントが掛けられていたからだった。

「……こ、これは」

「あたしの子供たちのお古のよだれかけを縫い合わせたものなんですけどね」

　前掛けをしたマギーが一仕事終えた顔つきで腰に手を当てる。

「ちょうどいい色具合になりましたよ」

「何がだ……」

「ホウホウ。僭越ながら、わしが銅像の肩にとまりまして、マントの紐を結びましたのじゃ」

　ヤンが誇らしげに片眼鏡を羽で整える。

「おまえまで、一体何を……」

「ど、どうですか？」

　リリアナがピンク色のマントの端を握って、上目遣いでゲオルクの顔を覗き込む。

「このゲオルク様の銅像、とってもお強そうで、す、すごくかっこいいと思ったのですけど」

　そこまで言って恥ずかしそうに頬を染める。

「でも、このお花柄のマントをすることで、ゲオルク様のお優しさも表現できたと思うのです！」

「なるほどなぁ」

　ボガードが顎に手を添え、感心したように頷いている。

　なにが、なるほどだ！

　ゲオルクは叱りつけたい衝動を必死に堪えた。

　俺の肩によだれかけで作った花柄のマントだと!?　魔王への冒涜もいいところだ！　そもそも魔王に優しさなど必要ない！

　様々な感情が渦巻き、怒りに肩が小刻みに震える。

「……………………」

「ゲオルク様？」

　黙ったままのゲオルクに、リリアナの顔が不安に染まった。

「もしかして、お気に召しませんでしたか……？」

「……リリアナ」

　ゲオルクはリリアナに向き直った。

「よく表現できている」

「わあ、よかったです！」

　リリアナの顔がみるみる晴れ渡った。

「みなさんのご協力のお陰です！」

「いやいや、あんたのアイデアがよかったんだよ」

「わしは紐を結んだだけじゃからの」

　リリアナが飛び跳ねながらマギー、ヤンと手を取り合って喜ぶ。

「おいらもリリアナちゃんを手伝いたかったなぁ」

　ボガードが残念そうにぼやいている。

「はあ……」

　ドッと疲れたゲオルクはその様子を尻目に、扉へと向かった。

「……俺はこれから現地視察に向かう。留守を頼んだぞ」

「はい、行ってらっしゃいませ！」

　リリアナたちの弾んだ元気な声を背に、会議室を出る。

　次の会議までにはどうにかあれを外さねば……。

　魔王ゲオルクにまたひとつ、懸念事項が増えたのだった。
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「城内は掃除担当の魔物がおるからのぉ」

　リリアナの隣を飛びながら、思案顔のヤンが首を捻った。

「そうですか……」

　他に役に立てることはないか、ヤンに訊ねたのだが、リリアナにできることはなかなか見つからなかった。そのままふたりはエントランスホールを通り、荘厳な正面玄関を出る。前庭からまっすぐに伸びる小道の先には、大きな黒い門扉が見えた。その先には森が広がっている。

「城の右手に回ると、ゲオルク様のペガサスの居る厩舎があるんじゃ」

「では、ゲオルク様はいつもこちらの道を通って、お城に帰って来られるのですか？」

「そうじゃが……」

　ヤンが答えた時、小さな蝙蝠がリリアナの鼻先を掠め飛んで行った。

「きゃっ」

　驚いて後ずさった次の瞬間、目の前に優雅な服を着た青年が立っていた。

「！」

「アーサー、今頃起きたのか」

　ヤンが呆れた声を出す。

「あんた、誰よ？」

　アーサーと呼ばれたその青年は、驚くほど綺麗な顔をズイッとリリアナに近づけてきた。スラリとした長身に豪華な花の刺繍が施されたジレ、その上に紺地のコートを羽織っている。胸元には白いレースの胸飾りが付いていた。銀色の長い髪はベルベッドのリボンでひとつに結わえられている。

　この方も、魔物なのでしょうか……？

「こ、こんにちは！　妖精のリリアナと申します！」

　リリアナは勢いよく頭を下げた。

「妖精……？」

「そうじゃ、リリちゃんはゲオルク様に助けてもらった妖精さんなんじゃ」

「ふうん……ゲオルク様が、ねぇ」

　アーサーは腕を組み、赤い目で、つまらなそうにリリアナの全身を上から下まで眺めた。

「それで、ここで何してるのよ？」

「そ、そうです、」

　リリアナは思い出したように、ふたりの顔を見上げた。

「お借りしたいものがあるのですが！」
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　ケルピーの棲む川岸の崩壊は、予想よりも狭い範囲だった。あれなら、護岸費用は大した額にはならないだろう。

　あとは、流木の処理を巨人族の誰かに頼んで……。

「ゲオルク様！　ゲオルク様、大変っす！」

　試算しながら、漆黒のペガサスの背から降り、厩舎へと向かうゲオルクの元に、ボガードが必死の形相で走り寄ってきた。

「どうした」

「ゲオルク様！　リリアナちゃんが……」

「リリアナがどうした!?」

　慌ててボガードに向き直る。

「リリアナちゃんが、前庭で……」

「前庭で怪我でもしたのか!?」

　思わずその両肩を掴む。ボガードの両耳はペタリと後ろに倒れていた。

「い、いえ、前庭の植木を……」

「植木？」

「はい、植木を、か、刈り込んでるっす！」

「……は？」




　　　＊




　ゲオルクはマントを翻し、ボガードに続いて城へと急ぐ。前庭にリリアナとヤン、そして、ヴァンパイアのアーサーの姿が見えた。

「何をしている」

「あ、ゲオルク様、お帰りなさいませ！」

　笑顔で振り返ったリリアナは手に大きな剪定ばさみを持っていた。

「そんなもの持って、怪我でもしたらどうす……」

　そこで、ゲオルクの言葉は喉奥に呑み込まれた。

　リリアナの背後に見えた植木。

　様々な賓客を迎える魔王城正面玄関前の威厳ある立ち木。

　それが、いびつな何かに姿を変えていた。

「これ、は……？」

　恐る恐る訊くと、リリアナが晴れがましい顔になって、

「小鹿の形にしてみました！」

　と、爽やかに告げる。

「こじか……。こじか……、こじか？」

　ゲオルクはその言葉をなんとか理解しようと反芻してみる。

「ホウホウ。ゲオルク様が帰って来られるまでに間に合ってよかったな、リリちゃん」

「はいっ！」

　ヤンの言葉に、リリアナが満足そうに腕で額の汗を拭った。

「ど、どうですか？　ゲオルク様……？」

　呆然と立ち尽くすゲオルクの顔をリリアナが窺う。

「玄関で小鹿さんがお迎えしてくれたら、お仕事で疲れて帰ってきたゲオルク様の心も、少しは和むかなって、思いまして……」

「いやあ、そうだったんすか、リリアナちゃんは優しいなぁ」

　ボガードが感じ入ったように植木を四方八方から見回している。

「リリちゃんの泣ける心遣いじゃ」

　ヤンが翼で目元を拭う。その隣で、我慢しきれないと言ったふうにアーサーが噴き出した。

「あは、あははははは！　魔王城に小鹿！　やだ、ウケる！　ねぇ、ゲオルク様？」

　アーサーは目尻の涙を拭いながら、腹を抱えて笑っている。

　こいつら……！

　ゲオルクの握った拳がわなわなと震えた。

　よりにもよって……小鹿、だと？

　数多の魔物の頂点に君臨する魔王の居城前に、被食者の代表格である弱々しい小鹿だと？

　しかも刈り込み方が下手過ぎて、小鹿どころか、生物にすら見えない。

　こんなものを正面に配して客人を迎えるなど、いい恥晒しだ。魔王の権威も何もあったものではない。

「ゲオルク様……？」

　リリアナが眉根を寄せた。

「も、もしかして勝手なことをしてしまい、怒ってらっしゃいますか……？」

　その心配そうに潤んだ碧い瞳をまっすぐに見据えて、ゲオルクは即座に言った。

「和んだ」

「わあ、よかったです！　ここ、この尻尾のあたりを整えるのが、すごく難しかったのです！」

　頬を赤らめたリリアナが植木の尖った部分を指差し、一生懸命に説明する。

「がんばった甲斐があったな、リリちゃん」

「はい、ヤンおじいちゃん！　助けてくださったゲオルク様のお役に立てて、とても嬉しいのです！」

　それを聞いて、ゲオルクは思った。

　この妖精は昨日助けてもらったと勘違いしている礼をしたいがために、こうして朝から何やら試行錯誤を続けているのか。

「リリアナ、」

　ゲオルクはリリアナに神妙な声を掛けた。

「俺に対する礼など無用だ。おまえはもう、妖精の里に帰ってよいのだぞ？」

　すると、リリアナの顔がさっと強張った。

「……？　どうしたのだ？」

「そういや、どうして、妖精のリリアナちゃんが魔界の森に居たんすか？」

　ボガードが無邪気に問うと、その場に居る全員の視線がリリアナに向けられた。

「……あ、あの、えっと……、」

　リリアナは微かに声を震わせたあと、下唇を噛み締め、黙り込んだ。先ほどまで明るく輝いていた碧い瞳が陰っている。その両手はスカートをギュッと握り締めていた。

「リリアナ」

　ゲオルクは咄嗟に、注がれる視線から庇うようにリリアナの目の前に立っていた。

「おまえはここに居たいか？」

「……え」

　リリアナが驚いた顔を上げる。

「この城は広い。おまえが居たいのなら、好きなだけ居るがいい」

「ホウホウ！　なんとゲオルク様、粋な計らいを！　魔物以外の生物がこの城に棲むのは初めてですが、リリちゃんなら大歓迎じゃ！」

「いいっすね！　リリアナちゃんが居てくれるなら、おいらもっともっと仕事頑張るっす！」

　ヤンはバタバタと頭上を飛び回り、ボガードはぴょんぴょん飛び跳ねている。

「ほ、本当に、居て、いいのですか……？」

「ああ。おまえのような小さな妖精がひとり増えたところで魔王城はなんてことはない。ただし、」

　ゲオルクは腰を屈めると、不安の残るその碧い瞳と視線を合わせた。

「おまえは何もするな！」

　これ以上、魔王城をメルヘンに変えられたらかなわない。

「で、でも……私はお役に立たないと」

「いいか、何もするなよ？　返事は？」

「は、はい……」

　半ば強引に返事をさせると、ゲオルクは褒めるようにその頭を撫でてやった。

「よし」

「わーい、やったぜ！　早速、城のみんなに教えなきゃ！」

　ボガードが拳を空に突き上げる。

「あんたが居たら、退屈しなさそうね」

　アーサーが二本の牙を見せてニコッと笑った。

「ホウホウ。リリちゃん、これからもよろしくじゃ！」

　周囲からの祝福にリリアナの瞳からやっと曇りが取り払われる。

「ゲオルク様、みなさん、ありがとうございます……！　どうぞよろしくお願いします！」

　心底嬉しそうにペコリと頭を下げたリリアナを見てゲオルクは安堵すると、公務の続きをするため、城内へ戻ろうとする。

「さすが、ゲオルク様ね」

　そこに、アーサーがスッと近づいてきて耳元で囁いた。

「あの子にも、何かワケがありそうだし」

　その赤い瞳はリリアナの背中を見ている。

「……ああ」

　そこには、妖精にあるはずの翅がない。だが、この城ではそんなこと、いちいち詮索するような者などいないのだ。

「ここも、ますます賑やかになりそうね」

　アーサーは魔物たちと手を取り合って喜ぶリリアナの姿を見て苦笑すると、瞬時に蝙蝠へと変へん化げし、城の尖塔へと飛んでいった。

　ゲオルクはもう一度、リリアナによって小鹿型に刈られたいびつな植木を見る。そして僅かに頬を緩めると、再びエントランスへと歩き出した。








第二章　魔王ゲオルク









　太陽が天頂から西に傾き始めると、静まり返っていた午前中とは打って変わり、魔王城に活気が満ちてきた。

　リリアナが自室として使うことを許された客室から廊下に出ると、魔物たちが忙しそうに行き交っていた。ゲオルクには何もするなと言われたが、どうしても落ち着かない。

「何か少しでも、お役に立たないと、私は……」

　その言葉の先を、グッと呑み込む。

　廊下を歩き、ゲオルクの執務室の前までやってきた。扉を少しだけ開けて、中を覗く。壁一面の本棚、そして立派な執務机。難しい顔をしたゲオルクがいつもの漆黒の詰襟服を着て、書類に向かっていた。

　ゲオルクの姿を見ると、リリアナはホッとする。

　二本の角は相変わらず恐ろしそうに尖っているが、その強面な見た目とは違ってゲオルクは、リリアナの命を救ってくれ、しかもこの城に棲むことを許してくれた大恩人なのだ。

「ゲオルク様……？」

　声を掛けると、すぐに書面から顔を上げる。

「どうした、リリアナ。何か困ったことでも起きたか？」

「い、いえ！」

　魔界を統べる王として多忙な身でありながら、新参者のリリアナにまで気を遣ってくれるゲオルクに、胸の奥がキュッとなる。

　やっぱり、ゲオルク様はお優しいのです……。

「あの……私、」

　扉の隙間から中へと入り、その傍へ近づいた。

「やっぱり、何か、ゲオルク様のお手伝いを……」

「よいか、リリアナ。俺はおまえに何かをして欲しくて、ここに棲むよう言ったわけではない」

「で、ですが……」

「ゲ、ゲオルク様！　ゲオルク様、大変っす！」

　その時、ボガードが慌てた様子で駆け込んできた。

「何事だ」

「バジリスクの産卵調査に行ったゴブリンが石化しているとのことっす！　どうやら目を合わせちまったみたいで」

「またか……」

「あの石化を解けるのはゲオルク様しか！」

「わかった、すぐ行く」

　ボガードに答えて即座に立ち上がると、ゲオルクはリリアナに視線を向けた。

「俺は出かけるが、何か困ったことがあれば遠慮なく言うんだぞ。いいか？　リリアナ」

「は、はい」

　頷くと、ゲオルクは満足したように大きな手のひらでリリアナの頭を撫でた。

「よし」

「……！」

　そして壁に掛けられていたマントをサッと羽織り、ボガードと一緒に執務室を出て行った。

「…………」

　リリアナはゲオルクの触れた自身の頭に手を当てる。

　昨日も撫でてくださったのです……。

　ゲオルクに触れられると、なぜか胸がドキドキする。束の間、扉をぼんやりと見つめてしまう。

「……あ！」

　ゲオルク様に、行ってらっしゃいませって、言うのを忘れてしまいました……。

　気づいてズンと落ち込む。肩を落とし、リリアナも部屋を出た。

　本当に、私なんかが、何もしなくてもよいのでしょうか……。

　トボトボと歩いていると、背後から蹄の音が聞こえてきた。振り向くと、籠を手にしたダシールがやって来ていた。

「ダシールさん、こんにちは！」

　挨拶をしたが、ダシールは無表情でリリアナの傍を通り抜けた。が、数歩歩いて立ち止まると、振り返って、こちらに向かって手招きをする。

「？」

　そしてまた歩き始めた。

　付いて来いっていうことでしょうか……？

　リリアナは不思議に思いながらも、そのあとを追いかけた。
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　ダシールに続いて入った部屋は、昨日リリアナが朝食を作った厨房だった。ダシールは持っていた籠を調理台の上に置く。中には赤い木の実がたくさん入っていた。

「魔界にもこんなに可愛らしい木の実があるのですね！　私も何かお手伝いします！」

　リリアナが触れようとすると、すぐにその手を押さえ、ダシールは首を横に振った。そして自身で赤い実を籠から鍋に移すと、火にかけ、グツグツと煮始めた。

　やっぱり、私は何のお役にも立てないのでしょうか……。

　その様子を見ながらシュンと落ち込むリリアナに、ダシールがまた手招きをした。

　付いて行くと、厨房の奥には分厚そうな木製の扉があり、ダシールがそれを開くと、途端に冷えた空気が流れ出てきた。

「わあ」

　リリアナは驚きの声を上げた。壁の四方に氷が敷き詰められていて、どうやら食料を保存するための部屋のようだった。落ち込んでいたことも忘れ、その氷の貯蔵庫内を見回していると、奥に入って行ったダシールが銀色の器をひとつ持って出てきた。それをリリアナに手渡す。柔らかそうな黄色い塊が入っていた。

「これは……なんでしょう？」

　ダシールは続いて鍋の中身を木の杓子で掻き混ぜた。赤い木の実はドロドロのジャムになっていた。リリアナの持つ銀の器にダシールがその赤いジャムを掛ける。そして、スプーンを差し出した。

「え、私……食べてもいいのですか……？」

　首を傾げて訊ねると、ダシールがコクリと頷く。

「赤い実、毒、ある」

「え？」

「熱、加えると、大丈夫」

「……！」

　その言葉を聞いてようやく、赤い実を触ろうとしたリリアナを止めたのは、邪魔だったからではなく、毒に触れないよう注意してくれたのだと気づいた。

　ダシールさん……。

「い、いただきます！」

　リリアナはテーブルにつくと、プルンとした塊を掬って口に運んだ。まろやかな甘みとジャムの甘酸っぱさとが混じり合い、口中に広がる。

「ダシールさん！　これ、すっごく美味しいです！」

　興奮した面持ちで伝えたが、ダシールは無表情だった。が、その尻尾は左右に忙しなく揺れている。

　ダシールは自分の想いを表情や言葉にするのは苦手なのかもしれない。けれど、その性格は、この優しい甘さのお菓子に表れていた。もしかしたら厨房に連れてきてくれたのも、ひとり廊下でしょんぼりとしていたリリアナを見て、気遣ってくれたのかもしれない。胸が温かくなった。

「おかわり、ある」

「ありがとうございます、ダシールさん！」

「あらぁ、リリアナじゃなあい？　それにダシールも」

　賑やかな声とともに扉を開けて入ってきたのは、いくつもの酒瓶を抱えたアーサーだった。

「あ、アーサーさん、こんにちは！」

「あんた、何食べてんの？　ああ、メンドールの卵のプリンね。それよりダシール、赤ワインなあい？」

　アーサーはダシールにしな垂れ掛かって訊いた。その真っ白な頬が赤く色づいている。どうやら酔っぱらっているようだ。しかしダシールはその肩を引き剥がし、黙ったまま首を横に振った。

「え～絶対うそぉ！　ワイン樽がまだあったはず……」

　そう言いながら戸棚を漁るアーサーの持つ酒瓶を、ダシールが横から取り上げた。

「ちょっと、何すんのよ！」

「飲み過ぎ」

「何よぉ、ケチケチしないでよ！　もうっ」

　頬を膨らませたアーサーだったが、ふと気づいたようにプリンを食べ続けるリリアナを見た。

「そう言えば……あたし、妖精の血って飲んだことなかったわ」

「え……」

「ねえ、リリアナ」

　アーサーがその整った美しい顔を近づけてくる。ニッと笑むと鋭い二本の牙が見えた。プンと酒の匂いがする。

「ちょっとだけ、ちょっとだけでいいから、吸わせてくれない？」

　顎先を人差し指で掬い上げられる。その赤い瞳に見つめられると、なぜか仕留められてしまった獲物のように、リリアナは動けなくなった。

「ア、アーサーさん、や、やめてくだ……」

　スプーンを取り落とし、怯えた声を出した時だった。

「ちょ、ちょっと何すんのよ！」

「リリアナ、行け」

　ダシールがアーサーを背後から羽交い締めにしていた。

「全部吸うわけじゃないのよ？　ちょっとだけって言ってるじゃない！」

　ジタバタと騒ぐアーサーを捕まえたまま、ダシールはリリアナに向かって顎をしゃくって出て行くよう促す。

「あ、ありがとうございます、ダシールさん！　ごちそうさまでした！」

　リリアナは逃げ出すようにして厨房をあとにした。




　　　＊




「ふう……」

　リリアナは城をあてどなく走り、いつの間にか中庭に出ていた。空は夕暮れ色に染まりかけている。飛沫を上げる噴水のある池に近づき、その縁に腰を下ろした。目の前に広がる静かな庭園を眺めながら溜息をつく。

「妖精の血って美味しいのでしょうか……？」

　アーサーの血の色をした目を思い出すと、ゾクリと背筋が震える。

「……でも、妖精といっても、私は……」

　沈んだ声で呟いた時、パシャリと水の跳ねる音が聞こえて、振り返った。水面に緑色の大きな魚の尾びれが見えた。

　この池にはお魚が棲んでいるのですね……。

　リリアナが再び、庭に目を遣った時だった。

「あんた、マッチ持ってない？」

　背後から聞こえてきた声に、驚いて振り向く。

「！」

　長い赤毛を垂らした美しい女性が、池から顔を出していた。

「い、いえ、持ってません！」

　驚きつつもそう答えると、女性は池から上がって、隣に腰かけた。その下半身は先ほど見た緑色の魚だった。

　人魚さんなのですね！

「あんたが、城に棲み始めたっていう妖精ね？」

「は、はい！　リリアナと申します！　よろしくお願いします！」

「私はセレーネ」

　そう自己紹介して、セレーネはどこからか取り出した煙草を咥えた。そしてマッチを何度か池の縁で擦って火を点けようとする。

「私のマッチ、湿気てて点きにくいのよ」

　ぼやきながらもやっと火を点け、最初の紫煙を吐き出すと、セレーネは城のほうを見た。

「アーサー、また酔っぱらってんの？」

「あ、はい、そのようです……」

　リリアナが答えると、セレーネは溜息混じりの煙を吐き、困ったように眉根を寄せた。

「アーサーは妖精の血なんか飲まないわよ。安心して」

「え、そ、そう、なのですか！」

　心底ホッとして胸を撫で下ろしたリリアナを見て、セレーネが申し訳なさそうに続ける。

「ごめんなさいね。あの子、いまだにメランコリックになるのよ。そのたびにお酒に逃げるの」

「メランコリック……？」

　影を濃くする庭木を見ながら、セレーネが煙草を口に運ぶ。その横顔は凛とした大人の女性で、腰まである濡れた赤毛、豊かな胸に括れたウエスト。同じ女性のリリアナから見ても溜息が出るほどに美しい。

「アーサーは……元は人間なの」

「ニンゲン……!?　って、あの人間界に居るっていう人間のことですか？」

　リリアナは人間というものに関して噂を聞いたことがあるだけで、実際に見たことはない。

「大昔の話だけれどもね。あの子が着ているのは人間時代の貴族服ってやつよ。でも、どうしてヴァンパイアの道を選んだのかは、誰も知らないけれど」

　そう言えばダシールも、酔ったアーサーの扱いには手慣れている様子だった。

　アーサーさんは酔っぱらって、束の間、何を忘れたいのでしょうか……。

「ここ、魔王城に棲む魔物はエリートだって、他の地に棲む魔物たちからは思われているけれど、まったく逆なのよ」

「逆……？」

「そう。ダシールだって、ほら、あの子、口下手で大人しいじゃない？　ケンタウロスという種族は好戦的で好色な奴らばかり。そんな中、料理好きで無口なあの子がどんな苦労をしていたか……」

「…………」

　ダシールの優しさを知ったばかりのリリアナはギュッと胸が痛んだ。

「そんなダシールをゲオルク様が、料理番としてこの城に連れてきたの」

「ゲオルク様が……？」

「ええ。あのガサツなボガードだって、本当は狼男族の族長の血筋なのよ？　狼男は普通、人間の姿をしていて、満月の夜にだけ狼に変身するけれど、あの子は人間と狼とが混じり合った姿で生まれたの。だから仲間たちに疎まれていたのを、ゲオルク様がご自分の秘書官に抜擢なさったの」

「そう、だったのですか……」

　リリアナには、この城に棲むどの魔物も、生き生きと暮らしているように見えた。しかしそれは、ゲオルクの計らいによるものだったのだ。

「ゲオルク様はそうやって一歩一歩、ご自身の目指す世界を創り上げているのよ」

「目指す、世界……？」

「ええ」

　セレーネは頷きながら短くなった煙草を縁石で揉み消した。

「私は魔王城ここではヤンじいさんの次に古株だから、知りたくもないことも知っちゃうの。ま、かく言う私も、はぐれ人魚なんだけど」

　自嘲気味に言って、尾びれをパタパタと動かす。

　そう言えば、人魚は北の海で群れて暮らすのだという話を聞いたことがある。

「色々とめんどくさくなっちゃってね。もう遥か昔の話よ」

　セレーネは遠い目をしている。

　色々と……。

　そう軽い調子で言うが、きっと彼女も一言では言い表せない過去を背負っているのだろう。

「そうそう、この池には落ちないよう気をつけることね。人魚である私が棲めるよう、奥底が海へと繋がっているの。もちろんゲオルク様が作ってくれたんだけれどね」

「ゲオルク様は、本当にお優しい方です……」

　リリアナがしんみりとそう言うと、あら、とセレーネが顔を覗き込んでくる。

「あんたも何かしら理由があってここへ来た口なんでしょ？」

　そう問われ、リリアナは縄が巻かれていた手首に無意識に触れてしまう。

「…………私、は」

「ああ、いい、いい」

　けれど、セレーネはすぐに顔の前で手を振った。

「無理に話さなくていいのよ。ま、ここは、そういう奴らの集まりだってこと。だから気にせず、のんびり暮らしな？」

「セレーネさん……」

「さてと」

　セレーネは腰を上げて、池の中へポチャリと入る。

「あ、あの、セレーネさん！」

　リリアナは咄嗟に呼びかけた。

「なに？」

「ま、また、ここに遊びに来ても、いいですか……？」

「ふふっ、もちろん」

　初めて見せた笑みを残して、セレーネは水の中に消えた。
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　暗くなってきた城の中を、炎の魔物であるファイたちがふわふわと浮遊し、次々と蝋燭に火を点けていく。エントランスホールのシャンデリアや廊下の壁にずらりと並んだ燭台、それぞれの部屋も、橙色の光に満たされた。

　リリアナが部屋に戻ると、ファイたちが来てくれたあとだったようで、灯りが灯っていた。

　壁際に銀縁の姿見が置かれている。リリアナはその前に立った。自身の姿をじっと見つめる。そして、ウエストの蔦の絞りを解くと、おもむろに長衣を肩から滑り落とした。緑青色の絨毯に白い服が円を描く。

　揺らめく灯りの中、鏡にリリアナの華奢な裸身が映っていた。染みひとつない肌は内から白く光っているようにさえ見える。長い金髪の隙間から、上を向いたふたつの柔らかな膨らみが覗いていた。

　リリアナは鏡に背を向けた。そして顔だけで振り返ると、意を決して、映る自身の背中を見た。

「……っ」

　リリアナの背中には、妖精にあるはずの翅がなく、代わりに無数の傷痕があった。

　皮膚が引き攣れてしまった古傷から、比較的新しいかさぶたのできたものまで、数えきれないほどの引っ掻き傷が背中じゅうを覆っている。

『そういや、どうして、妖精のリリアナちゃんが魔界の森に居たんすか？』

『あんたも何かしら理由があってここへ来た口なんでしょ？』

　ボガードとセレーネの問いが蘇る。

『この翅なしめ！』

『里の厄災は、おまえみたいな奴が生まれてきたせいだっ』

『役に立たなければ、おまえなんかが生きていく資格はない！』

　頭の中で反響する声に、思わず耳を塞ぐ。今でも両手両足には縄の感触が残っていた。

　リリアナは涙の滲んだ目元を腕でグイグイと拭う。

「な、泣いちゃダメなのです！」

　自分に言い聞かせるように声に出し、マギーにもらったお手製の寝巻に着替える。そして灯りを消すと、フカフカのベッドに入って目を閉じた。

　──が、眠気は一向に訪れない。

　眠らなきゃです。思い出しちゃダメです……！

　そう考えれば考えるほど、眠れない。そして眠れないと余計に、目の前の闇に過去がありありと浮かんでくる。

『俺はおまえに何かをして欲しくて、ここに棲むよう言ったわけではない』

「ゲオルク様……」

　リリアナは思わず、縋るようにその名を口にした。

『おまえが居たいのなら、好きなだけ居るがいい』

　ゲオルク様は、ここに居ていいって言ってくださったのです……。

　ゲオルクのことを思い出しながら、羽根枕をギュッと抱き締める。

　ここへ来た日は、あんなにもぐっすりと眠れましたのに……。

　身体が沈み込むほどに柔らかなベッドマットに清潔な毛布。あの日と寝具は何ら変わりない。

　それなのに……。

　リリアナは何度か寝返りを打つうちに、ハタと気づいた。

　そうです！　私があの日眠れたのは、きっと、この寝具のせいではないのです！

「ゲオルク様、だったから……」

　呟きながら、ベッドに起き上がった。そう、あの日リリアナは、ゲオルクの腕の中で眠ってしまったのだ。

　リリアナを助けてくれた温かくて大きなゲオルクの腕。それに包まれた感触を思い出すと、なぜか胸が痛む。だがそれは甘く切ない痛みだった。

　リリアナは羽根枕を抱いたまま、ベッドから這い出した。そしてそろりと部屋を出た。
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　寝室の扉がノックされた。

　ベッドで本を読んでいたゲオルクは書面から顔を上げる。

　ボガードか……？

　こんな夜更けにまた何か起こったのだろうか。

「入れ」

　返事をしながら銀色の縁なし眼鏡を外し、サイドテーブルに置いた。

「ゲオルク様……」

　だが、開いた扉から顔を出したのは、胸元にレースがあしらわれた白い寝巻を着たリリアナだった。

「このような時間にどうした？」

　驚いて訊ねると、リリアナはしょんぼりとした声で答える。

「眠れないのです……」

　……眠れない？

「だったら、セレーネに子守歌でも歌ってもらったらどうだ？」

　セレーネたち人魚がその美声を披露すると、人間は元より、どんな魔物でも眠ってしまうのだ。

　まあ、その歌声を聴いてからでは、ベッドまでは辿り着かんだろうが……。

　セレーネが鼻歌を歌っているだけで、近くで作業をしている魔物たちが眠ってしまい、困った事態になったことがある。

　するとリリアナはふるふると首を横に振った。

「ゲオルク様がいいのです……」

「……？」

「ゲオルク様の腕の中だと、私、安心して、とってもよく眠れたのです！」

　顔を上げ、力説する。

「俺の、腕の中が……？」

　魔界の森から城へと、抱えて連れてきた日のことを言っているのだろうか。

　魔物を従える魔界の王である俺の腕の中が安心するとは、一体、どんな嫌味だ……。

　思わず、頭を抱えそうになる。

「ゲオルク様……一緒に寝ても、いいですか？」

　しかし、そう言ってこちらを窺う碧い瞳は不安に満ちていた。

　何か怖い夢でも見たのだろうか。

　ゲオルクは本をサイドテーブルに置くと、仕方ないといったふうに頷いた。

　ゲオルクのベッドはその身体に合わせ、とても広い。小さなリリアナを隅に寝かせたところで、狭く感じることもないだろう。

「ありがとうございます、ゲオルク様！」

　すると、枕を抱いたリリアナが嬉しそうにベッドに近づいてくる。

「あの……入ってもいいですか？」

「ああ」

　リリアナは片隅に自分の枕を置くとポンポンと形を整え、毛布を捲り、中に潜り込んできた。

「消すぞ」

「はい！」

　ゲオルクは指先を振り、壁やテーブルの燭台、そして暖炉の火を魔力ですべて消した。そして自身も横になり、目を瞑る。暗闇の中、明日の公務の予定を組み立てていると、ゴソゴソと隣で動く気配がした。腕に温かなものが絡みついてくる。

「な、何をしている!?」

　驚いて起き上がると、リリアナが腕にしがみついていた。

「腕の中で眠っていいと、ゲオルク様が……」

「そ、そんなことは！」

　言っていない、と反論したかったが、あの話の流れではそうなるのだろうか？

　リリアナは眉根を寄せ、哀しそうな表情をしている。

「っ、……わかった、わかった」

　その顔を見て、思わず承知してしまう。内心、溜息をついた。

　俺はどうもリリアナのこの顔に弱いようだ……。

　ゲオルクが横になると、リリアナが再びしがみついてきた。すると、腕に柔らかなものを感じる。

　こ、これは……！

　押し付けられたその膨らみは、華奢な身体から想像するより遥かに豊かで、何にも形容しがたい蕩けるような柔らかさを持っていた。

「お、おいっ」

　焦って引き剥がそうとするが。

「ゲオルク様、あの時のように、腕の中に抱き締めてはいただけませんか？」

「何っ？」

　耳元で囁かれ、声が裏返りそうになる。

「ゲオルク様に抱き締められると、ぐっすりと眠れると思うのですが……」

「……！」

　なんてことだ！　どうしてこの俺が、保護者のような真似を……！

　嘆きたくなるのを堪え、ゲオルクは横向きになり、その小さな身体をすっぽりと腕に包み込んだ。

「……これでよいか」

「はい！　やっぱり、とても落ち着きます……」

　ゲオルクの広い胸に顔を埋うずめたリリアナも、腕を回して抱きついてくる。

「！」

　薄い寝巻一枚を隔てただけの肢体を生々しく感じた。その身体は細くて柔らかくて温かい。

　これは、何の匂いだ……？

　しかもリリアナからは甘いよい香りがした。

「ゲオルク、様……」

「今度はなんだ」

　訊き返すが返事はない。身動ぎし、その顔を見ると、リリアナはスースーと寝息を立てて、幸せそうに眠っていた。どうやら寝言だったようだ。

　こいつは本当に、俺の腕の中が安心するのか……。

　その様子に力が抜け、ふっと鼻で笑う。

「……呆れた奴だな」

　ゲオルクは溜息混じりに囁いて、リリアナの身体を抱き締め直した。








第三章　虹色の花









「……ルク様、ゲオルク様!?」

「な、なんだ」

　ボガードの声に我に返る。

「そこ、トイレっす！」

「あ、ああ」

　開けようとした扉のノブから慌てて手を離す。

「おいらたちが今向かってるのは、応接間っすよね？」

「ああ、そうだ」

　当然のように答える。

「どうしたんすか？　調子悪いんすか？　目の下、隈すごいっすよ？」

「いや、なんでもない」

　心配そうなボガードに、平然と答えて応接間へと急ぐ。

　実を言うと、昨夜は一睡もできなかった。魔王のゲオルクにとって、一晩眠らないことくらいなんてことはない。

　そんなことよりも。

　あの柔らかさ。あの匂い……。

　自身の腕の中で安心しきって眠っていたリリアナに反して、ゲオルクは安心するどころか、目が冴えて仕方なかったのだ。

　どうしてリリアナを抱いていただけで眠れなかったのか？

　──俺はあの妖精の小娘に欲情したのか？

「まさか」

　思わず声に出た。

　ボガードが訝しげにこちらを見ている。

「コホン」

　咳払いをして誤魔化す。

　……そんな馬鹿な。

　あいつは俺のことを命の恩人だと思って懐いているだけだ。

　──しかも勘違いの。

　魔王ともあろう者が、あんな小さな妖精の言動に振り回されてどうする。とにかく今は仕事に集中だ。

　ゲオルクは表情を引き締めると、今度こそ、客人の待つ応接間の扉を開けた。
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「え、あのゲオルク様が？」

　セレーネが煙草を口から離し、驚いた声を上げた。

「そうなのです……、なんだかとても、お加減が悪そうなのです」

　不安を隠しきれないリリアナは、池の前をそわそわと左右に歩く。

　昨夜、ゲオルクの腕の中でぐっすりと眠れたリリアナは、元気いっぱいだった。が、それに引き換え、ボガードと一緒に仕事に向かうゲオルクの顔色は悪く、その表情は疲れ切っていた。

「魔王がねぇ。ここ十年くらいは病気なんてしてないと思うけど」

　紫煙をくゆらせながら、セレーネが記憶を探っている。

「そうなのですか……」

　それを聞いて、さらに心配が募る。

「私、何かできないでしょうか……？」

「まあ、ゲオルク様の魔力なら、大抵の病気はすぐに快復するとは思うけど……」

「でも私、心配で！　ゲオルク様のために、何かしたいのです！」

　思い余って、セレーネに詰め寄る。

「ちょ、近い近い。あんたの気持ちはわかったからさ」

　セレーネは煙草を消すと、落ち着かせるようにリリアナの手を引いて隣に座らせた。

「えーっとね、随分前の記憶で……、あ、そうそう、ベヌウって名前だったかしら。この魔界で咲くことのできる唯一の花があるの」

「お花……ですか？」

「そう、魔界で開花できるってことはそれほど強い力を持ってるってことで、その香りを嗅ぐだけで、どんな病も治してしまうとか」

「それはどこにあるのですか!?」

「わ、わかったから、少し落ち着いて」

　立ち上がったリリアナを再び座らせる。

「この城の裏手の森をずっと行ったところに、ティアマ山って山があってね。そこの山頂近くの泉の傍らに咲くらしいの。花弁が虹色に輝いていて、すぐにわかると思うけど」

「わかりました！　私、行ってきます！」

　リリアナはすぐに駆け出す。

「え、ちょっと、リリアナ！　ダシールの背中に乗せてってもらうか、飛ぶことのできる魔物の誰かに連れてってもらいなさいよ!?」

　その背中にセレーネの声が追いかけてくる。

「はいっ」

　そう返事をしつつも、リリアナはひとりで行くつもりだった。自分のために誰かの手を煩わせることなど絶対にしたくはなかったのだ。
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　リリアナはまだ陽のあるうちに森を抜け、山に入ることができた。緑が深くなってくるにつれ、周りの空気が澄んで、冷たくなっていく。

「はあ、はあ……っ」

　落ち葉を踏み締め、息を切らしながら山道を登る。時々、飛び出ている小枝に手足を傷つけられたが、ゲオルクのことを想うと、まったく気にならなかった。

　まだ上のほうなのでしょうか……？

　立ち止まって額の汗を拭う。その時、水の流れる音に気づいた。

　もしかして……？

　思わず駆け出す。いくつもの木々の間を抜ける。

「……！」

　目の前に、夕焼けを反射した茜色の水面が広がった。

「これが、泉……」

　中央から滾々と尽きることなく、水が湧き出ている。近づくと、底で揺らめく水草がはっきりと見えるほどに、透き通っていた。リリアナはその縁に跪き、手のひらで掬って水を口に含んでみる。

「ん～、冷たくて美味しいのです！」

　泉の冷えた水は、険しい山道を登ってきた身体に染み渡った。

　そうこうしているうちに、陽はみるみる落ちていく。すると、泉のほとりの一画がポワンと明るく光っているのに気づいた。リリアナは慌てて立ち上がり、走った。

「わあ！」

　まるで、虹色の水たまりのようだった。七色に光る花が群生している。辺り一帯、うっとりとするような甘く馨しい香りに満ちていた。

「これがきっと、ベヌウですね！　とっても可愛らしいお花です！」

　虹色に輝く五枚の丸い花びらが、綿毛のような花芯を取り囲んでいる。顔を近づけて大きく深呼吸をすると、小枝に付けられた手足の傷が、見る間に消えていった。

「え……!?　す、すごいです！」

　思わず声に出して叫んだ。身体を覆っていた疲労感さえ、消え失せている。

　本当に、どんな病も治してしまうのですね！　これできっと、ゲオルク様もお元気になられるに違いありません！

　リリアナは安堵と喜びに胸をワクワクとさせ、その中の一本を大切に手折った。

「さあ、急いでお城に帰らなきゃです！」

　花を握って、すっかり暗くなってしまった山道を焦って下り始める。陽は落ち切ってしまい、木々も、岩も、草も、すべての境界線があっという間に闇に溶けていってしまう。リリアナは手探りで先へと進んでいく。

　えっと……、こっち……だったですよね……？

　丈の長い草を掻き分け、一歩、足を踏み出した時だった。

「……え」

　フッと浮遊感を感じた。次の瞬間。目の前が真っ暗になった。




　＊＊＊




　ケルベロスとの魔界の警備についての協議はすっかり長引いた。三頭の意見をまとめるのが、いつも至難の業なのだ。ボガードと別れ、執務室に戻りながら、ゲオルクは無意識にリリアナの姿を捜している自分に気づいた。

　俺は一体……。

　自身に呆れ、溜息をつく。

　執務室で溜まった書類を片付けていると、窓を開けてヤンが入ってきた。

「ホウホウ。ケルベロス様は無事、境界警備へと戻られました。ゲオルク様もお疲れ様でございました」

「いや、見送りご苦労。そう言えば、リリアナはどうしている？」

　何気ない調子で訊いてみた。

「リリちゃんですか？　はて、そう言われてみれば、今日は見ておりませんなぁ」

　ヤンが首を傾げた。

「……そうか」

　その後、ゲオルクは事務処理を一通り終えて、食堂で夕食を摂ろうと執務室を出る。するとダシールが通りかかった。

「リリアナはもう夕飯を食ったか？」

　訊ねたが、彼は無表情で首を横に振った。

　妙な胸騒ぎがした。

　ゲオルクは食堂とは逆にある、ランドリー室に向かった。

「リリアナは居るか？」

　洗濯物を畳んでいるマギーに訊く。

「え、ここには来てませんよ？　どうなさったんですか？　また、よだれかけのお古が必要ですか？」

「要らん！」

　ゲオルクは答えて、リリアナの部屋へと足早に向かった。

　リリアナはこれまで、何かしでかして騒ぎを起こすか、仲良くなった魔物の誰かと一緒に過ごすか、ゲオルクを訪ねてくるか……。

「おい、リリアナ！」

　気が急いて、ノックもせずに扉を開ける。誰も居ない。

　どこへ行った……？

　ゲオルクは城中を歩き回ったあと、噴水の音が聞こえる中庭に出た。

「リリアナ！」

　叫ぶと、パチャリと水の跳ねる音がして、セレーネが顔を出した。

「ゲオルク様？　どうなさったの？」

「リリアナを知らぬか？」

「え、あの子、まだ帰って来てないの？」

　セレーネが困惑の声を上げる。ゲオルクは池の縁まで詰め寄った。

「リリアナは一体、どこへ行ったのだ!?」




　　　＊




　大きな漆黒の翼を羽ばたかせて、ゲオルクはティアマ山の山頂へと急いだ。

『元気のないゲオルク様に何かしたいってあの子が言うから、ベヌウの花のことを教えてあげたの。私てっきり、誰か他の魔物と一緒に行ったのだとばかり……』

　そう話した不安に満ちたセレーネの顔を思い出す。

　確かに、ベヌウの花の香りにはどんな病も治す効能がある。しかし……。

　ゲオルクは山頂近くにある泉に降り立った。大股で草を掻き分け、ベヌウの生息地を目指す。ゲオルクは夜目が効くので、暗闇の中で仄かな光を発している花はすぐに見つかった。けれど、リリアナの姿はない。

「リリアナ！　リリアナ、どこにいる!?」

　いくら呼んでも、聞こえてくるのは闇に潜む魔物たちの呻き声だけ。

　ゲオルクは目を瞑り、魔力を蜘蛛の巣のように辺り一面に張り巡らせた。

「っ！」

　魔物以外の反応を感じ取り、すぐに目を開け歩き出す。魔力の糸を伝い、辿り着いた場所は崖だった。

「まさか」

　背筋が凍った。そこから下を見下ろす。ゲオルクは再びマントを翼に変え、崖から飛び降りた。

「リリアナッ！」

　崖の中腹の岩場に、ぐったりと横たわるその姿があった。ゲオルクは岩場に降り立ち、小さな身体を抱きかかえた。こめかみに血が流れている。

「リリアナ！　しっかりしろ！　リリアナッ！」

　大声で呼びかけると、薄目が開いた。

「ゲ……オルク……さま……？」

「そうだ、俺だ、大丈夫か!?」

　リリアナは虚ろな目を上げ、ゲオルクの姿を認めると、途端に安堵した顔つきになった。

「すみません、私……落ちちゃった、みたいで……。でも、よかった……これ……」

　切れ切れの息の合間に声を絞り出すと、ゲオルクに向かって震える右手を差し出す。その傷だらけの手にはベヌウが一輪、しっかりと握られていた。

「どうか、お元気に、なって……」

「……っ」

　どうして、おまえはそこまでして……！

　心臓が鷲掴みにされたような息苦しさを覚える。

　この感情は何なんだ……!?

　しかし、リリアナの手にあるベヌウは、七色の輝きを失い、ただの白い花になっていた。ベヌウは手折ると、その効力は失われてしまうのだ。

「ありがとう、リリアナ」

　だがゲオルクは、リリアナの手から花を大事に受け取った。

「よい香りだ。おまえのお陰で俺は元気になったぞ」

　そう伝えると、リリアナは嬉しそうに微笑む。そして再び、ゲオルクの腕の中で意識を失った。
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『ありがとう、リリアナ』

　ゲオルクの優しい声が心に染みている。リリアナはとても幸せな夢を見ていた気分だった。

　目覚めて身動ぎすると、すぐに隣から声が聞こえてくる。

「リリアナ、目が覚めたのか？」

　こちらを覗き込んできたゲオルクは、心配そうに眉根を深く寄せていた。

　ここはどうやらゲオルクの寝室のようだった。広いベッドに寝かされている。

「はいっ、ゲオルク様、私」

「まだ起きるな」

　起き上がろうとするリリアナの肩をゲオルクがすぐさま押さえた。

「見える部分はあらかた治療したが、どこか他に痛いところはないか？」

「いえ、お陰様でもう平気で」

「平気なわけがあるか！」

　その荒げられた声に、リリアナは驚き、ビクリと肩を竦めた。

「おまえは崖から落ちていたのだぞ!?　運よく岩場に引っ掛かっていたが、そうでなかったら、おまえの細い首など簡単にへし折れていたはずだ！　もしくは魔物たちに見つかって、エサになっていただろうよ！」

「…………申し訳ありません、ゲオルク様」

　リリアナがしゅんと項垂れると、ゲオルクは片手で顔を覆い、深い息を吐き出した。

「いや、俺こそ怒鳴ってすまなかった……。俺は、怪我を治すことはできるが、病を癒したり、死んでしまった者を蘇らせたりすることはできない。お願いだ、リリアナ。もう、こんな無茶はしないでくれ」

「で、でも、私、」

　リリアナは肘を突いて、抗うように身体を起こした。

「ゲオルク様のために、何か、私にできることをしたくてっ」

「おまえの気持ちは有難い。だが、どうしておまえはそんなに、自分の身を削るようにしてまで、俺のために何かしようとする？　礼なら要らぬと伝えたはずだ」

「…………」

　私は、どうして……。

　問われて初めて、リリアナは自身の心の内を探り出した。

　恩人であるゲオルクの役に立ちたい。

『役に立たなければ、おまえなんかが生きていく資格はない！』

　そうです、役に立たないと私は生きていてはいけないのです。

　……でも。

「……ゲオルク様がご病気だと思ったら、私、居ても立っても居られなくなって……早く、お元気になってほしくて」

　きっと、今はもう、それだけじゃないのです……。

　ゲオルクのことを考えると、胸の奥があったかくなったり、心配で心配で、潰れそうに痛くなったりする。

　この気持ちは……一体何なのでしょう……。

　ゲオルクのことを知るにつれ、ゲオルクとともに過ごすにつれ、リリアナの胸の内には初めての感情が芽生えていた。けれど、この気持ちを、どう伝えればよいのかわからない。

「私は、ただ……」

　言葉を探すリリアナを、ゲオルクはじっと見守ってくれている。

「ゲオルク様と……このお城で、私……、ずっとずっと一緒に居たくて」

「俺もだ」

　間髪入れずゲオルクが発した声に、リリアナは驚いて顔を上げる。ぶつかった真摯な黒い瞳に、ドクンと心臓が大きく揺れた。

「おまえを失うかと思うと、俺は、生きた心地がしなかった」

　絞り出された切ない声音とともに大きな手のひらが頬にあてがわれた。心臓が高鳴りを強めていく。

「だからもう、俺を心配させないでくれ……」

　ゲオルクの顔が近づいてくる。

　唇が、重ねられた。

「！」

　い、今のは……！

　リリアナは咄嗟に両手で口元を覆った。その柔らかな感触はすぐに離れたが、甘いような、痺れるような心地よい感覚が唇に残っている。

　耳まで真っ赤にして、ゲオルクを上目遣いに見ると、その顔がふっと綻んだ。そして、腕の中に抱き寄せられる。

「わかったか、リリアナ？」

　低く深い声がじかに聞こえてくる。リリアナは声も出せずに、何度も頷いた。すると、さらにギュッと強く抱き締められる。

　ゲオルク様……。

　広くて温かい、ゲオルクの腕の中。高鳴っていた鼓動はしだいに落ち着きを取り戻し、トクトクと心地のよいリズムを刻み始める。

　やっぱりゲオルク様の腕の中は安心します……。

「ん？　リリアナ、おまえ、背中も怪我をしているではないか」

　しかし、ゲオルクの突然の焦った声に、ぼんやりとしていた頭が一気に覚醒した。

「……！　こ、これは、違うのです！　今日できた傷ではないのですっ」

　抱き締められてできた服の隙間から、背中が見えたのだろう。

　ゲオルク様に、背中を見られてしまったのです……！

　泣き出したい衝動を必死に堪えて、ゲオルクの腕から逃れ、後退る。

「私は妖精のくせに翅もなく、こんな傷だらけの醜い背中をしていて……ゲオルク様のお、お目汚しをしてしまい、大変申し訳ありませんっ」

　叫ぶように言って、深く頭を下げた。

『こんな醜い背中、見たことがない！』

『どうしておまえのような妖精が生まれてしまったんだか』

『翅のないおまえが厄災を運んできたのだ！』

　嫌悪の表情。蔑む視線。リリアナの心を引き裂く言葉たち。

　やっぱり私なんかが、ゲオルク様のお傍に居ては……！

　けれどその時、小刻みに震える小さな背中が温もりに包まれた。驚いて顔を上げる。ゲオルクが腕を回し、リリアナの背を撫でていた。

「ゲオルク様……？」

「よく聞け、リリアナ」

　ゲオルクの眼差しには微かな怒りが含まれている。

「翅がないことと、おまえがおまえであることに、何の関わりもない。それに、おまえの身体のどこにも、醜いところなどない」

「……っ」

「二度と、自分にそのような言葉を使うな。よいな？」

　最後には小さな子供に言い聞かせるかのように、ゲオルクは優しく目を細めた。その手はゆっくりと労わるように背中を撫で続けてくれている。

　触れるどころか、見ることさえ拒まれてきたリリアナの背中。それを、こんなにも慈しむように撫でてくれるなんて。

　翅がなくても、私は私……。

「……っ」

　喉の奥が痛くなり、視界がぼやけた。そんなリリアナを、ゲオルクは再び、腕に抱き締めてくれる。その温もりに、込み上げてきた涙が我慢できずに溢れ、ポロポロと落ちていった。

「……っ、ぐしっ、ゲオルク、様……っ」

　リリアナは広い胸に頬を擦り寄せ、泣きじゃくる。ゲオルクはリリアナが泣き疲れて眠るまで、その背中を優しく撫で続けてくれた。








第四章　初めての旅









　魔界の午後の空は晴れ渡っていた。

　マギーの洗濯を手伝ったあと、リリアナはゲオルクの執務室に向かった。扉を開けてそっと中を覗き込む。執務机でボガードと何やら話し込んでいるゲオルクの姿が見えた。

　お忙しそうですね……。

　ちょっぴり残念に思い、扉を閉めようとしたが、

「お、リリアナちゃん！」

　ボガードが気づいて声を掛けてくれる。

「そんなとこで何してるんすか？　入っておいでよ」

「いいのですか？」

「ああ、ちょうど休憩にしようとしていたところだ」

　ゲオルクもそう答え、リリアナは喜んでふたりの傍に駆け寄った。

「では、来週末ということで、返事を頼む」

　ゲオルクは目の覚めるような青色をした便箋を同じ色の封筒に入れ、ボガードに手渡した。

「承知したっす！　じゃ、おいら、ダシールに言って、お茶もらってきますね！」

「ああ、頼む」

　ボガードが出て行くと、ゲオルクは眼鏡を外して立ち上がり、窓辺の長椅子に腰かけた。

「おいで」

　そしてリリアナに向かって手招きする。

「は、はいっ」

　リリアナもその隣に座る。広い長椅子だが、大きなゲオルクが座ると、空いているスペースは少なく、肩が触れ、ドキドキした。ゲオルクに抱き締めてもらえると安心するのは事実だ。だが、最近はその傍に居ると、なぜか胸の動悸が収まらないのだ。

　リリアナは指先でそっと自身の唇に触れた。

　ゲオルク様と……。

　思い出すだけで頬が熱くなり、ふわふわとした幸せな気持ちになるのだ。

「どうした、リリアナ？　今日はやけに大人しいな」

　ゲオルクが不思議そうに顔を覗き込んでくる。

「頬が赤いようだが、体調でも悪いのか？」

「い、いえ、まったく！　平気なのです！」

　リリアナは慌てて両手で頬を押さえると、ブンブンと首を横に振った。

「そ、そう言えば、さっきの青色のお手紙、とてもきれいでしたね！　私、あんな色の紙、初めて見ました！」

　煩い心臓の音を誤魔化すように、取り留めもなく話し出す。

「ああ、あれは人間界から来た手紙だからな。魔界の染料では出せない色だ」

「え、人間界……!?」

「そうだ。晩餐会に招待されたのだ」

　ゲオルクはそう答えると、物憂げに肘掛けに凭れ、長い脚を組んだ。

「魔界と人間界の交流を深めるため、王同士で顔を合わせるのだ」

「そうなのですか……！」

　ゲオルクは魔王として魔界内の統治をするだけでなく、人間界との交流までも行い、魔界の平穏を築いていたのだ。初めて知るその仕事の深遠さに、リリアナは改めてゲオルクを尊敬する。

「だから俺は来週末、城を留守にする。ヤンと外交担当のアーサーを同行させるつもりだ。困ったことがあれば、すぐにボガードに言うように」

「わかりました！　その日は何時頃にお戻りの予定なのですか？　私、ダシールさんとお夜食作って待ってますね！」

「ああ、いや、夜食は要らぬ」

　ゲオルクは困ったように顎髭を撫でた。

「翌日に会談が入っているので、その夜は人間界に宿泊する予定なんだ。そうだな……、戻ってくるのは翌日遅く……だな」

「翌日……」

　繰り返したリリアナの声が沈んだ。

　一晩、ゲオルク様がいらっしゃらないなんて……。

　魔王城に棲み始めて、初めてのことだった。

「寂しいです……」

　しょんぼりとした声で呟く。

　背後の窓から入る陽の光で、ゲオルクとリリアナの大きな影と小さな影が絨毯の上に映し出されていた。

「リリアナ？」

「あっ」

　ゲオルクに呼びかけられて初めて、想いが漏れていたことに気づき、またもや頬が真っ赤になる。

「あ、いえ、これは、その！」

　ゲオルク様はお仕事なのに！　私ったら！

　何と言い繕おうかと慌てていると、頭上でふっと笑う声が聞こえた。おずおずと顔を上げる。

「おまえも来るか？」

　優しい眼差しに見下ろされる。

「……え」

「人間界、リリアナも見てみるか？」

「い、いいのですか……？」

「ああ。人間との晩餐など面倒なだけだが、おまえが一緒に来てくれるなら、楽しい旅になりそうだ」

　ゲオルクは眩しそうに目を細めて、リリアナの朱に染まった頬に手のひらを添えた。

　頬に伝わってくるゲオルクの熱に、鼓動が駆け出す。ギュウッと胸が苦しくなる。

「ぜ、ぜひ、ご一緒したいです……」

　やっとの思いでそう返事をすると、ゲオルクの顔が近づいてきた。

「リリアナ、目を瞑れ……」

　唇に、ゲオルクの掠れた声と吐息が掛かる。リリアナは長い睫毛をそっと伏せた。

　絨毯に映る二つの影が、重なる──。
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「わあ！　アーサーさん、あれは？　あの人間が頭に載せているものは何ですか!?」

「あれは帽子」

「あの袖はどうして膨らんでいるのですか？　あ、あの女性が手に持っているものは何なのですか!?」

　リリアナは馬車の窓に張り付き、通りを行く人間たちを見ては興奮気味に訊ねる。

　魔界を出るまではペガサスの馬車に乗り、人間界との境界に着くと、人間の王・ルイが用意してくれていた四頭立ての豪奢な白い馬車に乗り換えた。

「あれは日傘よ。ちょっと、リリアナ！　少しは落ち着きなさい」

　隣に座るアーサーが何度目かの溜息をつく。

「ホウホウ、よいではないか、アーサー。リリちゃんは初めて人間界に来たんじゃからな」

　向かいのヤンが「まあまあ」と両翼でアーサーを宥めた。

　その隣のゲオルクは腕を組んで何やら考え事をしているようだった。その様子に、リリアナもやっと居ずまいを正す。

「す、すみません、私、ついはしゃいじゃって……」

　人間界の王都は活気に満ちていた。初めて見る人間も、彼らが棲むという家も、道端の露店に並ぶ見たこともない野菜や果物も、リリアナの目には好奇心をくすぐるものばかりだった。

「あ、ああ。よいのだ」

　我に返ったようにゲオルクが微笑む。

「おまえはそんなに、人間の着ている物に興味があるのか」

　そう言ったあと、リリアナの姿を眺める。リリアナはいつもの白いワンピースに蔦のベルトという出で立ちだ。髪はとりあえず梳いてきた。

「おい」

　ゲオルクは背後の窓を叩き、馬車を止めさせた。すぐに扉を開けて顔を出した御者の耳に、ゲオルクが何やら告げる。

「しかし……」

　反駁した御者だったが最後には、

「かしこまりました」

　と、頭を下げて去り、再び馬車が動き出した。

「……？」

　しばらくしてまた馬車が止まり、御者が扉を開ける。

「宮殿に着いたのですか？」

　リリアナが訊ねると、

「いや、ここは服屋だ。せっかくの晩餐会だ。おまえも人間の格好をしたほうがよかろう」

　ゲオルクはずっしりとした革袋をアーサーに手渡す。

「これで、リリアナに何か見繕ってやれ」

「はいはい」

　アーサーはうふふと笑いながらそれを受け取る。

「え、でも……」

「ホウホウ。リリちゃんの人間姿、わしも楽しみに待っておりますじゃ」

「ヤンおじいちゃん……」

　ゲオルクをもう一度見ると、「行って来い」と外を指差される。

「さ、行くわよ、リリアナ」

　戸惑うリリアナの腕をアーサーが引く。

「い、行ってきます……！」

　期待と不安の入り混じった想いを胸に、リリアナは初めて人間の地に降り立ったのだった。
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　リリアナとアーサーが馬車から出て行くと、ゲオルクは再び腕を組んだ。

　ルイからは、宮殿に着くまで人間界には絶対に姿を現すなと釘を刺されていた。

　無理もない。

　最近は魔物を見たことがない人間たちのほうが多い。魔界と人間界は長く争っていたが、それももう千年ほど前の話だ。現在の人間たちがゲオルクの姿を見れば、途端に恐怖の渦に呑み込まれてしまうに違いない。

　だが、人間だったアーサーなら大丈夫だろう。立ち居振る舞いもわきまえているはずだ。リリアナも耳さえ出さなければ、そうそうバレはしまい。

　御者は渋ったが、無理に寄り道をさせた。

　人間たちの様子を見て、あんなにも楽しそうにしているリリアナの、もっと喜ぶ顔が見てみたいと思ったのだ。

「……それで、ゲオルク様の憂慮の種は、ルイ王のことですかな？」

　ヤンが黄色い目を眇めた。

　いつもながらに、その指摘は鋭い。

「ああ」

　ヤンに答えて、ゲオルクはボガードが揃えてくれた資料の内容を思い返す。

　前王である父を追放し、王位に就いたというルイは、その時まだ二十歳そこそこだったという。それから五年。

　そんな野心的な人間の王が魔王を招いて開く初めての晩餐会。

「一体、どんな趣向が凝らされていることだろうよ」

　顎髭を撫でながら、皮肉を込めて鼻先で笑う。翌日の会談の内容も、招待状では触れられてはいなかった。

『魔界と人間界の交流を深める』

　晩餐会について、リリアナにはそう説明したが、内実はただの腹の探り合いだ。人間界とは争っていないだけで、和平を結んでいるわけではない。一旦は誘いを断ることも考えたが、無用な火種を作るようなこともしたくはなかった。

　ゲオルク自身は、人間界には何の興味もない。相手の領域を侵さないことが一番賢明だと考えている。争いは禍根を生み、禍根は新たな争いを呼ぶだけだからだ。

「ルイ王の真意はわかりませぬが、とにかく、晩餐会と会談を何事もなくやり過ごすことが重要ですな」

　ヤンの言葉に、ゲオルクも頷いた。
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「これなんかいいんじゃない？」

　鏡の前のリリアナにアーサーが楽しそうにドレスをあてがう。

「こ、こんなに滑らかな生地、初めて触りました……！」

「そう？　絹って言うのよ。リリアナの雰囲気にはこの色が合うと思うわ」

「とっても素敵な色なのです！」

　服屋というところには、きらびやかな衣装がたくさん並んでいた。見ているだけでリリアナの心は弾む。

　人間の着る服とは、なんてきれいなのでしょう……！

　色も様々で、リリアナひとりだったら選びきれないところだ。

「まあまあ、お嬢様によくお似合いで」

　人間の女も鏡を覗き込み、笑いかけてくれる。

「ありがとうございます」

　リリアナは丁寧に礼を言う。人間はとても親切だった。

　店に入った直後は、リリアナの服をじろじろと遠巻きに眺めていただけだったのだが、アーサーがゲオルクからもらった革袋の中身を見せただけで、途端に笑顔になった。何が入っているのかは知らないが、人間とは優しいものなのだとリリアナは理解した。

「こちらもどうぞ」

　しかも、ネックレスや指輪などの宝飾品、帽子などを携えた人間が、続々とやってくる。どうやら他の店からわざわざ来てくれているようだ。

「わあ……！」

　男が傅いて、アクセサリーの載ったトレイをリリアナの前に差し出す。初めて見る宝石たちを、リリアナは感激しながら眺めた。

「あのドレスに合うネックレスは……これね。それに髪飾りはこれ！　さ、着替えてらっしゃい！」

「は、はいっ」

　アーサーに背中を押されて、リリアナは試着室に入った。
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　リリアナたちが服屋を出て馬車に近づくと、気づいた御者がすぐに扉を開けてくれた。中に乗り込むと、

「ホウホウ！　なんと、まあ！　リリちゃん、かわゆいのぉ！」

　ヤンが目尻を下げて、すぐに褒めてくれる。

　アーサーが選んでくれたのは、リリアナの瞳の色と同じ、薄青のドレスだった。裾は段違いに幾重にも重ねられていて、優美なシルエットを生み出している。胸を覆う部分には白いレースが縫いつけられ、青い生地が透けて見えるようになっていた。

　首にはダイヤモンドという大きな透明の石が付いたチョーカー、そして金色の髪には真珠の髪飾りが散りばめられている。

「ありがとうございます、ヤンおじいちゃん！　アーサーさんが選んでくださったのです、アーサーさん、ありがとうございました！」

「いいのよ、あたしも久々に楽しかったし」

　ふふん、とアーサーが得意げに笑う。

「ゲオルク様、人間の服、ありがとうございました！」

　リリアナがそう礼を言ったが、ゲオルクは「ああ」と一言答えただけで、腕を組んだまま、こちらを見ようともしない。馬車が動き出した。

「ゲオルク様……？」

　もしかして、私のための寄り道で、宮殿に着くのが遅くなってしまったのでは……。

「あ、あの……私のせいでお待たせしてしまい、申し訳ありませんでした……」

　途端に心配になったリリアナが頭を下げると、

「ちょっと、ゲオルク様！　ちゃんと見てあげなさいよ！　リリアナが不安になってるじゃない！」

　なぜかアーサーが怒っている。

「いや……、あれだ」

　ゲオルクは困ったように首筋を掻いた。

「リリアナ」

　そして、きちんとリリアナに顔を向けた。

「よく似合っている」

「……！」

　この瞬間、リリアナは気づいた。

　人間の服よりも、宝石よりも、髪飾りよりも、ゲオルクのこの一言のほうが嬉しいことに。

「あら、リリアナ、顔が真っ赤」

「もう旅の疲れが出たのか、リリちゃん？」

「い、いえ、これは、違うのですっ」

　リリアナは両手で頬を隠す。

「もう、ゲオルク様ったら、罪な男なんだから」

　アーサーがニタニタと含み笑いをしている。

「え、あ、いや……俺は」

「ゲオルク様は何も悪くないのですっ」

「リリちゃん、わしはおまえさんの身体が心配じゃ……！」

　ぎゃあぎゃあと騒ぐ一行を乗せて、馬車は一路、宮殿へと向かった。
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「わあ、これが人間の王様の宮殿ですか！　真っ白でとってもきれいですね！」

　馬車を降りた途端、リリアナが大きな瞳をキラキラとさせた。

　蔦に覆われた石造りの荘厳な魔王城とは異なり、人間の宮殿は、まるで大きな白い鳥が翼を広げたかのような、白壁が眩しい、絢爛豪華という言葉がぴったりの代物だった。

　広大な敷地に立つこの宮殿を見るだけで、ルイが人間界でどれだけの権勢を振るっているのかが伝わってくる。

　ディミトリと名乗った銅色の髪をしたルイの近侍に案内され、ゲオルクたちは赤い制服を着た近衛兵の待つ扉へと歩いた。その手前には、揃いのお仕着せに身を包んだ男女の使用人がずらりと並んで待ち構えていた。

　ラッパの音ねが青空に響き渡り、近衛兵が大きな扉を左右に開く。

　現れたエントランスホールもふんだんに金が使われ、厭らしいほどに派手だった。中央の赤絨毯に沿って、両脇に正装した重臣たちが並んでいる。

「やあ、ゲオルク陛下、よくいらしてくれた」

　最奥から、ブラウンの髪をした男性が歩いてきて、笑顔で握手を求めてくる。紹介されずともひと目でわかる、その英雄然とした風貌。整った顔立ち。自信が漲る緑色の瞳。

「これはルイ陛下、本日はお招きいただき感謝する」

　人間にしてはゲオルクの体格にも引けを取らない上背のあるルイは、ゲオルクの差し出した大きな手をしっかりと握り、親しげに肩を叩いてきた。

「お連れの方々も、長旅、大儀だったであろう。晩餐の前に客室でゆるりと休まれよ」

　そう言って、ディミトリにすぐに目で合図を送る。

　ゲオルクたちが挨拶を交わしていた間、背後に控えていたアーサーとその肩に乗ったヤン、そしてリリアナたちだったが、ディミトリに声を掛けられ歩き始めた。ゲオルクもそれに続こうとしたのだが、

「ゲオルク陛下」

　ふいに、ルイに呼び止められ、振り返る。

「……あれは、妖精ですな？」

　その鋭い視線の先にはリリアナが居た。

　内心驚いた。

　翅もなく、耳も隠れているリリアナが妖精だと気づく人間が居るとは。

「よくおわかりで」

　ゲオルクがそれだけを答えると、ルイが考え込むように腕を組んだ。

「鎖はしていないようだが……、奴隷、ですかな？」

「なに？」

　ゲオルクはピクリと片眉を上げた。

「まさか妖精が魔王様の恋人……ではあるまいし」

　ルイの唇がさも面白そうに笑みを形作っている。

「いやいや、お引き留めして悪かった。では、また後ほど」

「あ、ああ」

　ルイの後ろ姿を呆然と見送る。

　奴隷。

　その言葉に、ゲオルクの胸に苦いものが広がる。

　森でリリアナと出会った時、ゲオルクも食おうと考えたのだ。

　……だが、今は。

「ゲオルク様、どうなさったの？」

　アーサーの声に振り返る。リリアナも不思議そうにこちらを見ていた。

「今行く」

　知らぬ間に険しくなっていた眉間を緩めると、ゲオルクも歩き出した。
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　晩餐会の会場である大食堂の扉を使用人が開く。

「……！」

　そのあまりの壮麗さに、リリアナはポカンと口を開けてしまった。

「ほら、行くわよ」

「……は、はいっ」

　アーサーに促され、慌てて中に入る。

　真っ白なクロスが敷かれた大きなテーブルの上には、銀のカトラリーと紋章の描かれた磁器の皿が綺麗に並べられていた。

　頭上では、太陽の光を閉じ込めたような眩いシャンデリアがいくつも煌めき、贅を尽くした数々の黄金色の調度品を照らしている。

　壁には歴代の王族の肖像画がずらりと掲げられていた。まるで大勢に見下ろされているようで、リリアナは少し緊張しながら、案内されるままに席に着いた。

　ゲオルクとルイは上座に、ヤンとアーサー、そしてリリアナたちは横に並んで座る。向かいには人間の貴族という男女が腰かけていた。

　みなさん、とっても素敵な服を着てらっしゃいます……！

　特に女性のドレスや髪飾りなどに見入ってしまう。

「ちょっとリリアナ、じろじろ見るもんじゃないわよ！」

　隣からアーサーが囁く。

「す、すみませんっ」

「いい？　食べる時はあたしの真似をするのよ？」

「はい！」

　人間界には食事をするにも、ルールがあるらしい。

　私にうまくできるでしょうか……。

　不安に思っていると、グラスを持ったルイが立ち上がった。一斉にその場の全員が腰を上げる。リリアナも急いでグラスを持って立ち上がった。

「今日は魔界と人間界のため、遥々お越しいただいたゲオルク陛下に感謝する」

　ルイがゲオルクに向かってグラスを掲げた。ゲオルクがそれに頷き返す。

「余が王になってからというもの、人間界は益々発展している。しかもこの千年来、魔界とも戦はなく、友好を保っている。こうして本日、魔界との交流をさらに深めることができたのも重畳である」

　張りのある声。生気に溢れた顔つき。ルイは金の王冠をかぶり、同じく金糸の刺繍がぎっしりと施された、見るからにとても高級そうなエメラルドグリーンの上着を着ていた。アーサーの服装とよく似ているが、ルイの胸元にはたくさんの勲章がぎっしりと並んでいた。

「本当に、予想以上に、今日は得るものが大きい……」

　その時、そう付け加えるように言ったルイとふいに目が合った気がした。

「……？」

　しかしすぐにその緑色の瞳は全員を見渡す。

「今後も人間界と魔界、手を取り合い、ともに発展していこうではないか。この良き日に！」

　高らかに呼びかけ、ルイがグラスを高く持ち上げる。リリアナもみなに倣い、持ち上げたあと、口に運んだ。

「こ、これ、とっても美味しいのです！」

　中身を一気に飲み干して驚いた声を上げると、キッとアーサーに睨まれる。

「声が大きい！」

「あらまあ、可愛らしいお嬢さんだこと」

　向かいの女性が口元を扇で隠し、クスクスと微笑んでいる。

「す、すみません……」

　リリアナは肩を竦めて、椅子に腰を下ろした。

　その後は、使用人が一皿一皿給仕をしてくれることに驚きつつも、アーサーを見倣いながら、供された料理を食べ進める。

　ルールは大変だったが、人間の食事は、これまでリリアナが食べたことのない、美味しいものばかりだった。しかもどれも手が込んでいた。様々な色合いの野菜が盛られていたり、ソースで皿に模様が描かれていたりと、目にも鮮やかだった。

　特にデザートは格別だった。焼き菓子に添えられたクリームが花の形をしていたのだ。

　騒ぎたい気持ちを堪え、リリアナは終始感激しながら食べ終えた。

　そう言えばアーサーは、貴婦人と呼ばれる人間の女性たちにモテモテだった。ヤンも年配の人間たちと楽しそうに会話を交わしていた。

　そして何より、ゲオルクとルイが隣り合い、和やかな雰囲気で話をしていたのが、リリアナはとても嬉しかった。きっと、魔界と人間界の関係は今日の晩餐会でより深まったに違いない。

　アーサーに時々叱られはしたが、そうして、晩餐会はつつがなく終了した。
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「ああ、本当に美味しかったです！」

　それぞれに与えられた客室に戻ると、リリアナは満たされた気持ちでひとりソファに腰を下ろした。

　赤を基調にまとめられた室内には、暖炉やテーブル、そして天蓋付きのベッドが置かれていた。そしてそれらを照らす、各所に設置された金の燭台。客室もとても豪華だった。

　明日は会談が終わるまで、宮殿内の見学をするようゲオルクが勧めてくれた。ヤンもアーサーも会談に同席するので、人間の女官がリリアナを案内してくれるらしい。

　魔王城も大好きだが、人間の宮殿を見られる機会はそうそうないので、とても楽しみにしている。

　それにしても、きれいです……。

　もう何度も眺めた薄青のドレスのスカートを撫でる。でも、いつもの楽な格好が少し恋しくなってもいた。

　私は、まだまだレディには程遠いですね。

　晩餐会後、しかめっ面のアーサーに言われた言葉を思い返して、えへへと苦笑いしながら隣室のバスルームへと向かう。湯浴みをし、寝巻に着替えて寝室に戻ってきた時だった。

　扉がノックされる。

　ん？　誰でしょう？

　首を傾げながらも、「ゲオルク様かも」という期待を込めてリリアナは扉を開いた。けれど、そこに立っていたのはゲオルクではなかった。

「ほら、おまえに珍しい果物を持ってきてやったぞ」

　そう言いながら、リリアナを押し退けるようにして中へと入ってきたのはルイだった。寝巻の上にはビロード地の深紅色のガウン、手には黄色くて丸い果物がたくさん入った金色の籠が提げられていた。

「あ、ありがとうございます！」

　一瞬驚いたが、その気遣いにリリアナは感動する。

　人間の王様は、わざわざこんなことまでしてくださるのですね！

　ルイは籠をテーブルに置くと、果物をひとつ取ってリリアナに差し出した。

「これは極東の島でしか収穫できない貴重なオレンジの一種なのだぞ」

「そうなのですか！　どうやって食べるのですか？」

　興味津々に受け取り、顔を上げた時だった。ルイがリリアナの腰に手を回し、グッとその身体を引き寄せた。

「あ、あの……？」

「どうした？　ん？」

　狼狽えるリリアナを余所に、ルイは平然としている。

「それにしても噂以上だ。妖精とは誠に、この世のものとは思えぬ美しさをしておるな。人間の女がいくら着飾っても、この寝巻姿にも敵わんわ」

　フフッと間近で笑まれ、リリアナは困惑する。その目の奥はまったく笑っていなかったからだ。

「余は妖精をずっと捜し求めておったのだ。しかしさすが魔王だな。先に手に入れているとは」

　緑色の視線がリリアナの身体を舐めるように這った。そして顎を掴まれ、無理やり上向かされる。

「な、何をなさるのですか……？」

「そんなの、ひとつに決まっておる」

　ルイの唇が近づいてきた。

「……っ！　や、やめてくださいっ」

　反射的に、リリアナはその肩を押して腕から逃げ出していた。床にオレンジが転がる。

「……今、おまえは余に何をしたかわかっているのか？」

　ルイの声が、顔つきが、豹変した。

「！」

「余を拒んだ女は、おまえが初めてだっ！」

　目をつり上げたルイの怒声が、雷鳴のごとく部屋に轟く。脚が震えた。

　人間界には交流を深めるためにやって来たのだ。ルイを怒らせてしまっては、ゲオルクの努力が無駄になってしまう。晩餐会でヤンやアーサーが人間と楽しげに語らっていた姿も脳裏に蘇った。

　でも、イヤなのです、唇に触れるのは、ゲオルク様としか……！

　葛藤しているリリアナの腰が再び抱き寄せられた。

「おまえ、翅もないくせに」

　そして、耳元で嘲笑うように囁かれる。

「……！」

　その言葉に、リリアナの身体が凍りついたように固まった。

「もったいぶるな。どうせおまえなど、魔王の性奴隷なのだろう？」

「せいどれい……？」

「ふんっ、とぼけても無駄だ。翅がない分、安く買い叩かれたのであろう」

「きゃっ」

　強引にベッドに押し倒された。

「せっかく余が抱いてやろうと言っているのだ。有難く思え」

　ルイが嘲弄の眼差しで見下ろしている。両腕はベッドに縫いつけられていた。

「お願いします、やめてくださいっ！」

　思いきり首を横に振る。足をジタバタとさせる。けれど屈強なルイはビクともしない。

「いや……っ」

　覆い被さってきたルイの唇が首筋に触れた。その感触に虫唾が走る。ギュッと目蓋を瞑った。

「うわあっ」

　次の瞬間だった。ルイの無様な声にリリアナは驚いて目を開ける。

　涙で滲んだ視界に映ったのは、漆黒のマントを翻したゲオルクの姿だった。

「ゲオルク様……！」

　急いでベッドに起き上がると、床にルイが仰向けに転がっているのが見えた。ゲオルクが引き剥がしてくれたのだ。

「余に何をするっ」

　テーブルに手をついて、ルイがすぐに立ち上がる。ゲオルクは表情もなく、そんなルイに視線を向けた。

「それはこちらの台詞セリフです。うちのリリアナに何の御用でしょうか」

「貴様の性奴隷を余も味見しようとしただけだ！」

　ルイがそう叫んだ瞬間、フッとすべての蝋燭の灯りが消えた。そして大きな物音がしたかと思うと、

「もう一度言ってみろ」

　地を這うようなゲオルクの低い声が聞こえた。初めて聞く、底冷えのするような響きだった。目を凝らすと、ゲオルクがルイの頭をテーブルに押し付けている。

「ゲオルク様……っ!?」

「もう一度言ってみろと言っている」

「わ、わかった、金なら払う。いくら欲しい？」

　そう言ったルイの頭を、ゲオルクは掴み直し、もう一度テーブルに叩きつけた。

「きゃあっ」

　リリアナは思わず両手で口元を覆う。

「下衆め。おまえなど、俺の魔力で一瞬にして塵芥としてくれるわ」

　そう言い放ったゲオルクの瞳が、暗闇の中で赤く光った。全身からは、闇より濃い、黒煙のようなものが立ちのぼっている。

　初めて見る魔王の力。

　このままでは本当にゲオルクは人間の王を塵に変えてしまうだろう。

　そうなったら、魔界と人間界はもう……！

「ゲオルク様、おやめください！」

　リリアナはベッドから飛び出し、その腰に抱きついた。すると、我に返ったようにゲオルクはビクリと身体を戦慄かせる。そして、内で暴れる獣をいなすように何度も何度も深呼吸を繰り返したあと、やっとルイの頭を離した。同時に、部屋に灯りが戻る。

「……っ!!」

　解放されたルイはゲオルクを怯えきった眼差しで見上げながら、ほうほうの体で後退る。その顔色は蒼白で、鼻血が出ていた。

「余にこのようなことをしてタダで済むと思うなよっ」

　そして、唾を飛ばしながら捨て台詞を吐くと、客室から逃げ出していった。

「ゲ、ゲオルク様、私……」

　部屋にゲオルクとふたりきりになったが、リリアナは言葉が出てこない。

　まだ身体に残る、ルイに押し倒された恐怖と、自分のせいで人間界との関係を台無しにしてしまった後悔とが入り混じり、胸が押し潰されそうだった。

「リリアナ、怖い思いをさせてすまなかった」

　けれど、そんなリリアナの肩をゲオルクは抱き寄せてくれる。その温かい腕に抱き締められて初めて、ぶわっと涙が溢れ出てきた。嗚咽が込み上げ、どうしようもなく身体が震える。

「わ、私……すみませ……っ」

「おまえが謝ることなど何ひとつない」

　そう優しく囁かれ、さらに涙が込み上げてくる。

「一体、何があったの？　今、ルイ陛下が走り出て……」

　騒ぎが聞こえたのか、開け放たれた扉からアーサーが顔を出した。

「どうしたの、リリアナ!?」

「アーサー、明日の会談は取り止めだ」

「えっ、どういうこと!?」

　ゲオルクの言葉にリリアナも泣き濡れた顔を上げる。

「そんな、ゲオルク様っ」

「今さら人間と話し合うことなどない。それに、おまえより優先すべきものなど、何ひとつないのだ」

　ゲオルクはリリアナの目を見てきっぱりと言い切ると、再びアーサーに顔を向けた。

「俺とリリアナは先に城へ帰る。おまえとヤンはどうにかして魔界に戻れ」

「ちょ、ちょっと待ってよ、もう、ゲオルク様ったら、そんな勝手に」

　アーサーは苦言を言い掛けたが、すぐに仕方ないわね、と腕を組んだ。

「その代わり、リリアナのこと頼んだわよ」

「ああ」

　ゲオルクはリリアナを横抱きに抱え上げると、広い窓を開け、身体を乗り出す。そしてマントを翼に変え、宮殿を飛び立った。




　　　＊




　星々が後方へと流れていく。夜空を駆けるようにして、リリアナとゲオルクは魔王城に戻ってきた。寝室の窓から中へと入る。ゲオルクはリリアナの身体をそっとベッドに横たえてくれた。

「身体が冷えただろう。今日はもう、ゆっくりと眠るんだ」

　指先を振り、魔力で暖炉に火を点けたあと、ベッドから離れようとしたゲオルクのマントを、リリアナは咄嗟に掴んでしまった。

「どうした？」

　振り返ったゲオルクに、

「い、いえ、何でも、何でもないのです！」

　リリアナは慌てて手を離す。

　ずっと抱き締められたまま夜空を飛んできたせいか、ほんのひと時でもゲオルクが離れると、途端に寂しさが湧いたのだ。

　するとゲオルクは「少し待て」と言い置いて、マントと上着を脱ぎ去り、白いシャツ姿になった。そして、ベッドへと戻ってくると、リリアナの向かいに腰を下ろす。

「来い」

　ゲオルクが両腕を大きく広げた。

「……？」

「おまえは、俺の腕の中が一番安心するのだろう？」

　そう言って、ゲオルクはふっと柔らかな笑みを見せた。じわっと目頭が熱くなる。

「……っ、ゲオルク様……」

　リリアナはその広い胸の中に飛び込んだ。逞しい腕に守られるように抱き締められる。

「おやすみ、リリアナ」

　シャツ一枚を隔てて聞こえるゲオルクの心音。そしてゲオルクの肌の匂い。

　とても、落ち着くのです……。

「おやすみなさい、ゲオルク様……」

　リリアナは温かな腕の中に埋うずまるようにして、目を瞑った。ゲオルクはゆったりと髪を撫でてくれている。が、しかし。

「……っ」

　目蓋の裏にルイの間近に迫った歪んだ笑みが蘇ってきて、ハッと身体を離した。背筋を悪寒のようなものが駆け上がる。

「どうした、リリアナ」

「ゲオルク様……、」

　リリアナは縋るようにゲオルクのシャツを握った。

「ひとつ、お願いが、あるのです……」

「なんだ、言ってみろ」

　躊躇いがちに声を掛けたが、ゲオルクは深く優しい声で訊ねてくれる。

「あ、あの人間が……」

　今はまだ、リリアナはその名前を口にしたくなかった。

「触れたところ全部、ゲオルク様の唇で、触れて……欲しいのです……」

　ゲオルクに触れてもらえれば、忘れられる気がした。

　ゲオルクにしか、触れられたくない。

　ゲオルクに触れられた記憶しか、身体には残したくない。

　だが、リリアナを抱く腕が、僅かに強張った。

「……す、すみません！　私ってば」

　リリアナは慌てて謝り、腕の中で小さくなった。するとゲオルクはリリアナの身体を離し、顔を覗き込んでくる。

「どこに触れられた」

　そして、静かな怒りを纏った声で訊いた。

　なぜだか鼻の奥がツンと痛くなった。リリアナはキュッと下唇を噛んで、ルイに掴まれた両腕を差し出す。ゲオルクは、それをそっと持ち上げ、手首にそれぞれ唇を押し当ててくれた。途端に、ベッドに無理やり押し付けられた感触が消えていった。

「他には？」

「ここ、です……」

　リリアナがおずおずと首筋を指さすと、ゲオルクは両肩を掴み、顔を近づけてくる。

「……ん」

　リリアナの指した場所に唇が落とされた。その感触に、思わずあえかな声が漏れ出てしまう。

　どうしてでしょう……。

　ルイに触れられた時とは、真逆の気持ちだった。胸がドキドキして、もっと触れて欲しくなる。

　ゲオルクの唇は首筋から耳へと上がってきて、「他には？」と囁く。

　リリアナは心臓が早鐘を打つのを感じながら、「腰です……」と答えた。大きな手のひらが細い腰にあてがわれる。そしてゲオルクが頭を下げようとした時。

「あ、あの、直接、触れてください！」

　布地越しではなく、じかに触れて欲しかった。ルイに強い力で抱き寄せられたあの感触を、払拭したかった。

　リリアナは寝巻を肩からずり落とす。薄い肩、真っ白なふたつの膨らみ、そしてほっそりとしたウエストまでが露わになった。

「……あっ、す、すみません、つい！」

　考えなしに脱いでしまったことにすぐに気づいた。

　腰を出そうとしただけですのに……！

　暖炉の炎だけが灯る薄暗い部屋の中だが、裸に近い格好となってしまい、恥ずかしさに頬が燃えそうだ。リリアナは急いで寝巻で覆い隠そうとしたが、

「そのままでよい」

　ゲオルクが身を屈めた。

「直接がよいのだろう？」

　その吐息が肌を掠め、鼓動が跳ねた。

「……っ」

　また声が漏れそうで、唇を噛む。脇腹に、ゲオルクの唇が触れた。

「他には？」

　問われ、リリアナはやっと首を横に振った。リリアナの身体にはもう、ゲオルクの感触しか、残っていない。

　するとゲオルクは、リリアナの身体を覆い隠すように再び抱き締めてくれた。

「……俺は、怒りに我を忘れた。おまえが止めてくれなかったら、最悪の事態を招いていただろう」

　苦悩した声が頭上から聞こえる。

　魔王としての力の凄まじさを初めて目にした。あのままでは、塵にされたのはルイだけではなかったかもしれない。

「だが、あの人間の愚行によって気づかされたのだ。それほどまでに、俺はおまえを……」

　ゲオルクは噛み締めるようにして続く言葉を呑み込むと、リリアナに視線を向けた。

「妖精は希少だ。それにリリアナ、おまえは特に美しい。おまえを手に入れようと狙う輩が出てきてもおかしくはないのに、俺の注意が行き届かず、あんな目に遭わせてしまい、すまなかった」

「そんな……ゲオルク様のせいではないのです！」

　魔界と人間界の関係にひびを入れてしまった上、こんなにもゲオルクの気を病ませてしまうなんて。

『おまえは厄災だっ』

　そうです、私は、どこへ行ってもみなさんのご迷惑に……！

「私のせいなのです、全部、全部……！」

「おまえのせいではないと言っただろう」

「でも……っ」

「リリアナ、」

　言い募ろうとするリリアナの言葉をゲオルクが遮る。そして、少しの躊躇いののち、口を開いた。

「……今後、他の者がおまえに、手を出せなくなる方法が、ひとつだけ、ある」

「えっ、それはどんな方法なのですか!?」

「おまえに、俺の『証あかし』を付けるのだ」

「証……？」

「そうすれば、もう、他の者がおまえの中に触れることはできなくなる」

「で、でしたら、付けてください！　その、ゲオルク様の証というものを！　私はもう、ゲオルク様にも、魔界のみなさまにも、ご迷惑をおかけしたくはないのです！」

　証が具体的にはどういうものなのかはわからないが、ゲオルクのしてくれることならば、リリアナには何の心配も躊躇もなかった。

「……だがな、リリアナ」

　取り縋るようなリリアナの肩をゲオルクが制するように掴んだ。

「証を付けると、おまえは俺しか受け入れられなくなる。すなわち、俺だけのものとなるのだ」

「ゲオルク様、だけのもの……」

　リリアナはその言葉を繰り返した。

「それでも……おまえは本当によいのか？」

　リリアナを心底気にかけてくれているゲオルクの真摯な瞳。その瞳に向かって、リリアナはすぐに頷いた。

「私はもう、ゲオルク様以外には触れられたくないのです。ゲオルク様にしか、触れられたくはないのです……！」

「リリアナ……」

　ゲオルクの大きくて無骨な手のひらが、リリアナの白い頬にあてがわれる。

「わかった。俺がおまえを守る。もう二度と、誰にも、おまえに触れさせはしない」

　誓うように囁かれると、リリアナの胸は高鳴り、同時に言い知れぬ安堵感が広がった。

　ゲオルクは親指の腹でリリアナの唇をゆっくりとなぞる。

「……あ」

　声が落ちるのと同時に、唇が開く。太い親指はリリアナの口中へと侵入し、舌先に触れた。ヒクリと身体が跳ねる。

「こうして、おまえの身体の中に俺が入って、一番奥深くに、証を付ける……」

　一番、奥深く……？

「少しでも嫌だったら俺を止めてくれ」

　そんな……ゲオルク様をイヤだと思うなんて、絶対、ないですのに……。

　親指はリリアナの歯列をなぞり、舌を掻き回し、くちゅりと水音を立てた。口端からは唾液が伝っていく。

　なんだか、とっても変な気分になるのです……。

　ゲオルクの瞳に見つめられていると、頭の中が痺れたようになる。頬が上気していく。親指が銀糸を引きながら引き抜かれると、そのまま上向かされ、今度は唇が重ねられた。

「……ん、んんっ」

　これまでとは違い、唇同士を合わせるだけではなく、すぐに熱い舌が滑り込んできた。指とは違う、ぬるりとした感触に驚いて、リリアナは思わず顔を引こうとしてしまう。だが、ゲオルクの手に後頭部を支えられ、肉厚な舌はさらに奥まで伸びてきた。

「んんあっ……」

　竦んでいたリリアナの舌は絡め取られ、ぬるぬると擦り合わされる。

　あ、ゲオルク様の舌、気持ち、いいのです……。

　じゅっと唾液ごと舌先を吸い上げられたり、甘噛みされたりすると、身体の中央に熱が灯ったように感じた。

「はあ、はあ……っ」

　濡れた音を立てて唇が離れた時には、リリアナはもう肩で息をしていた。何も身に着けていなかった裸の胸に、ゲオルクの手が落ちていく。

「……っ」

　むっちりと張りのある乳房が、ゲオルクの硬く厚い手のひらに包み込まれた。初めてそこに触れられ、僅かに緊張すると、それを察したのかゲオルクが気遣うように瞳を覗き込んでくる。

「もっと触れても、よいか？」

　リリアナが小さく頷くと、膨らみに指が沈み込んできた。

「あ……」

　その感触に陶然とした声が漏れ出る。ゆっくりと揉み込まれると、瑞々しく弾力のある膨らみが、その動きに反発するかのようにもったりとたわんだ。

「おまえの身体に、俺を受け入れる準備をさせる。ここが、快感を得られやすい場所だと思うが」

　そう言って、ゲオルクはリリアナの胸の先に触れた。

「あんっ」

　誰にも触れられたことのない、淡い色を呈する突起。そこを親指の腹に捏ね回されると、思ってもみないような鋭敏な快感が引き起こされた。

「あ、ああっ、ゲオルク様、そこ、なんだか気持ち、いいのです……っ」

「それでよい。おまえのここはとても感じやすいのだな」

　ゲオルクの与える刺激に応じて、頂は固くしこり、色を濃くする。その尖った突起を潰すように、今度は乳房の中に深く押し込まれた。

「……はあああっ」

　いつも上を向いているその先が膨らみの中に埋もれる様は、ことさら淫靡で、リリアナの体温を上げていく。

「ゲオルク様、私はこんなに……んっ、気持ちがよいだけで、何もしなくて、よいのですか……？」

「ああ、そうだ、おまえはもっともっと感じればよい……」

　ゲオルクは乳房の中で突起を捏ね回す。もう片方は指先に挟まれ、コリコリと捻られた。

「あんっ！」

　おっぱいの先が、こんなに気持ちいいなんて、知らなかったのです……！

　ふたつの乳首が別々の刺激に翻弄され、淫らな声が漏れて仕方がない。ゲオルクの指先よりも小さな粒なのに、両方を同時に弄られると、全身から力を奪われるような、大きな快楽に翻弄される。

　加えて、リリアナは自身の股間に異変を感じていた。熱を持ち、ずんずんと疼いている。しかも、乳首を弄られるたび、何かが染み出してくる感覚がした。

「ゲ、ゲオルク、様……っ、ここ、ここが、なんだか変なのですっ」

　リリアナは股間を指差し、ゲオルクに訴えた。

「心配せずともよい、リリアナ」

「でも、じんじんして熱くて、何か、溢れてくるのです！　こんなの初めてで……」

　涙声になると、ゲオルクが「わかった、わかった」と頭を撫でてくれる。

「見てやるからそう不安になるな。そこへ」

　ゲオルクの指示に従い、リリアナは横たわった。そして腰の辺りに纏わりついていた寝巻を恐る恐る自らの手で捲り上げていく。細く白い脚が露わになっていき、とうとう薄い茂みまでもがゲオルクの眼前に晒された。

「脚を上げるぞ」

　ゲオルクがリリアナの両足首を持ち、膝を折り畳むようにして持ち上げた。リリアナの脚の間にあるぴったりと閉じ合わさった割れ目が、ゲオルクに向かってパックリと開かれる。羞恥を伴うその体勢にカッと体温が上がった。

「何か、おかしくは、ありませんか……？」

　おずおずと訊ねる。こんなところを見られるのはとてつもなく恥ずかしい。だが、それよりも不安が勝っていた。早くゲオルクに確認してもらって安心したい。

　ゲオルクに見られていると思うと、朝露を纏った花弁のような柔襞が小さく震えた。その奥から、さらに蜜が込み上げてきて、花びらからクプリと零れ、尻のほうへと伝っていく。

「ほら、またです！」

「いや、どこもおかしくはないぞ。とても初々しい色をしていて、美しいが」

　リリアナを安心させるように、ゲオルクは優しい声音で言った。

「これでよいのだ、リリアナ。これは、おまえがよく感じている証拠なのだからな。ほら」

　ゲオルクはそう言って、蜜の滴る秘裂を中指で下からなぞり上げる。

「……ん！」

　にゅちゅっと粘着質な音がしたあと、ゲオルクがこちらに指先を見せつけた。そこには雫が纏わりついていた。自身から滲み出した蜜を見せられ、リリアナは身体が熱くなる。

「ほ、本当に、こんなに濡れてしまって、よいのですか……？」

「ああ、とてもよい。入れてみるぞ」

　ゲオルクはたっぷりと蜜の詰まった壺に、再び中指を伸ばした。そして花弁を掻き分け、指を沈めていく。

「あ……っ」

「痛くはないか？」

「……は、はいっ」

「ここだ、この一番奥深くに、俺が入る」

「ああ……、こんなところに……っ」

　リリアナの蜜まみれの淫筒はぬるぬると何の抵抗もなく、ゲオルクの太い中指を受け入れていく。すると乳首を弄られたときとはまた別の、充たされていく快感をリリアナにもたらした。

「ほら、こうして、まずは指で慣らす。俺のもので怪我をせぬようにな」

　言いながら、ゲオルクは中指を前後に動かし始めた。くぷっ、こぷっと、蜜壺から淫水の溢れる音がする。

「あ……あっ」

　ゲオルク様のものって？　この指ではないのでしょうか……？

　節くれ立った指に潤んだ肉壁が擦られ、その気持ちよさに蜜壺がヒクつく。

「ここも、随分と膨らんでいるようだが」

　ゲオルクの熱い吐息が茂みに掛かる。それだけの刺激なのに、身体がのたうつような快感に変換される。

「あ……、ゲオルク様ぁ、そんなに近くで見ない……で」

　快楽の涙の滲んだ瞳をゲオルクに向けようとした時だった。ゲオルクがリリアナの脚の間に顔を埋めた。

「あああっっ！」

　ビリリと強い刺激が身体の中央を走り抜ける。リリアナは喉を晒し、背をのけ反らせた。熱くぬるぬるとした舌先が、蜜を滴らせる割れ目の頂点にある肉蕾を転がしたのだ。

「や……っ、げおるくさまぁ、そこぉ！」

　金色の髪を振り乱し、高い声で喘ぐ。

「ここも、悦いのだな」

「あ、やあ……っ！　ん、んんっ」

　そこを刺激されると、あまりの気持ちよさに蜜道が勝手に収縮し、ゲオルクの指をキュウキュウと食い締めた。

　こんな、こんな場所が、私の身体にあったなんて……！

　心の奥底に潜む秘密の箱を暴かれ、リリアナさえ知らない感覚が、次々と飛び出していくかのようだった。

「よく締まる……。狭いが、内は充分蕩けているようだな」

「そ、そこで、喋らないでくださいぃ……！　ああ、ああんっ」

　弾けんばかりに膨らんだ秘玉を尖らせた舌先で押し潰されたり、唾液をまぶすように嬲られたりする。ガクガクと腰が、全身が、喜悦に打ち震えた。

「はあっ、あああんっ、す、すごいっ、そこ、気持ちよすぎて、おかしくなりそうですぅ……！」

「それなら、もっと触ってやらねばな」

　太腿に添えられた手のひらが熱い。ゲオルクの指も舌も止まらない。蜜道を太い指で広げるように掻き回されながら、クリュクリュと円を描くように肉芽も舌で同時に刺激される。リリアナは両手でシーツを握り締め、二か所からの快楽の攻撃に耐え忍ぶ。

「あ、あ、あああんんっ、」

　揺れる双丘の向こうに大きく割り開かれた自身の真っ白な太腿、その間に赤い舌を覗かせるゲオルクの顔が見える。

　その光景があまりに恥ずかしくて、気持ちよくて、もう何も考えられない。ゲオルクに与えられる愉悦の虜になってしまいそうだった。大きな快感のうねりが、もうすぐそこまで来ている。

「あ、ああ、ゲオルク様ぁ……！」

　頭の中が白く霞んでいく。自身から尽きることなく溢れ出る甘露とゲオルクの唾液とが混じり合い、ゲオルクが指を動かすたび、淫らで激しい水音が股間から聞こえた。

「ん、んん、ああっ、もうだめです、そんなに動かしちゃ、ゲオルク様、もうだめぇ！」

　艶めいた高い声で叫ぶ。内股がぴくぴくと痙攣し、腰が浮いた。

「大丈夫だ、リリアナ、そのまま、身を委ねろ」

　快楽の塊がこれでもかとリリアナの中で膨らんでいき、そして、パチンと一気に弾けた。

「あ、ん、んん──っ！」

　ビクビクと身体が勝手に跳ねる。凄まじいまでの初めての快感に呑み込まれ、一瞬、意識が遠退いた。

「……リリアナ、よくできたな」

　ゲオルクの褒めてくれる声に意識がふわりと浮上する。たっぷりの蜜とともに指が引き抜かれると、リリアナは荒い息を吐きながら呆けたような声を出した。

「はあ……っ、こんなふうになったのは、初めて、なのです……これは、いったい……」

「おまえは達ったのだ。何も心配は要らん」

　ゲオルクは安心させるようにリリアナの額に唇を落とすと、自身のズボンの前を寛げた。

「だがすまぬが、これからが本番だ。俺のものも、準備が整った」

　リリアナはその手の内に視線を向ける。そこには、赤黒く充血し、まるで別の獰猛な魔物のごとく硬く屹立している太い肉の棒があった。

「それ、が……？」

「ああ、これをおまえの中に入れて、証を付けるのだ」

　こんなに太くて立派なものが、ゲオルク様の身体にあったなんて……。

　自身の身体にも知らない蜜の道や快楽の粒があったように、ゲオルクにもリリアナの知らない器官があるのだろう。

「怖くなったか？　やめてもよいのだぞ？」

　思わず凝視してしまったリリアナに、ゲオルクが心配そうに訊ねる。だがリリアナはすぐに首を横に振った。

「ゲオルク様となら、何も、怖くはないのです」

　そう答えると、ゲオルクは優しく細めた目で、リリアナを見つめた。そして、太腿に手を当て、再び両脚を大きく持ち上げる。濡れた花びらがゲオルクに向かって大きく開かれた。

「挿れるぞ」

　滾るような熱が柔襞に押し当てられたのを感じた。

「だいぶ綻んでいるとは思うが、少し堪えろよ」

　その切っ先が潜り込んでくるように、濡れた隘路に押し込まれる。

「……んっ!!」

　指とはまったく違う、大きさと質量。

　可憐な花びらが限界まで大きく口を開き、ゲオルクの肉茎を呑み込んでいく。

「ゲ、ゲオルク様の、大きい、ですぅ……！」

　思わず息が止まった。じわっと冷たい汗が浮かぶ。

「すまぬリリアナ、俺の首に腕を回して、ゆっくりと息を吐け……！」

　言われた通り、ゲオルクの首筋に縋るようにして、詰めていた息をゆるゆると吐いた。それに合わせ、ゲオルクはリリアナの様子を見ながら、慎重に少しずつ、少しずつ、根気よく腰を進めてくる。

「もう少し、だ」

「あ……んんっ！」

　括れた先端が挿入されてしまうと、長い茎がズズッとリリアナを貫いていった。狭い蜜道が肉槍に押し広げられ、擦り上げられていく。

「リリアナ、よく耐えた……全部、入り切ったぞ」

　最奥まで腰を詰めたゲオルクは大きく息を吐くと、掠れた声で言った。

「大丈夫か？」

　リリアナの頬を撫でながら、目尻から滲み出てしまった涙を唇で掬う。ゲオルクの気遣ってくれる眼差しに、リリアナは声も出せずに、ただ頷いた。

　蜜道がぎちぎちと音を立てているのではないかと思うくらい、苦しかった。

　でも、どうしてでしょう……？

　ゲオルクが、自分の中に入っている。ゲオルクと今、繋がっている。その事実はなぜなのか、リリアナを幸せな気持ちにさせるのだ。

「今しばらくの辛抱だ。動くぞ、しっかり掴まっておけ」

　ゲオルクはリリアナの小さな身体を腕の中に抱き締めた。そして、熱棒をゆっくりと引き抜くと、再び蜜壺の中に突き入れる。

「っ！」

　その衝撃にベッドが軋んだ。

　先ほどまでの指の動きと同様に、ゲオルクは腰を動かし、熱茎を前後させ始める。

「あ、あっ、ああっ、げおるく、さま、ん！」

　揺さぶられるたび、リリアナの口からはたどたどしい嬌声が迸った。背中の下でシーツが捩れる。

「リリアナ……！」

　ゲオルクに求めるように名前を呼ばれると、隘路が潤むのを感じた。すると、熱杭はしだいに蜜道に馴染んでいき、疼くような快感を運んでくる。

「あ、ん、ああ、ゲオルク、さまぁ！　大きいのも、気持ち、いいのです、んん、んっ！」

　しっかりとその首筋に掴まりながら、リリアナはゲオルクの激しい抽送から生み出される新たな悦楽に耽溺していく。

「あ、ああっ、んあ、あ！」

　熱杭に突き上げられるたび、繋がった場所からは粘着質な蜜音がし、溢れた淫水がシーツに染みを作った。ゲオルクは律動に合わせて揺れる乳房を鷲掴みにすると、淡い乳輪ごとその頂を口に含む。

「ひゃあ！　んんっっ」

　敏感な粒を舌に舐め回され、その先端から、中を穿たれる蜜壺まで、一直線に快楽の道が繋がる。さらに悦楽は深くなり、リリアナは水中から溺れないよう顔を出すかのように、顎先を上げて喘いだ。丸まった爪先がビクビクと痙攣している。

「ゲオルクさま、私、また、さっきのが……さっきのが、きちゃうのです……っ！」

「達け、俺も、もうすぐだ……っ」

　ゲオルクの額にも汗が滲み、眉根が寄せられている。

　ゲオルク様も私みたいに、気持ちがよいのでしょうか……？　だったら、だったら、嬉しいのです……！

「ゲオルクさまぁ……！」

　ねだるように顔を上げると、ゲオルクはすぐに唇を重ねてくれた。貪るように口中を掻き回され、舌を吸い上げられると、途方もない快楽の波にすべての思考が呑み込まれる。

「あ、んんん──っ！」

　ギュッと閉じた目蓋の裏が明滅した。リリアナはゲオルクにしがみつき、身体を戦慄かせる。絶頂感は先ほどより長く感じた。猛った熱茎を包み込む柔らかな媚肉はヒクヒクと脈動し、それをギュウと絞り上げる。

「くっ、リリアナ……！」

　その瞬間、ゲオルクが腰を数度強く打ちつけ、最奥に肉槍を突き入れた。太い茎がさらに太く硬くなり、熱い液体が蜜壺にドクドクと注ぎ込まれるのを感じた。そして、その液体が出切ってしまうと、ポウッとリリアナの腹が内から白く光った。

「はあ……、はあっ、今、お腹が……！」

　息を切らせながら驚いた瞳で見上げると、ゲオルクも肩を大きく上下させ荒い息を吐いていた。そして、ずるりとリリアナの中から杭を引き抜くと、隣に寝そべり、大きな手のひらで腹を優しく撫でてくれる。

「証を、付けたのだ」

　熱っぽい声で囁くように告げられる。

「これでおまえは俺のものだ。もう誰にも渡さん……」

　唇に吐息が触れ、ゆっくりと重ねられた。

「ん……」

　私は、ゲオルク様のもの……。

　その甘い口づけと甘い響きは、リリアナに深い安堵と満ち足りた気持ちをもたらした。すると、疲労感もあって、リリアナはあっという間に眠りの淵に引きずり込まれていく。ゲオルクが腕にギュッと抱き締めてくれるのがわかった。

「リリアナ、人間にも悪いものも居れば、善いものも居る。すべての人間を憎むな。よいな？」

　ゲオルクの温もりに包まれ、その深い声を聞きながら、リリアナはとろんと目蓋を閉じる。

「これからは俺がずっと傍に居る。だから安心して眠るのだ……」








第五章　魔王城ののどかな日々









「セレーネさーん！」

　自身を呼ぶ声が聞こえ、セレーネは池の水から顔を出した。

「え、ちょ、リリアナ？　あんた大丈夫なの!?」

「セレーネさん！　見てください、これ！」

　セレーネの憂慮を掻き消すように、リリアナははしゃいだ声を上げて、目の前でくるりと回ってみせる。薄青のドレスの裾が翻った。

「とってもきれいでしょう？　人間の服なのですよ！　ゲオルク様にいただいたのです！　あ、選んでくださったのはアーサーさんです！」

「はあ……、あんたってば……」

　リリアナの様子に、セレーネは呆れたような、それでいてホッとしたような息を吐いて池の縁に上がった。

　予定よりも随分早い明け方に、アーサーとヤンが人間界から帰還すると、魔王城は蜂の巣を突つついたかのような大騒ぎとなった。

　人間の王による、魔王の随行者に対する呆れ果てた蛮行。しかしそんなことより、魔王城みんなが可愛がるリリアナの心身を傷つけようとしたことに、全員が憤った。

　即刻、代表者会議が開かれた。

　人間との会談が中止になった経緯を聞かされた代表者たちの多くは、今すぐ人間界へ乗り込もうと息巻いた。ゲオルクの銅像に掛けられていた花柄のマントを見たひとりは、涙ながらに人間界壊滅を訴えたらしい。

　だがゲオルクは、そんな魔物たちを宥め、正式な抗議を文書で申し入れるだけに収めたという。

　セレーネは海洋代表の魔物に聞いた話を思い返しながら、煙草に火を点ける。

　さすが歴代魔王きっての穏健派よね。でも、一番怒りが収まらないのは、ゲオルク様でしょうに……。

「セレーネさん？」

　リリアナが不思議そうな顔でこちらを見ている。

「え、ああ、よかったわね。似合ってるわよ。馬子にも衣裳ってやつね」

「ありがとうございます！　って、あれ？　それって、褒めてらっしゃるのですよね……？」

　急に不安げな表情になったリリアナに、セレーネはプッと噴き出した。

「褒めてる、褒めてる」

「あ、そうです、服だけじゃなくてですね、人間の宮殿は真っ白で豪華で、ご飯もとっても美味しかったのです！　お菓子はなんと、お花の形をしていたのですよ！」

　リリアナは興奮した面持ちで話し続ける。

　……ほんと、この子ったら。

　リリアナはこうして、周囲に心配をかけまいと城の中でも奮闘しているのだろう。

　本当は人間界のことなんか思い出したくもないでしょうに……。

　セレーネの元にやってきたのも、その心配を払拭しようと気遣ってのことに違いない。

　うんうん、と頷いて話を聞いてやりながらも、セレーネはリリアナの健気さに思わず涙しそうになる。煙草を持った手で隠すようにして目元を拭った。

　人間たちに報復をしても、リリアナは決して喜ばない。

　ゲオルクもきっと、それがわかっているのだ。

「あの……、セレーネさん、もうそんなに心配な顔をしないでください。ゲオルク様が私に証を付けてくださったのです。ですから、もう魔界のみなさんにご迷惑をおかけすることは……」

「え、リリアナ、今、何て言った？」

　セレーネは唖然として、指から煙草をポロリと落とした。

「ですから、もうみなさんにご迷惑は」

「じゃない！　その前！」

「ん……？　ゲオルク様に証を……」

「ほ、本当？　本当に、ゲオルク様が証を!?」

「は、はい……」

　セレーネのあまりの剣幕にリリアナが少し怯んだ様子で頷く。

　証を……、あのゲオルク様が？

　セレーネは呆然とした顔で煙草を拾い上げると、縁石で揉み消しながら、衝撃の事実を内心で反芻した。

「ゲオルク様は、その……、何て言ってあんたに証を……？」

　躊躇いがちにそう訊ねると、リリアナが小首を傾げる。

「他の者が触れることができなくなるから、もう安心だ、と」

「そりゃそうよ、ゲオルク様の証なら、魔界最高の結界が張られたってことだもの。世界中の誰もあんたには手出しできないわ。でも、その……ああもう、もどかしいわね！」

　セレーネは苛立たしげに赤毛を掻き上げた。

「証の意味、リリアナはちゃんとわかってるの？」

「意味……？　先ほどのこと以上は、何も……」

　リリアナがぱちくりと大きな瞳を瞬きさせるのを見て、セレーネはがっくりと項垂れた。

　ゲオルク様ってば、ちゃんと説明もせずに一体何を考えてるの!?

　以前、魔界一の美女と謳われる魔女のニキータに言い寄られた時でさえ、けんもほろろの対応だったあのゲオルクが、気まぐれに証を付けることなんて考えられない。

「あの堅物魔王が……証を……ってことは、どう考えても、本気、よね……」

「どうしたのですか？　セレーネさん」

　リリアナが心配そうにこちらを覗き込む。

「あ、えっとねぇ、証って言うのは、ただの結界じゃないの。その……妖精には何て言ったら通じるのかしら。結婚……？　夫婦？　いや、違うわね、そう、番つがい！　番になったってことなの」

「！」

　途端にリリアナの頬が赤く染まった。

「番……」

　そして、俯いてもじもじとその言葉を口の中で繰り返す。

「そうよ、やっとわかった？」

　魔物にも様々な種類がいるが、番となった相手の身体に、他の者の侵入を拒む結界を張るものがいる。その結界のことを魔界では『証』と呼ぶのだ。

「で、でもゲオルク様は、そんなこと一言も……。それに、私を守るために、もう襲われないようにって、心配してくださって」

　魔王と言えど、証を付けられる相手は、世界でたったひとり。リリアナが他の男から手を出されなくなる代わりに、ゲオルクも他の女と交わることはできなくなるのだ。

　魔王城の仲間を守るためってだけで、普通、そこまでしないわよね……。

　ゲオルクにとって、リリアナが特別な存在となったのだろう。しかし、それも無理はないとセレーネは思った。

　これまでゲオルクには、その地位や権力、鉱山を含めた広大な所領地から得られる財力、そして優しさや抱擁力を求め、言い寄ってくる女はたくさんいた。それに、かなりの強面だが、よく見ると精悍で整った顔立ちをしていて、長身で筋骨逞しく、ルックスも申し分ない。女はそんなところにも目敏いのだ。

　だが、リリアナは違う。

　ゲオルクに何かを求めるのではなく、与えようとするのだ。己の身を省みることさえせず、ゲオルクのことをただただ想って。

　危なっかしいというか、いつの間にか目が離せなくなるのよね……。

　リリアナがティアマ山にベヌウの花を探しに行き、戻って来なかった夜のことが思い出される。

『リリアナは一体、どこへ行ったのだ!?』

　あんなに焦燥に駆られたゲオルクの姿をセレーネは初めて見たのだ。

「でも……あんたはその……、よかったの？　ゲオルク様に証を付けられて」

「……？」

「番になってもよかったの？　リリアナはゲオルク様のこと、好きなの？」

　心配になって訊ねると、リリアナは一瞬、面食らったように目を見開いた。が、すぐに、探し求めていた答えがやっと見つかったかのような、すっきりとした表情になった。そして大きく頷く。

「……はい！　好きです、私は、ゲオルク様のことが、大好きなのです！」

　そう答えたリリアナの幸せそうな顔に、セレーネもつられたように頬を緩めた。

「そう」

　なんだか、娘を嫁に出す母親の気分になった。

　……でも、リリアナを泣かせたら、いくらゲオルク様といえども、私が承知しないわ。

「あらぁ、リリアナ、中庭でファッションショー？　楽しそうじゃな～い？」

　間延びした声が聞こえてくる。銀色の髪を靡かせ、アーサーがやってきた。

「セレーネさんにドレスをお見せして、人間界のお土産話をしていたのです！」

「あんたねぇ、その服持って帰ってくるの、すっごく苦労したんだから、大切になさいよ？」

　アーサーは渋面になって、リリアナのドレスを眺める。

「あ、そ、そうでした！　アーサーさんにはお手間をおかけしました！」

　年齢的にそう長くは飛べないヤンと、一時的に蝙蝠に変身することはできるが、お気に入りの着替えを人間界に置いてくるのは「絶対にイヤ！」だったアーサーは、眷属である蝙蝠を使って境界付近に居たドラゴンを呼び出し、その背に乗せてもらって帰ってきたという。

　ドラゴンがやってきた宮殿は騒然となったことだろう。だが、そうでもしないと、ヤンとアーサーは無事に人間界を脱出できなかったかもしれない。

「でもやっぱりあんたによく似合ってるから許しちゃう。あ、そうそう、あたしからのお土産はこれ」

　そう言って、アーサーはセレーネに小さなケースを差し出した。

「……何？　え、まさかこれって人間の!?」

　受け取り、貝がらで彩られた美しい蓋を開ける。中を見てセレーネは目を丸くした。

「そう、貴婦人方にいただいたの。あたし、血は吸うけど煙草は喫わないから、あんたにあげるわ」

　ヴァンパイアジョークを言って、アーサーがふんと鼻を鳴らす。セレーネはケースから一本を取り出すと、鼻先に近づけ匂いを嗅いだ。

　懐かしい香りがした。

　セレーネが煙草の味を覚えたのは、人間の男にもらったことがきっかけだった。

　その男は船乗りだった。毎日のようにセレーネが居る岩場に船を着けると、煙草をはじめ、櫛や紅、キラキラ光るガラスの器、果実からできた酒など、セレーネにとって珍しいものをたくさんくれた。そしていつしか、船乗りがくれる物よりも、船乗り自身に会うことが楽しみになった頃──。

　そこでセレーネは、思い出に蓋をするようにケースを閉めた。

　マッチを擦って煙草に火を点ける。深く吸ってゆっくりと煙を吐き出した。

　まだ若かったセレーネがその恋でひとつだけわかったのは、

　──人間と魔物。

　種族を超えた愛など存在しない、ということだった。

　──妖精と魔物。

　だが、リリアナとゲオルクを見ていると希望が芽生えてくる。

　ふたりがうまくいってくれれば、自身の哀しい思い出も上書きされる気がするのだ。

「ありがとう、アーサー」

　セレーネがしんみりと礼を言うと、

「どういたしまして」

　アーサーは膝を折り、優雅なお辞儀を返した。

「リリアナ」

「あ、ダシールさん！」

　その声に顔を向けると、木製の大きなトレイを持ったダシールが歩いてきていた。

「おやつ、持ってきた」

　そう言って銀色の器をそれぞれに手渡す。

「わあ、プリンですね！　ありがとうございます！」

　嬉々としたリリアナの顔をダシールは穏やかな眼差しで見下ろしている。

　あの人見知りのダシールもリリアナにはすっかり懐いているのね……。

　それに、今までのダシールなら、こうして魔物が集まっているところに自ら顔を出すようなことは絶対にしなかった。

　セレーネは微笑ましく思いながら、プリンをスプーンで口に運ぶ。ダシールそっくりの優しい甘さだった。

「おっ、リリアナちゃん、ここに居たんすか！　ってか、みんなして何してるんすか!?」

　騒々しく駆け寄ってきたボガードに、セレーネは眉間に皺を寄せた。

「あんた、仕事はいいの？　油売ってると、またゲオルク様に叱られるわよ？」

「平気っす、平気っす！　あ、プリン食ってるんすね！　ダシール、おいらの分は？」

「ない」

「ええー、そりゃないっすよ！」

「あたしの分はあげないわよ」

　アーサーが自分の器を手に背を向ける。

「あ、ボガードさん、よかったら私の分を！」

　リリアナがプリンを山盛りにしたスプーンを笑顔で差し出した。

「わあ、リリアナちゃん、ありがと！」

「はいどうぞ、あ～ん！」

「え、ボガード、待……っ！」

　セレーネ、アーサー、ダシールは一斉に止めようとしたが、リリアナのスプーンをボガードはパクリと咥えてしまった。

「ん！　美味い！　さすがダシールのプリンっす！」

　満足げに口をもぐもぐさせるボガードを横目に、

「リリアナ、今の、絶対にゲオルク様に喋っちゃだめだからね？」

　セレーネは慌てて忠告する。が、リリアナはキョトンとしている。

「はあ……。リリアナはともかく、ボガード、あんた無邪気が過ぎるわよ……」

「え、なんすか？　おいら何かしたっすか!?」

　アーサーの呆れた冷たい視線と周囲の空気に、ボガードが途端に焦り始めた。

　リリアナに『あ～ん』してもらったなんて、証を付けるようなゲオルク様が知ったら……。

「ボガード、ゲオルク様の大目玉食らう」

「ひゃっ！」

　ぼそりと呟いたダシールの言葉に、ボガードが跳び上がった。

「お、おいら、そんなつもりは……！　あ、まだ仕事が残ってたんだった！　それじゃ！」

　尻尾を巻いて大慌てで駆け出していくボガードの後ろ姿に、セレーネは思わず噴き出した。

「……くくっ、あは、あははははは！」

　そして、我慢できずに大声を上げて笑う。

「もう、やだ、何あの尻尾！」

　アーサーも指を差して笑っている。

「あ、転んだ」

「ボガードさん!?」

　ダシールの冷静な指摘にリリアナが慌てる。

　いつもひっそりと静まり返っている中庭が、こんなに騒々しくも賑やかだったことはこれまでにない。

　リリアナが魔王城に来てくれたお陰ね……。

　転んだボガードの元に駆け出すリリアナの背中に向かって、

「ありがと」

　小さな声で礼を言うと、セレーネは笑い過ぎて出た涙を指先で拭った。
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　リリアナはティーセットの載った銀の盆を手に、そろりそろりと慎重に廊下を歩く。目指すは、ゲオルクの居る執務室だった。

　もうすぐ休憩時間だ。

　ゲオルクのために何かしたいと思ったリリアナは、休憩時にいつもゲオルクが飲むという紅茶の淹れ方を、ダシールに教わったのだ。茶葉の量や湯の温度など、何度も何度も練習したあと、やっとお墨付きをもらい、こうして運んできた。

　妖精族は基本、朝露や花の蜜を飲むので、茶を淹れる習慣はない。

　喜んでもらえるといいのですが……。

　それにしてもソーサーとカップ、紅茶の入ったポットが載った盆はリリアナにとってかなり重かった。執務室まであと少しだが、廊下の隅に立ち止まり、ひと息つく。

『リリアナはゲオルク様のこと、好きなの？』

「……っ!!」

　すると、昨日のセレーネの声が蘇ってきて、途端に顔が真っ赤になってしまった。

　セレーネに問われて初めて、リリアナの心に芽生えていたゲオルクへの気持ちに名前が付いたのだ。

　ゲオルクに抱き締められると安心したり、ドキドキしたり。

　触れられると、もっともっと触れてほしくなる。

　でもゲオルクにしか触れられたくはない。

　大きな手も、低い声も、優しい眼差しも。

　リリアナのすべてにおいて、ゲオルクは特別。

「私は……ゲオルク様のことが、好き……」

　言葉にすると、さらに輪郭がはっきりとするかのように、想いが強くなる。

　嬉しくて、でも苦しくて。甘くて、でも切なくて。

　こんな気持ち、初めてなのです……。

　それに、リリアナを守るためだけのものだと思っていた『証』が、実は番の証だったなんて。

　妖精の里で執り行われた、番の宴を思い出す。

　番になった妖精の男女はみんなに祝福され、とっても嬉しそうで、心底幸せそうに笑っていた。

　リリアナは隠れるようにして、羨望と諦めの眼差しでこっそりと覗いていたものだ。

「……私には縁のない言葉だと思ってましたのに」

　そんな自分が、大好きな人と番になれたなんて。

　リリアナはさらに顔を赤くし、滲み出す嬉しさのままにもじもじと爪先で床に円を描く。

　でも、ゲオルクの口から直接言われたわけではない。優しいゲオルクのことだから、ただ、リリアナを守るためだけに付けてくれた可能性もあるのだ。

　真意はゲオルクに直接訊いてみるしかない。

「……いえいえいえ、き、訊くなんて無理です！　そんなこと、絶対にできません！」

　恥ずかしくてプルプルと首を横に振りながら、大声で独り言を言う。

　だが、あれこれ考えていてもゲオルクの気持ちはわからない。

「そもそも、よく考えたら、私、ゲオルク様のこと、知らないことばかりです……」

　今日の紅茶の茶葉だって、ゲオルクの一番好きなものをダシールが教えてくれたのだ。

　ゲオルクの好きなものは何だろう。何を嬉しく感じるのだろう。逆に、苦手なものは？

　私、ゲオルク様のことが知りたい。もっともっと、知りたいのです……！

　ふいに背後から硬質な足音が聞こえてきた。同時にとても甘ったるい香りが辺りに立ち込める。リリアナの隣でその足音が止まり、不思議に思って顔を上げた。

「ふぅん、あなたが噂の妖精ね」

　腕を組んで、見定めるような目でこちらを見下ろしていたのは、息を呑むような美女だった。ダークブラウンの長い髪は豊かで、身体にしなやかに巻き付く赤いドレスは、胸から腰までの妖艶な曲線を露わにしている。その上に、ゲオルクのものに似た、漆黒のマントが羽織られていた。

　魔界にもこんなにきれいに服を着こなす方がいらっしゃるのですね……。

　リリアナは束の間ぼんやりと見惚れてしまう。

「あ、こ、こんにちは、リリアナと申します！」

　ハッと我に返り、ちょこんと頭を下げた。

「なによ、大したことないじゃない」

　が、女性は鼻先で笑ってリリアナから顔を背けた。そして太腿まで切れ上がった大胆なスリットから長い脚を覗かせ、颯爽と先を歩いていく。

「……？」

　その時、執務室の扉が開き、中からゲオルクが出てきた。

　あ！　ゲオルク様！

「ゲオルク！」

　しかしリリアナが声を掛けるより早く、先ほどの女性が声を上げ、ゲオルクの元へ駆け寄っていく。

「頼まれていたリスト、持ってきたわよ」

「ああ、ありがとう、ニキータ」

　差し出された紙の束を受け取り、ゲオルクはニキータとふたりしてそれを覗き込んだ。廊下の隅に佇むリリアナの存在には気づいていないようだ。

「えっと、こっちが新規の薬草ね。こっちが不要なもの。手伝う魔物に、アラライトには素手で触れないよう伝えておくことね」

「アラライトだな、わかった」

「他に必要なものは？」

「いや、これで充分だ。助かる」

　ふたりの間に流れる空気から、随分と長い知り合いのように感じられた。

　……お仕事のお話をされているのですよね。

　邪魔をしてはいけないと思い、リリアナはその場から去ろうと思うのだが、なぜか足が竦んだようになり、動けない。

「ねぇ、ゲオルク？　大丈夫？　疲れてるんじゃない？」

　するとニキータは心配そうな声音でそう訊ね、ゲオルクの右頬を手の甲で撫で上げた。

「私がまた、何か疲れに効く薬草でも煎じてくるわ」

「いや、平気だ」

　ゲオルクがその手から顔を反らせた時、

「リリアナ？　どうした？」

　ニキータの後方に居たリリアナに気づいたようだった。

「……あ、ゲ、ゲオルク様！　あの、休憩のお茶をお持ちしました。でも、お仕事ならまたあとで」

「いや、もう終わった」

　ゲオルクは即座にそう言って、リリアナの元へ歩いてくると、盆を持ってくれる。

「重かっただろう。さあ、早く中に入れ」

「は、はい、ありがとうございます」

「では、ニキータ。また会議で」

　ゲオルクが部屋の中へ入りながらそう声を掛けると、ニキータはなぜかキッと唇を噛み締めた。

「あ、よろしければニキータさんもご一緒にお茶を……」

　リリアナがおずおずと声を掛けたが、

「結構よっ」

　ニキータはマントを翻し、カツカツとヒールの音を立てて歩き去っていった。
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　ゲオルクの執務室はその人柄を表すかのように、穏やかな時間が流れる静謐な空間だ。絨毯には陽だまりが落ちている。

　リリアナはサイドテーブルでカップに紅茶を注ぐと、執務机に運んだ。

「とてもよい香りだ。リリアナが淹れたのか？」

「はい、ダシールさんに教えていただいたのです！」

　リリアナが答えると、ゲオルクは満足そうに頷き、カップを口に運んだ。喉仏が上下するのをじっと見守る。

「うん、美味い。ありがとう、リリアナ」

　ゲオルクに褒められて、リリアナの眦に喜びが滲んだ。

「では、私はこれで！　お仕事、がんばってください」

「そう急がずともよい」

　帰ろうとしたリリアナの腕が、ゲオルクに掴まれる。

「で、でもお仕事のお邪魔をしたら悪いのです」

「心配いらん。もうほとんど片付いている。だからもう少し、居てくれないか？」

　ゲオルクにねだるような視線を向けられ、胸が高鳴った。

「は、はい……」

「では、リリアナも座れ」

「わっ」

　腕を引っ張られたかと思うと、ゲオルクの膝の上に軽々と乗せられた。そして、逃がさないとでも言うように、腹に腕が回される。

「……っ」

　背後から抱き締められる形となり、リリアナの頬は沸騰しそうに熱くなった。背中にゲオルクの広い胸を感じる。

　ううっ、ドキドキするのです……！

　逸る鼓動を鎮めようと、リリアナは目の前の執務机を見渡した。

　広い机の上にはたくさんの書類や本、羽根ペンやインクなどの文具、そして先ほどニキータが持ってきた紙の束もあった。

「これは、何が書いてあるのですか？」

　妖精界の文字と魔界の文字が同じなのか違うものなのか、リリアナにはわからない。そもそもリリアナは文字の読み書きができないのだ。

「ああ、今度、魔王城の薬倉庫を整理することになってな。それで新規に常備するものと廃棄するもののリストを作ってもらったんだ」

「それなら、私も倉庫の整理、お手伝いします！」

「いや、薬草には危ないものも多い。おまえには触れさせたくない」

「そう、ですか……」

　しょんぼんりと項垂れる。

　私も何かお手伝いができたらいいのですが……。

　リリアナはじっと目の前のリストを眺めた。

　あ！　そうです、私も……！

「ああ、こうしておまえを腕に抱いていると、癒されるな。疲れが取れる」

　その時、リリアナを抱き締める腕に力が込められ、左肩にゲオルクの顎が乗せられた。チクチクと髭の感触がする。

『ねぇ、ゲオルク？　大丈夫？　疲れてるんじゃない？』

　ニキータの声が蘇った。

　やっぱり、ゲオルク様はお疲れなのですね。それなのに私はちっとも気づかないで……。

　自責の念に駆られると同時に、ニキータの手がゲオルクの頬に触れたことも思い出された。すると、なぜか胃の上のほうがギュッと痛んだ。もやもやとしたものが胸を覆い、息苦しく感じる。

　リリアナは咄嗟に顔を横向け、ニキータが触れたゲオルクの右頬に口づけていた。

「……っ、どうした、リリアナ」

「あ、も、申し訳ありません！　つい……！」

　ゲオルクの驚いた声に我に返る。

「えっと、あの、なぜだか、とても、この……胸の辺りが苦しくなったのです……。ニキータさんがゲオルク様に触れたのを見て、私……。こんな気持ちになるの、初めてで、どうしたらいいのか……」

　しどろもどろに苦しい胸の内を話すと、ゲオルクが柔らかく目を細めた。

「それはな、リリアナ……」

　何か言い掛けたが、ゲオルクは宥めるようにリリアナの頭を撫でた。

「うむ、約束しよう。おまえがもう、そんな気持ちにならんよう、俺の身体はおまえ以外には触れさせん」

「え……」

「リリアナを不安な気持ちにはさせたくはないからな」

「ゲオルク様……」

　途端に、胸を覆っていた重苦しい気持ちはどこかへと霧散していく。ゲオルクはリリアナの顎先にそっと指を添えると、傾げた顔を近づけてきた。

「……ん」

　下唇を優しく食まれる。その感触はリリアナの胸の奥を甘く疼かせた。

「ん……あっ」

　熱い舌先が割り入ってきて、歯列を舐められる。

　ゲオルク様の舌……。

　リリアナも応えるように、舌先を伸ばし、触れ合わせた。するとゲオルクは、一瞬驚いたようだったが、すぐにリリアナの舌を絡め取る。

「ん、ん……っ」

　深く唇を重ね合い、お互いの舌を擦り合わせ、甘噛みし合う。

　口中すべてが、ゲオルクの舌に、甘やかな浸食を受けていく。呑み込みきれなかった唾液が口端から伝った。しっとりとした水音が静かな室内に満ちる。

　あ……。

　その時、リリアナの尻の下でゲオルクのものが兆しているのを感じた。

「……リリアナ、おまえの中に入りたい。許して、くれるか？」

　濡れた唇は耳元へと移り、低い声が囁く。リリアナはゲオルクの唾液をこくりと呑み込むと、頬を染めて小さく頷いた。

　ゲオルクに求められている。その事実だけでもう、リリアナの身体の奥からは痺れるような幸福感が生み出されていくのだ。

　ゲオルクの手はリリアナの胸元へと上り、ワンピースの上から膨らみの形をなぞった。その刺激に、先端はすぐに珠を結び、布地を押し上げる。存在を示したその粒を、手のひらで上下に何度も擦られる。

「あん、ゲオルク様っ、そんなに擦っちゃ……！」

　敏感なその場所から生み出される刺激は、ぞくぞくと背筋を駆け上り、リリアナの口元から甘い吐息を零れさせた。きゅんきゅんと脚の間が痙攣する。

「こんなに硬くさせて……」

「あん……っ！」

　しこった粒の場所を親指の腹で探り当てられ、押し潰される。ゲオルクの膝の上で身体が跳ねた。何度も中央に指を沈められ、弾力のある膨らみがぷるぷるとたわむ。布越しでも十分な快感を得ているというのに、その粒は、早くじかに触れて欲しいと言わんばかりに、淫らに勃ち上がった。

「はあ……あ……っ」

　リリアナの息はしだいに上がっていく。

　ゲオルクの手はウエストへと流れ、ベルト代わりの蔦を解いた。そして裾をまくし上げ、太腿を、腹を撫でながら、中へと潜り込んでくる。そしてとうとう、待ち望んでいたように尖っていた小さな粒が指先に摘まれると、クラリと眩暈に似た愉悦を感じた。

「……んんっ！」

　強い快感が走り、閉じ合わさった割れ目から、とぷりと露が滴るのがわかった。

　それに気づいたように、ゲオルクはもう片方の手を脚の間へと伸ばすと、太い中指で花襞の間をなぞり上げた。

「ひゃ……ん！」

　そこはもう蜜が溢れるように染み出していて、にゅちゅりと官能的な音が立つ。

「もう随分と濡れているようだな」

　クスリと微笑まれ、カッと頬が熱くなる。そんなやり取りで、またしてもリリアナの花芯は蜜を零れさせるのだ。

「ああっ」

　中指が蜜道へと進んできた。リリアナはもう、満たされる悦びを知っている。潤んだ肉壁はゲオルクの指を歓迎するようにキュウキュウと食い締めた。

「リリアナのここは、もう俺を覚えているのか」

　嬉しそうに囁き、ゲオルクは指を引き抜くと、自身のズボンを寛げた。そして、リリアナの脇に手を差し入れ、身体を持ち上げる。

「そのまま、腰を下ろすんだ」

「え、でも、……んっ！」

　とっぷりと濡れた蜜道の門前に、熱杭の切っ先が当たった。そのまま身体が引き下ろされていく。

「あ、あああっ！」

　縋るように机に両手をついた。肉茎の括れた頭部が蜜壺の入り口を押し広げ、中へと潜り込んでくる。全身に汗が噴き出した。

「んんあっ、ゲオルク、さまの……おっきくて……ああっ！」

　その堪らない圧迫感に、喘ぎ声が迸る。相変わらず獰猛に屹立したゲオルクの肉茎だが、リリアナの花襞は嬉々として口を開き、ずいずいと呑み込んでいく。

「……っ、もう少しだ、リリアナ」

　ゆっくりと、リリアナの身体がゲオルクの膝の上まで沈み込んでいった。

「ほら、すべて入ったぞ。おまえの中は熱くて蕩とろけるようだ……」

　ゲオルクがリリアナの腹を擦り、首筋に唇を押し当ててくれる。しかし次の瞬間、リリアナの身体は持ち上げられ、杭が引き抜かれたかと思うと、また引き下ろされた。

「ああんっ！」

　悲鳴に近い嬌声が零れる。

　ゲオルクはリリアナの腰を掴み、いとも簡単にその身体を持ち上げ、揺さぶり、上下左右と自在にそそり立つ肉杭で蜜壺を掻き混ぜた。カチャカチャと机上のカップとソーサーが揺れる音がする。

「あ、あ、あっ、すごい……っ、げおるくさまぁ、あん、んっ！」

　熱塊が抜き差しされるたび、繋がった場所から、ぐちゅぐちゅと卑猥な音がして耳を刺激した。与えられる快楽に、リリアナは身も心も溶けてしまいそうだった。

「リリアナ、気持ちがよいか？」

「はいっ……！　ん……っ、とっても！」

「だが、あまり大きな声を出すと、他の者に聞かれるぞ」

「あ……っ！」

　そうなのです、ここは執務室なのです……！

　大事なことをすっかり忘れていた。誰が訪れてもおかしくはないのだ。

　リリアナは唇を噛み締め、声が漏れないよう必死に我慢する。

「……んっ、ん、んあっ」

　しかし下から突き上げられると、喘ぎ声が勝手に口から迸るのだ。しかもゲオルクはそんなリリアナの努力を弄ぶように、両房を掴み上げ、その先を親指と人差し指でキュッと摘んだ。

「ああっ！」

　あえなく高い声が漏れてしまう。

「リリアナの啼く声は本当に可愛らしい」

　満足げに言って、両方の胸の先を引っ張った。

「あ、や……っ」

　痛みを伴う強い快感に、隘路はしとどに濡れ、雄茎の滑りがよくなった。抽送のたびに結合部からはたらたらと透明な露が溢れ出す。

「ゲオルク様の、お召し物が……っ」

「そのようなことは気にするな。もっともっと濡れて構わぬ」

　引っ張ったその両先をクリクリと捻られる。首筋に歯を立てられた。

「んんっあ！　や、だめです……っ、もう……！」

　限界が近づいたその時だった。騒がしい足音が近づいてくる。

「ゲオルク様！　ゲオルク様！　いらっしゃいますか!?」

　ボガードの声だった。

「！」

　リリアナは慌てて口を閉じ、すぐに膝の上から飛び退こうとする。が、ゲオルクに抱き竦められた。

　え……！　ゲオルク様、どうして!?

「あれ？　居ないのかなぁ……？」

　鍵など掛かっていないのだ。ボガードはすぐにでも扉を開くことができる。

　火照った頬、汗ばんだ身体、乱れた衣服。そして何より、リリアナの中にはゲオルクが入ったままだ。

　ボガードさん、どうか開けないでください……！

　懇願するようにその扉を見つめる。

「ゲオルク様？　入りますよ？」

　しかし、ボガードがノブに手を掛ける音がした。

　こんな姿を見られるなんて恥ずかしすぎます……っ。

　リリアナの心臓が張り裂けんばかりに脈打つ。

「……あ、そっか！　休憩時間だし、食堂に行ったのかな」

　すると、そんな声が聞こえ、ボガードの足音は遠ざかっていった。途端に、強張っていた身体から力が抜ける。

「よかったです……」

「くくっ、」

　突然、ゲオルクが笑い出した。

「どうせあいつが扉を開けようとしても、俺が魔力で開かんようにしたわ」

「……！」

　ゲオルクには最初から、ボガードが入って来られないとわかっていたのだ。

「もう、教えてくださればよかったのに！　すっごくドキドキしたのです！　ゲオルク様、意地悪なのです！」

　リリアナは振り向いてその肩をポカポカと叩く。

「あはは、おまえの怒った顔を初めて見られたな」

「！」

　リリアナも、声を上げて笑うゲオルクの顔を初めて見たのだ。胸の奥がキュッと掴まれたような甘い痛みを感じる。

「わ、私も、ゲオルク様がこんなに意地悪な方だとは初めて知りましたっ」

　負けじと涙目で頬を膨らませると、ひょいと身体を持ち上げられ、繋がったまま反転させられた。

「悪かった、悪かった」

　向かい合うと、ゲオルクは笑いながらも宥めるように前髪を優しく撫でてくれる。

「それに、おまえを膝に乗せた時点で、この部屋には特殊な防音魔法を施したのだ」

「え……魔法？」

「外の音は聞こえるが、内の音は外には漏れんようにな」

『あまり大きな声を出すと、他の者に聞かれるぞ』

　それでは、あれも揶揄われたのだ。

「ゲオルク様ったら、もうっ、……んっ」

　振り上げた拳が大きな手に掴まれ、唇を奪われた。

「んん……ん」

　ゲオルクは幾度も角度を変えて深く繋がり、舌を絡めてくる。あっという間に怒りは溶かされていく。

「……おまえの可愛い声を他の誰にも聞かせるものか」

　リリアナの中で萎えることなく硬さを保ったままだった熱杭が、さらに硬く太く育つのがわかった。

「だから安心して続きをしよう、リリアナ」

　その甘く囁かれる声に、リリアナはもう頷くことしかできなかった。








第六章　あなたのことが知りたい









　食堂で、魔界のキノコがたっぷりと入ったスープを飲みながら、リリアナは上機嫌だった。

　ダシールが作ってくれる美味しい夕食。向かいにはゲオルクが座っている。その隣ではヤンが食後のお茶を啜っていた。

「とっても美味しいですね！」

「ああ」

　ゲオルクがにこやかに頷く。大好きな人と美味しいものを食べて、微笑み合う。それがこんなにも幸せなことだなんて。

「ゲオルク様」

　そこに、籠を手にしたダシールがやってきた。

「これ、いつものクッキー。少し固めに焼いたから、長持ちすると思う」

「ああ、毎年すまない、ダシール。ありがとう」

　ゲオルクが籠を受け取り、礼を言うと、ダシールはひとつ頷いて厨房に戻って行く。

「そうだ、リリアナ。俺は明日、城を留守にするが、夕食までには戻るからな」

　そう教えてくれたゲオルクの眼差しに、心配させまいという気遣いが見え、リリアナはすぐに大きく頷いた。

「はい！」

　公務でどこかへ視察に行かれるのでしょうか？

「ホウホウ。今年も、もうそんな時期ですか……」

　すると、カップを持ったヤンが遠い目をした。

「明日、魔鳥の会の催しがなかったら、わしも久々にアストラケスまで同行したいところでしたが」

「アストラケス……？」

「そうじゃ、リリちゃん。アストラケスは、ゲオルク様の故郷の村じゃよ」

　リリアナが首を傾げると、ヤンが優しく教えてくれた。

「ゲオルク様の故郷……？　もしかして明日、ゲオルク様は、ふるさとへお帰りになるのですか!?」

　身を乗り出すようにして訊ねると、ゲオルクが苦笑する。

「ああ、そうだが」

　ゲオルクが生まれ育った場所。

　そこに行けば、ゲオルクのことをもっともっと知ることができるかもしれない。

　行ってみたいのです……！

「あ、あの、ゲオルク様！　私も、ゲオルク様の村に、連れて行ってもらえませんか？」

「おまえも……？」

「私、ゲオルク様のことがもっと知りたいのです！　ですから、ゲオルク様のふるさとを見てみたいのです！」

「ううむ……」

　勢い込んで頼むも、ゲオルクの面差しには何やら憂慮が過った。

「だめ、ですか……」

　思わずしゅんと肩を落とす。

「ホウホウ。よいではないですか、ゲオルク様。リリちゃんを連れて行ってあげても」

　ヤンが再び茶を啜りながら、取り持つように言う。

「だが……」

「きっと大丈夫ですよ、ゲオルク様が傍に居れば」

　ヤンの言葉に、ゲオルクはしばらく考え込んでいたが、最後には頷いてくれた。

「そうだな、わかった」

「では、いいのですか……？」

「ああ、その代わり、俺の傍を離れないこと。よいな？」

「はい！　ありがとうございます、ゲオルク様！」

　ゲオルク様のふるさとってどんなところなのでしょう！　とっても、とっても楽しみなのです！

　リリアナは満面の笑みで頷くと、ウキウキしながらスープを飲み干した。
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　翌日、ゲオルクの漆黒のペガサス・ユーリの背に乗って、城を飛び立った。リリアナの背後からゲオルクが手綱を握っている。晴れ渡った魔界の空をドラゴンがのんびりと飛んでいた。

「わあ……」

　森を抜けると、遥か下方には、魔鳥が集う真っ赤な湖や、塩でできているという真っ白な山などが見えた。それらも越え、しばらく飛び続けると、鋭い峰々を持つ山が現れる。ユーリはその麓へと下降していった。

「着いたぞ、ここがアストラケスだ」

　地上に降り立つと、ゲオルクがユーリの背から降ろしてくれながら言った。

「ここが……ゲオルク様の……」

　リリアナは感慨深く周囲を見回す。

　村の入り口なのだろう。木製の門の先には石畳の道が続いていた。遠くには、丁寧な造りの頑丈そうな石造りの平屋が立ち並んでいるのが見える。大きな樹木がいたるところに生えていて、牧歌的で穏やかな雰囲気が感じられた。

「おまえも俺が呼ぶまで好きにしてきていいぞ」

　ゲオルクがそう声を掛けると、ユーリが嬉しそうに一声鳴く。

「こいつの故郷もこのあたりなんだ」

「そうなのですか！　ユーリさん、いってらっしゃい！」

　空へと飛び立ったユーリを見送り、ふたりで村の中へと入る。

　石畳の道を歩いて行くと、広場のような開けた場所に出た。そこにはたくさんの魔族の人々が行き交っていた。赤ちゃんを抱いた女性、杖を突いた老人、荷物を運ぶ男性、世間話に耽る女性たち。老若男女いるが、どうやら角があるのは男性だけのようだ。

　一歩、ゲオルクがその広場に足を踏み入れた時だった。

「ゲオルク様!?」

「あっ、ゲオルク様だ！」

「お帰りなさい、ゲオルク様！」

　辺りは騒然となった。ゲオルクの周りに続々と人が集まってくる。

「ああ、ただいま。久しいな、マルク。脚の具合はどうだ？　サーリ、鉱山は？　無理していないか？　もうそんな年になったのか、キャルの息子は」

　ゲオルクはそのひとりひとりに名前を呼んで声を掛けている。人々はみなゲオルクに夢中で、隣に居るリリアナには目もくれない。

　ゲオルク様は故郷の村でも、こんなに慕われているのですね……。

　ゲオルクの繊細な気遣いと、村人たちとの信頼関係に、リリアナはじんわりと胸が温まるのを感じた。

「ゲオルク様！」

　その時、人々の間を縫うようにして、息せき切ったふたりの少年たちがやってくる。ひとりの少年の手には羊皮紙が握られていた。

「どうした」

　ゲオルクが腰を屈めてやると、少年は少し気恥ずかしそうに、その紙を広げて見せる。

「あ、あの、僕、橋の設計図を書いているのです。僕みたいな魔力の弱い者でも、気軽に川向かいのヨーゼット村に行けるように」

「こいつの計算力は本当にすごいんですよ、ゲオルク様！」

　もうひとりの少年が誇らしそうな面持ちで話す。

「設計図ができたら、俺の魔力を使ってきっと造り上げてみせます！」

「僕たち、大きくなったらゲオルク様の元で、魔界のために働くのが夢なんです」

　羊皮紙を見せた少年がゲオルクを見上げながら、少し緊張した声音で言うと、ゲオルクはふたりの頭にそれぞれ手のひらを置いた。

「そうか、楽しみに待っている」

「……！」

　ふたりの少年たちは頬を赤らめ、顔を見合わせる。そして「ありがとうございます！」と声を合わせて礼を言うと、嬉しそうに走り去っていった。

　リリアナは隣のゲオルクをそっと見上げる。

　ゲオルク様のこんなにも嬉しそうな顔、初めて見ました……。

　リリアナはまた、ゲオルクの新たな顔を知る。

　しかもこの村では、魔力の強弱は関係なく、みなで力を合わせているようだ。

　魔王城と同じなのです。やっぱりゲオルク様の故郷は、とっても素敵な村なのです。

　リリアナがしみじみと感動していると、人だかりがサッとふたつに割れた。その先には、ひとりの年配の男性の姿が見える。周囲の人々はその男性に畏敬の眼差しを向けていた。

　あれ……？　どことなく……？

　ロマンスグレーの髪から突き出る、空に向かうふたつの角。切れ長の黒い瞳。

　その男性は険しい顔つきで漆黒のマントを翻しながら、リリアナの元へと一直線にずかずかと歩み寄って来る。

「あ、あの……」

　その迫力に思わず後ずさりすると、いきなり男性の相好が崩れた。

「あらあらあら、なんて可愛らしい妖精さんでしょうか！　何を食べたらこんなに可愛くなれるのかな？　うちに来て、おじいちゃんに教えてくれる？」

　呆気に取られている間に手を握られ、甲にちゅっと口づけを落とされる。

「！」

「あいだだだだだだ！」

　しかし突然、男性の顔が苦悶に歪んだ。

「た、ただの挨拶ではないか、ゲオルク！」

　驚いて見上げると、頬を引き攣らせたゲオルクが男性のもう片方の手を捻り上げていた。

「その手癖の悪さはいまだ治りませんか、父上」

「え……！」

　この方が、ゲオルク様の、お父様!?

「リリアナ、大丈夫か？　だから、おまえを連れてくるのは心配だったんだ……」

「お、おい、いい加減に放せ！」

　ゲオルクは父親をギリギリと捻り上げたまま、深い溜息をついている。

　おふたりは親子でも、随分と性格が違うようです……。

　リリアナはオロオロとしながら、ふたりを交互に見遣った。
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「おまえが女の子を連れて帰ってくるなんて初めてだから、嬉しくてつい、はしゃいでしまったんじゃないか」

　ゲオルクの父・ジークは捻られた腕を撫でつつ、言い訳のようにそう話しながら、村の一番奥にある屋敷へと案内してくれる。ゲオルクはリリアナを守るようにしっかりと手を繋いでくれていた。

　正面玄関に近づいた時だった。どこからかやってきた一匹の黒猫がジークの前にぴょんと降り立つ。そして一瞬で男性に姿を変えた。

「！」

「お帰りなさいませ、ジーク様。ゲオルク様、お久しぶりでございます。そしてお連れの方、いらっしゃいませ」

　黒い執事服に身を包んだその青年が、恭しくお辞儀をする。

「久しぶりだな、ミカ」

「ああ、リリアナ、これは魔猫のミカ。私の執事をやってくれている」

「リリアナ様。どうぞお見知りおきを」

「よ、よろしくお願いします、ミカさん！」

　リリアナが緊張した面持ちでちょこんと頭を下げると、ミカと呼ばれたその執事は頬に妖艶な笑みを湛えた。顎までのサラサラの黒髪が揺れている。瞳は美しい金色だが、左目は白い眼帯に覆われていた。

「では、ミカ。紅茶を応接間へ」

「かしこまりました。どうぞ、中へ」

　ミカが重厚な扉を開ける。リリアナはゲオルクに手を引かれ、広い屋敷内へと誘いざなわれた。
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　ゲオルクの隣のソファに腰を下ろす。ジークは向かいに腰かけた。

　ミカがワゴンで紅茶を用意してくれている間、リリアナは興味深く室内を見渡す。

　ここが、ゲオルク様のご実家なのですね……。

　エントランスホールもそうだったが、この応接間も、品のある静謐な空間だった。壁紙やカーテンは落ち着いた色合いで統一され、家具や調度品はどれも手入れが行き届いている。

　そうです、魔王城の雰囲気に似ているのです。

　いや、正確に言うと、魔王城がこの屋敷の雰囲気に似ているのかもしれない。

　広い窓からは庭が見え、木々が陽射しを浴びてゆったりと枝を伸ばしていた。

「今年も、ダシールが作ってくれました」

「そうか、ケイトが喜ぶ。彼にはよく礼を言っておいてくれ」

　ゲオルクが差し出した籠をミカが受け取るのを見ながら、ジークが礼を言う。ミカは紅茶をサーブし終えると、籠の中からクッキーを取り出し、皿に取り分けた。ゲオルクはその皿を持って立ち上がると、暖炉の上に置かれた小さな肖像画の隣に置いた。

「とっても優しそうな方なのです」

　リリアナもゲオルクの隣に立ち、その肖像画を見つめた。そこに描かれているのは長い黒髪をした美しい女性だった。

「母だ。今日は命日なんだ。このクッキーは母の好物だった」

「……そう、だったのですか」

　この方が、ゲオルク様のお母様……。

　見ているだけでこちらの胸まであったかくなる、そんな慈愛に満ちた笑みを浮かべていた。ジークに比べて随分と若く見えるが、若い頃の肖像画なのだろうか。

　……母親とは、こんなにも優しそうに微笑むものなのですね。

「今年はリリアナが来てくれて、母も喜んでいると思う」

「私こそ、こうしてお会いできて嬉しいのです！　ゲオルク様の目元はお父様に似てらっしゃいますが、笑った口元はお母様にそっくりなのですね」

「そうか？　自分ではわからないが、父上に似ているというのは心外だな」

「何か言ったか、ゲオルク？」

　ソファからジークが不機嫌な声を上げる。

「さあさあ、ふたりとも。ミカが淹れてくれた紅茶が冷めてしまうよ」

　そう声を掛けられ、リリアナたちはソファに戻り、紅茶をいただいた。

　これは……、ゲオルク様がお好きな……。

　カップから顔を上げて、ミカを見遣ると、ふっと微笑まれた。つられたようにリリアナも笑顔を返す。

　とっても美味しいのです……。

「そうだ、ゲオルクからも何か言ってやってくれないか」

　ジークがティーカップ片手に、ちらりとミカの顔を窺いながら深い溜息をついた。

「最近、ミカが屋敷の使用人を全員男に替えてしまってね。生活に張りがなくなってしまったのだよ……」

「それはすべて、父上の手癖のせいでしょう」

　ゲオルクが冷たく言い放って紅茶を口に運ぶと、ジークは唇を尖らせた。

「なんだい、なんだい、ゲオルクまで！　久しぶりに帰ってきたのにその言い草は！　リリアナ、こんな堅物と一緒に居てもつまらなくないか？」

「えっ、い、いえっ！」

　リリアナは思わず音を立てて、カップをソーサーに置いた。

「ゲオルク様はとってもお優しくて、とってもお強くて、いつも魔界のみなさんのことを気にかけてらっしゃってて、このあいだも、マギーさんのお子さんが毒沼に落としてしまった首飾りを、ゲオルク様は長い時間かけて探してくださって、見つかった時にはみんなして大喜びしたのです！　それに、ユニコーンと巨人族の娘さんが魔王城に駆け落ちしてこられた時には、ゲオルク様は娘さんのお父様に何度も説得に行かれて、おふたりはこのたび、無事に番になられることが決まったのですよ！　ゲオルク様と一緒に居ると、いつもとっても心があったかくなって、私、私、とっても……！」

「もうそれくらいでよい」

　興奮したリリアナを止めるようにゲオルクが咳払いをした。その眦が微かに赤い。

「その……ありがとう、リリアナ」

「いえっ、す、すみません！　私ったら、つい、力が入ってしまって……」

　もじもじと俯きながら、紅潮した頬を両手で隠すように覆う。

「はあ……」

　ふたりの様子を眇めた目で見て、ジークがまた深い溜息をついた。

「やっぱり、使用人のひとりくらい女の子を……」

「なりません」

　ティーワゴンの上を片付けながら、ミカがぴしゃりと言った。

　その時、明るい庭にふわりと漆黒のペガサスが下りてくる。しかもその後ろからは真珠色に輝く真っ白なペガサスもやってきていた。

「わあ、ユーリさんのお友達なのでしょうか？」

「行っておいで」

　リリアナがうずうずとしているのを察したのか、ゲオルクが優しくそう言ってくれる。

「はい！　ご挨拶してきますね！」

　リリアナは飛び跳ねんばかりにして応接間を走り出した。
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「いい子だな」

　ジークは窓辺に立つと、庭で二匹のペガサスと戯れるリリアナを見ながら言った。

「ええ」

　隣にやってきたゲオルクも頷く。

　ミカは気を利かせてティーワゴンを押して、部屋を出て行った。

　私に仕えるようになって、そう長い時をともに過ごしているわけではないのに、あれには本当に敵わない……。

　内心、クスリと微笑む。

「……しかし、おまえが妖精に証を付けるとはな」

「おわかりになりましたか」

　ゲオルクが驚いた眼差しを向ける。

「ああ、あの子からおまえの魔力が感じられたからな。証を付けるほどに、リリアナが可愛くて可愛くて仕方がないといった感じなのだろう？」

　ジークは横目で、揶揄うように言った。

「ええ」

　だがゲオルクは窓の外を見ながら、素直に頷く。しかも初めて見せる柔和な表情をしていた。

　リリアナは白いペガサスの鼻面に嬉しそうに頬擦りしている。

　これに、こんな表情をさせるなんて、な……。

　子供の頃のゲオルクは、いつも張り詰めた表情をしていた。

　自身の失態が、即、母親を責める材料となるからだった。

　ゲオルクの母・ケイトは生まれながらにして魔力を持たなかった。

　魔界には多種多様な種族がおり、一見多様性に富んでいるように見えるが、個々の種族内では、あらゆる理由でヒエラルキーが存在する。魔族であれば、魔力の強弱である。

　魔力のないケイトは疎まれ、迫害されていた。

　だがあれは、いくら虐げられても、世界の美しさを見出そうとする女だった……。

　ジークは暖炉の上のケイトの肖像画を見遣る。

　しかし族長であるジークが妻に迎えても、ゲオルクが生まれても、彼女への風当たりは強いままだった。ゲオルクが何かヘマをしようものなら、魔力のない母親のせいだと罵られた。

　外野の言うことなど意に介さないジークとは違い、繊細な優しさを持った子供時代のゲオルクはひとつの結論に辿り着いたらしい。

　自身が完璧になることで、母親を守ろうとしたのだ。

　早くにジークから族長を引き継ぐと、次には代表者となり、そして魔界の最高位である魔王に就任した。

　王位になど、微塵も興味のない男だったのに……。

　もう誰にも母には文句を言わせない。その背中から、そんな決意が滲んでいた。

　その結果、今では、魔力のなかったケイトを蔑む者は一人として居ない。

　そしてゲオルクは、世界も、自らの手で変えていこうとしている。

　ゲオルクが、生まれながらの能力や背負った過去を問わず、人員を魔王城に登用することで、しかもその者たちが生き生きと新たな力を発揮しているのを見て、人々の意識が変わってきたのだ。

　ゲオルクの『目指す世界』は確実に近づいてきている、ジークはそう感じている。

　その時、こちらに気づいたリリアナが満面の笑みで手を振った。ゲオルクも穏やかな眼差しで手を振り返す。

　そろそろ、自身の幸せも追い求めて欲しいと思っていたのだ。ふたりの様子に、ジークは心から安堵する。

　しかし、ゲオルクの選んだ相手が翅のない妖精とは……。

　種族や姿かたちには囚われず、彼女の美質を見抜いたのだろう。

　ゲオルクらしい……。

　だが、リリアナはあの無垢な笑顔の下にどんな過去や苦労を背負っているのか。ゲオルクのことだ、それも含めて、リリアナを愛していく覚悟があるに違いない。

　私はふたりを見守ってやることしかできんが……。

「ゲオルク、妖精は、翅に付いた鱗粉に自浄作用があり、その身を守っている。リリアナには翅がない分、おまえが守ってやるのだぞ」

「はい、父上」

　ゲオルクが力強く頷く。

　魔力に比例して、ケイトは身体が弱かった。早くに連れ合いをなくす辛さをゲオルクには経験して欲しくない。

「ジーク様、ゲオルク様。紅茶のお代わりをお持ちしました」

　扉が開かれ、ミカがやってくる。

　……だが今の私には、支えてくれる者がある。

「ありがとう、ミカ」

　ジークはソファに戻ると、カップを手に取り、ミカが淹れてくれた紅茶の香りで胸を満たした。
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　ジークとミカとともに屋敷を出て、村の入り口まで戻ってきた頃には、もう夕闇が迫っていた。ユーリと白いペガサスは寄り添って、別れを惜しんでいる。

「今度は私が城へ遊びに行こう。久々にヤンとチェスもしたいしな」

「はい、お待ちしています、ジーク様！　ミカさん、紅茶ごちそうさまでした」

　リリアナが頭を下げると、ミカは口元に淡い笑みを滲ませる。

「こちら、よかったら魔王城のみなさまでお召し上がりください」

　そしてゲオルクに小さな包みを手渡した。

「ああ、ありがとう、これは……」

「そうだ、リリアナ」

　ジークがちょいちょいと手招きをした。

「君に教えておいてやろう。私とゲオルクは、目元ともう一か所だけ、似ているところがある。どこだと思う？」

　リリアナが小首を傾げると、ジークは耳元に顔を近づけてきて、囁いた。

「ひとりの女性を一途に愛するところだ」

「……！」

「ゲオルクは昔から、大切なものを守るためには、自分のことをないがしろにして、無茶をするきらいがある。これからはどうか、君がゲオルクを守ってやって欲しい」

　ゲオルクと同じ、真摯で繊細な思いやりを持つ黒い瞳。

　やっぱり、おふたりはよく似てらっしゃるのです……。

「はい」

　しっかりと頷いたリリアナの肩に、ジークが温かな手を添える。

「リリアナ、またいつでもアストラケスに来なさい。ここはもう君の家でもある。君は我々の大切な家族なのだからね」

「かぞく…………」

　その言葉を口にした瞬間、泣きたいような感情が胸に迫る。目頭が熱くなり、リリアナは洟を啜り上げた。

「はい、ジーク様」

「あいだだだだだだ！　ゲオルク、何をする！」

「!?」

　驚いて顔を上げると、ゲオルクがジークの腕を掴み上げていた。

「父上こそ、リリアナに何をしたのですか！　泣いているではありませんか！」

「いや、これは違うのだ、誤解だ！　ゲオルク、腕を放せ！　おいっ！」

　ジークの悲痛な叫び声が、夕闇に響き渡った。
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　ユーリの背に乗り、藍色の空に駆け上がった。魔王城へ帰るのだと思っていたのに、ゲオルクが手綱を引いて向かった先は、山間に突き出た小さな岩場の上だった。

「ゲオルク様、ここは？」

「おまえは俺のことが知りたいと言っていただろう？」

　ゲオルクはそう話しながら、ユーリの背から降ろしてくれると、手を繋いだ。

「この岩場は俺が子供の頃、好きだった場所だ」

「……！　そうなのですか！」

　眼下にはアストラケス村の暖かな色をした灯りが、ポツポツと灯っているのが見える。

「ここはとても静かで、ほら、星がよく見える」

　ゲオルクの指先を伝うようにすっかり暮れてしまった空を見上げると、星が降ってきそうに煌めいていた。

「ほんとです……、手が、届きそうです……」

　思わず空に向かって手を伸ばす。

「子供の頃、辛いことがあった時には、ここでひとりよく泣いたものだ」

「え……！　ゲオルク様が……？」

　苦笑混じりに言ったゲオルクの横顔をリリアナは驚いて見つめる。ゲオルクは空を見上げたまま、過去に思いを馳せているように見えた。

　今のゲオルクの姿からはとても想像できない。

　ゲオルク様の優しさは、たくさんの哀しみを知っているからこそ……なのですね……。

　リリアナはここでひとり泣いていた小さなゲオルクを、抱き締めてあげたい衝動に駆られた。

『これからはどうか、君がゲオルクを守ってやって欲しい』

　リリアナは繋がれている温かな手をギュッと握った。するとゲオルクも力強く握り返してくれる。

　ゲオルクのふるさと、大事な家族、大切な場所、子供の頃の思い出……。

　今日は、ゲオルク様のことをたくさんたくさん知ることができたのです。私は、もっともっとゲオルク様のことが、好きになったのです……。

「リリアナ、」

　ゲオルクが静かな声で呼びかけてきて、こちらに視線を落とす。

「いつか、おまえのことも聞かせてくれ」

「……っ」

「焦る必要はない。おまえが話したくなるその時まで、俺は何年でも、何十年でも待つ」

「ゲオルク様……」

　リリアナのふるさとである、妖精の里のこと、家族のこと、傷だらけの背中のこと、そして、どうして里に帰れないのか──。

　思い出すだけで、胸が引き攣りそうになる。

　でも、ゲオルク様になら、いつか……きっと。

　リリアナはその温かな光を宿した黒い瞳に、こくりと頷いた。ユーリも勇気づけてくれるように鼻を鳴らす。

　再び夜空を見上げた。星々はリリアナたちを見守るように、優しく瞬いていた。




　＊＊＊




　アストラケス訪問から、数日が経った。

　ゲオルクは夕食後、残っていた公務を終わらせるため、執務室で書類に向かっていた。が、足りない資料に気づいて、ボガードの部屋へと向かう。

「……？」

　遊戯室の前を通った時だった。

『いやあ、リリアナちゃんは覚えが早いなぁ！』

　ボガードの声が聞こえ、ゲオルクは足を止めた。

　こんなところに居たのか……。

『ホウホウ。本当にリリちゃんは賢いのぉ』

『そんなことありません！　おふたりの教え方がうまいのです！』

　ヤンとリリアナの声も聞こえてくる。

　リリアナも居るのか。

「おい、ボガード、絶叫谷の資料だが」

　ゲオルクはノブを回しながら声を掛けた。

「ん？」

　ところが、扉には鍵が掛かっていた。

「おい、どうした、開けろ」

『え！　ゲオルク様!?　あ、もうこんな時間です！』

『ちょ、待ってください、ゲオルク様、今開けるっす！』

『ホウホウ！　これを！』

　ガタガタと慌てたように椅子を引く音や歩き回る音、ヤンのバタバタとした羽音がしたあと、ようやく扉が開かれる。

「おまえら、一体何をしていたのだ」

「あ、えっとこれは、」

　扉を開けたボガードを押し退けるようにして中に入ると、テーブルを挟んで、ヤンとリリアナが向かい合って座っていた。

「あ、あの、えっと、ヤンおじいちゃんとボガードさんに、チェスを習っていたのです！」

　そう言って、リリアナがゲオルクを見上げてぎこちなく微笑む。

「チェス、を……？」

　なるほど机上にはチェス盤が載っていた。しかし、ゲオルクはそれを見て途端に立ち眩みしそうになる。

　そのチェス盤は、初代魔王の即位百周年を記念して作られた、魔王城の至宝と呼ばれているものだったからだ。駒は一万年以上を生きた希少な魔木が使われており、もちろん観賞用である。

「どうなさったのですか？　ゲオルク様？」

「……い、いや、おまえが楽しんでいるのならばよい。それよりボガード、今度の視察の資料だが、一枚足りないぞ」

「うわっ、すんません、すぐに持ってくるっす！」

　ボガードが慌てて遊戯室を飛び出していく。

「ホウホウ。リリちゃん、では続きはまた今度じゃな」

「はいっ」

　ヤンが片目を瞑るとリリアナが神妙な顔で頷く。

　やけに熱心だな……。

　魔界チェス大会はまだ随分と先だろうに。

　ゲオルクは多少の違和感を覚えたものの、公務の続きをするため、自身も遊戯室を出たのだった。
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　翌日、ゲオルクが食堂で夕食を終えようとしていた頃だった。ダシールが珍しく心配そうな表情をして近づいてきた。

「ゲオルク様、リリアナ、まだ夕飯食べてない」

「……なに？」

　てっきり、自分が最後だと思っていた。

「わかった、俺が見てくる」

　ナプキンで口元を拭うと、立ち上がった。

「リリアナは一体何をしているのだ……」

　何か起こったのではないか、という心配と、何かしでかしてはいないか、という不安。

　首を傾げながら廊下を歩く。リリアナの自室に辿り着き、扉をノックした。

「おい、リリアナ、部屋に居るのか？」

『は、はいっ！』

　すぐさまリリアナの声が聞こえ、安堵する。

「まだ夕飯を食べていないのだろう？　ダシールが心配していたぞ」

『あ！　す、すみませんっ！　すぐに行きます！』

　しかし、リリアナはそう返事をしたのに、なかなか扉は開かない。

「おい、どうした、何かあったのか？」

『い、いえ！』

　やっと扉が開き、慌てた様子のリリアナが出てくる。その背後に文机が見えた。急いで何かを詰めたのか抽斗が僅かに開いている。

「何をしていた？　遅くなるなら、ダシールに夜食を持ってくるよう言ってくるが」

「だ、大丈夫なのです！　すぐにお夕飯いただいてきます！　わざわざ呼びに来てくださり、ありがとうございました！」

　頭を下げると、リリアナは食堂へ向かって一目散に走り出す。

「……？」

　ゲオルクはその後姿を見送りながら、また微かな違和感を覚えた。

　何やら、避けられたような……。

「まあ、何もなかったのならば、よいか」

　自身を納得させるように顎髭を撫でながら、ゲオルクも自室に向かった。




　　　＊




　予定より随分と早い、昼過ぎには絶叫谷の視察は終わった。同行してくれたドワーフと別れ、城内へ戻る。その足でゲオルクは厨房へと向かった。

「ダシール、」

　包丁で葉物を刻んでいたダシールを見つけて声を掛ける。

「ドワーフにメンドールの卵をもらったんだ。使ってくれ」

　籠を手渡すと、ダシールの尻尾が嬉しそうに左右に揺れた。

「プリン、作る。リリアナ、好き」

「ああ、そうしてくれ。リリアナはここには居ないのか？」

　最近リリアナはよくダシールの手伝いをしている。

「書斎、……あっ」

　答えてすぐ、ダシールは「しまった！」といったふうに口元を押さえた。

「どうした？　リリアナが書斎とは珍しいな。何をしている」

　訊ねても、片手で口を押さえたまま、ダシールは顔を横に振る。初めて見せるその慌てた表情にゲオルクは何かを感じ取った。

「……書斎だな？」

　そう繰り返し、ゲオルクはすぐさま踵を返した。

　あいつは先ごろから、何をしているのだ……？

　近頃感じていたリリアナへの違和感が再び頭をもたげてくる。

　遊戯室での慌てた様子。扉が開かれるまでの僅かな時間。夕食を忘れるほど夢中になっている何か。そして、文机に詰め込まれたもの──。

　リリアナが俺に隠し事……？　まさか。

　しかし、ゲオルクに隠さなければならない何かがあったとしたら、自身の力不足のせいだ。それに、リリアナが何かを抱えて相談もできないのでいたらと思うと心配が募った。

　ゲオルクの足はしだいに速くなる。階段を上がり、廊下を歩き抜け、書斎の扉に手を掛けた。

「おい、リリアナ、居るのか？」

　声を掛けながら、一気に開いた。

「ゲオルク様！」

　中にはリリアナの他に、ヤンとボガードも居た。三人が驚きの顔でゲオルクに視線を向ける。

「え、もう帰ってきたんすか!?」

「ホウホウ！　なんと！」

　ヤンがリリアナの座る書斎机の周りをバタバタと飛び回った。

「ここで一体何をやっているんだ」

「あ、あの、これはっすね」

　ボガードがゲオルクの前に進み出てきて、まるでリリアナをその背に隠すように大きく腕を広げた。

「ホウホウ、ゲオルク様、リリちゃんは……！」

「ボガードさん、ヤンおじいちゃん、できあがったのでもう大丈夫なのです！」

「……？」

　リリアナは何かを掴むと、すっくと立ち上がった。

「ゲオルク様、隠していて申し訳ありません！　これを、ゲオルク様に差し上げたかったのです」

　そして、大きく頭を下げて、両手をゲオルクに向かって差し出す。そこには真っ白な封筒があった。

「これは？」

「ゲオルク様への、お手紙なのです」

　少しばかり不安そうな面持ちでリリアナが口を開く。

「実は、おふたりから習っていたのはチェスではなく、魔界の文字なのです」

「文字……？」

「ゲオルク様、すんません！　おいらが内緒にしようって言ったんす！　せっかくならゲオルク様をびっくりさせようって」

「そうか、リリアナは手紙を書いていたのか……」

　ようやく事実がわかって、ゲオルクは胸を撫で下ろした。そして、その手から封筒を受け取ると、リリアナの表情も和らぐ。

「ありがとう、リリアナ。読んでもよいか？」

「はい、もちろんです！　あ、でも、目の前で読んでいただくのは照れてしまいますので、私はダシールさんのお手伝いに行ってきますね！」

　そう言って、恥ずかしそうに頬を染めたリリアナは、パタパタと書斎から走り出ていってしまった。

「リリちゃんはですな、」

　その背を見送り、ヤンが机の上にとまった。散らばった紙と羽根ペンを見下ろして感心した口調で言う。

「少しでもゲオルク様のお手伝いをしたいと、わしに頼んできたのですじゃ」

「……俺の手伝い？」

「手紙ってのは建前っすよ。魔界の文字が読み書きできたら、ゲオルク様の公務を少しでも助けられるんじゃないかって」

「あの子が妖精の里でどんな生活をしてきたのかはわかりませぬが、これまでは学ぶ機会がなかっただけで、驚くほど賢い子ですじゃ。今後、ゲオルク様を支える優秀な人材となるに違いありません」

「そうっすよ、書き文字はまだまだっすけど、読むのはもう完璧っすからね！　理解力も抜群で、『魔物の生態学』を読み終えて、今は『魔界の薬草学』に挑戦中なんすよ！」

「そうか……」

　リリアナが時間を忘れるほどに没頭していたもの。それはもしかしたら、文字の練習か、本を読んでいたのかもしれない。

　リリアナの努力にゲオルクは胸が熱くなる。

「ヤン、ボガード、リリアナを助けてくれて、感謝する」

　ふたりに礼を言うと、ゲオルクはカサリと音を立てて封筒から便箋を取り出した。

『ゲオルクさまへ』

　確かにまだ拙いが、丁寧な魔界文字が並んでいる。

　リリアナが覚えたての文字で初めて書いてくれた手紙。

　これは魔王城の宝として代々受け継がねば……。

『あらためて、ゲオルクさまにお礼をお伝えしたいと思い、はじめてのおてがみを書きます。森でわたしを助けてくださってありがとうございました。まおうじょうにいてもいいと言ってくださって、ありがとうございました。まおうじょうでみなさんとすごす毎日は本当に、本当に幸せなのです。わたしはもっともっと、べんきょうして、ゲオルクさまのおやくに立ちたいです。わたしは』

「ふむふむ？　わたしはゲオルクさまのことが……」

「おいっ、なんでおまえまで読んでいる！」

　隣から覗き込んでいたボガードに気づき、ゲオルクはすぐに手紙を隠す。

「え、いいじゃないっすか！　減るもんじゃなし！」

「減るわ！　それにこれは俺宛てだ！　なぜおまえに見せなくてはならんのだ！」

　頭上高く持ち上げたが、それでも見ようとボガードがピョンピョン飛び跳ねる。

「いいなー、おいらもリリアナちゃんからの手紙欲しいなー、書いてもらおっかなー」

「何をっ!?」

　その時、バンッと大きな音を立てて、扉が開かれた。

「ゲオルク様！」

　駆け込んできたのは、アーサーだった。白い顔がさらに蒼白になり、こめかみに汗が流れている。

「どうした」

「今、境界のケルベロスから連絡があったの」

　ゲオルクの顔が途端に険しくなった。

「人間たちが、進軍を開始したって……！」








第七章　出陣









　会議室は騒然としていた。代表者の面々が続々と駆けつけている。

「これが宣戦布告状よ」

　上座に着いたゲオルクに、アーサーが真っ青な書状を手渡す。

　そこには、ゲオルクによるルイへの暴行と、会談を無断で欠席した非礼に対する非難が、長々とあげつらわれていた。また、それ故、人間軍の侵攻は正当であると言い放ち、もし止めたければ、魔界側の完全降伏を要求。さらに──。

　最後の一文を読むと、ゲオルクは嫌悪の表情になり、奥歯をギリっと噛み締めた。

「お待たせしたっす！」

　ボガードが水を張った大きな石椀を抱えてやってくる。テーブルに置くと、ゲオルクはその水面に手を翳した。揺れが静まり、鏡面のようになると、銀の鎧を着た夥しい数の兵士たちが、魔界の森の先まで迫ってきている様子が映し出された。その後ろには槍隊や弓隊、華美な馬具を装備した騎馬隊も居並び、紋章が描かれた大きな旗があちらこちらではためいている。最後列には、派手な輿に乗ったルイの姿も見えた。

『千せん里り椀わん』と呼ばれるこの石椀は、魔石で作られており、ゲオルクの魔力によって世界のあらゆる場所を映し出すことができるのだ。

「人間軍の数は？」

「ざっと二十万」

　アーサーが答える。

「ホウホウ。この短期間でこの軍備、この軍勢。これはやはり……」

　ヤンが片眼鏡の奥の瞳を鋭くした。

「ああ。すべては、最初から仕組まれていたな」

　ゲオルクは髭を撫でながら、その言葉の先を呆れたように継ぐ。

　ルイがゲオルクを招待した真意がやっとわかった。やはり、友好のためではなかったのだ。

　ルイは人間界の王座だけでは飽き足らず、魔界の王座をも手に入れるため、虎視眈々と準備を推し進めていたのだろう。きっと晩餐会の翌日の会談には、ゲオルクの失態を誘引する、何かしらの罠が仕掛けられていたに違いない。魔界に攻め入る理由を拵えたかったのだ。

　だが、リリアナを巡る一件で、計画は頓挫した。けれど、それをも恰好の材料として、ルイはこうして攻めてきたのだ。

「リリアナへの所業は棚に上げて、よくも！」

　ゴルゾーネが涙ながらに拳をテーブルに打ちつけた。彼女の頭に生えている蛇たちがシャーッと威嚇するようにあたりに舌を伸ばしている。

「俺たちはゲオルクの指示に従うぜ」

　大きな牛の頭を持つミノタウロスのダイダが鼻息荒く言うと、一同が頷いた。

「おれもだぁ」

　窓の外から大きなひとつ目が覗く。巨人族のポリュペだ。

「戦に出られる魔物は全部でどれだけだ」

　ゲオルクが訊ねると、アーサーは渋面になり、腕を組む。

「寄せ集めで五万がいいところね」

　しかしその答えを聞いたゲオルクは不敵に笑った。

「充分だ」

　そして、宣戦布告状を破り捨てる。

　その最後の一文には、こう書かれていた。

『妖精・リリアナを差し出せ』と──。

「魔界軍は人間軍を迎え撃つ」

　ゲオルクは立ち上がり、漆黒のマントを翻した。

「みなの者、出陣だっ!!」

　人間たちはとうとう、魔王の逆鱗に触れたのだ。
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　リリアナは自室の窓から眼下に広がる森を見つめていた。その両手は震えを止めるため、きつく握り締められている。

　あの森の向こうには、もう……。

『人間たちが攻めてくる』

　その情報はあっという間に城中を駆け巡り、マギーはじめ、通いの魔物は巣へと帰された。代わりに代表者たちがやって来ていて、魔王城はいつもとは違う喧騒に包まれている。

　会議室では現在、魔界側の対応を決める会議が行われているはずだ。

『おまえは余に何をしたかわかっているのか？』

『このようなことをしてタダで済むと思うなよっ』

　ルイの激昂した声が、リリアナを責めるように頭の中で鳴り響く。

「……わ、私のせいで、魔界と人間界が……ううっ」

　我慢していた涙がみるみる込み上げてきて、ボロボロと零れた。

　私があのとき拒まなければ、こんなことにはならなかったのです……。

　手の甲で涙を拭う。それでも次から次へと涙は溢れてくる。

　後悔と不安と恐怖。

　私は、なんてことをしてしまったのでしょう……！

　その時、外からガヤガヤとした声が聞こえてきた。張り付くようにして窓から見下ろすと、ゲオルクをはじめ、代表者たちが続々と玄関を出てきているのが見えた。ボガードやアーサーの姿も見える。

「会議が終わったのですね！」

　リリアナは部屋を飛び出した。長い廊下を走り、玄関ホールの階段を駆け下りる。そして息を弾ませながら扉を開け、外に出たが、そこにはもうゲオルクたちの姿はなかった。

「ホウホウ」

　ヤンがこちらに飛んでくる。

「ヤンおじいちゃん！　ゲオルク様たちは……!?」

　リリアナの腕にとまったヤンが厳かに言う。

「出陣なされた」

「……えっ」

「人間軍はもう、目と鼻の先まで迫っておるからな」

　愕然とした。

　魔界側は人間たちを迎え撃つことに決めたのだ。

　これから、人間との戦が始まる。

　リリアナはその場に頽れそうになった。

「……あっ、ボガードさんは？　アーサーさんはどちらに!?」

　リリアナはふたりも居ないことに気づき、焦って、辺りをキョロキョロと見回す。

「ふたりともゲオルク様と一緒じゃ。ボガードはあれでいて、腕っぷしはなかなかのものなんじゃ。アーサーも蝙蝠に変へん化げして諜報活動に勤しむのだよ」

「……そんな……おふたりまで……」

「リリちゃん、心配は無用じゃ」

　途方に暮れた声を出すリリアナの肩を、ヤンが羽でさすってくれる。

「ゲオルク様は温厚な方じゃからあまり知られてはおらぬが、その戦闘力は魔界随一と言われるほど凄まじいものなんじゃ。人間たちはゲオルク様に戦を挑んだことを、きっと後悔するじゃろうよ」

「で、でも……」

　リリアナが言い掛けた時、背後の扉が開いた。出てきたのは、自身の背丈より長い弓を持ち、たくさんの矢が入った矢筒を背負ったダシールだった。

「っ！　まさか、ダシールさんも戦に行くのですか!?」

　リリアナは縋るようにその腕を掴む。するとダシールはいつもより硬い表情でリリアナを見下ろした。

「俺、本当は怒ってた」

「……え？」

「ルイが、リリアナにしようとしたこと」

　その声音はいつものように静かだったが、内側にふつふつとした怒りを感じた。

「ダシールさん……」

「だから、俺、行く」

　そう言い切ると、ダシールはリリアナの手を離した。

「待ってくださいっ、ダシールさん！」

　呼び止めるが、ダシールは振り返らなかった。蹄の音を立てて門扉を抜け、森へと駆けていく。

「みんな、みんな、行ってしまうのですね……」

　小さくなる背中を見つめながら呟くと、涙で視界が歪んだ。

　ゲオルクとルイが朗らかに盃を傾け合っていた晩餐会の様子が思い出された。

　もう、遥か昔のことのように思える。

　両世界の千年もの平穏が、今、崩れ去ったのだ。

　私のせいで……。

「リリちゃん、我々はゲオルク様を信じて、待つしかないのじゃ」

　ヤンの毅然とした言葉に、リリアナは嗚咽を堪えて、目元を腕で拭った。
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　陰鬱な雲が垂れ込めてきて、霧雨が降り出した。辺りは仄暗い。

　巨人ポリュペの肩に乗って進軍していたゲオルクは、魔界の森が途切れたところで、ケルベロスと合流した。

「地上は任せた！」

　叫んで、マントを漆黒の翼へと変えると、ぶわりと風に乗った。

「おうよ！　任せとけ！」

「無理すんなよっ」

「奴ら、食いちぎってやる！」

　三頭それぞれの返事が聞こえる。ゲオルクは、上空を飛ぶドラゴンの群れの先頭に陣取った。

　空には赤、青のドラゴンの他、グリフォンやハーピー、そしてペガサスら魔獣たちが耳をつんざくような奇怪な高い声を上げて飛び回っていた。地上では思い思いの武器を手にしたミノタウロスやケンタウロス、そして荒々しく土を蹴るユニコーンの群れが前線を構え、狼男や魔族、ドワーフなどがそれに続き、殿しんがりを巨人族が務めている。下級の魔物たちもその背後に続々と加勢しにやってきていた。

　前方には人間軍が、砂煙を巻き上げながら行進してくるのが見える。

「魔物たちよ、聞け！」

　ゲオルクは目を赤く光らせ、咆哮した。

「どうやら人間どもは、この千年で我々の恐ろしさを忘れてしまったらしい！　今後再び千年、魔界に手を出そうなどという馬鹿な思いを抱かぬよう、あいつらに、魔物の力をとくと味わわせてやれええええええええ！」

　ゲオルクの扇動に応じ、魔物たちの全身からは真っ黒な魔煙が立ちのぼる。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　地鳴りのような恐ろしい雄叫びを背に、ゲオルクは自ら先陣を切った。
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　誰も居なくなった城内は不気味な静けさに包まれていた。元々広い城が、さらに広く感じられる。

　ヤンは魔鳥の会の子供たちの様子を見に、セレーネまでもが、人間界と接する海域に行き、「歌でも歌うわ」と池の中へと泳いでいってしまった。

　リリアナは一旦自室に戻ったが、どうしても落ち着けず、また前庭にやってきた。

　人間たちは最新の装備に身を包み、大群で押し寄せていると聞く。

　ゲオルク様に、魔物のみなさんに、もし、何かあったら……。

　目を真っ赤にして洟を啜りながら、リリアナはうろうろと辺りを歩き回る。

　魔界は、人間界は、これからどうなるのだろう。

　魔界の森の果てはここからは見えず、何の音も聞こえず、戦況はまったくわからなかった。ただ、リリアナの心を写し取ったかのような暗い雨雲が、森の上空をじわじわと浸食するように広がっていくのが見えるだけだ。

　その時、箒に横乗りをした女性が上空を滑るように飛んでくるのが見えた。漆黒のマントの下には赤いドレスの裾が翻っているのが見える。箒の後部にはたくさんの薬草が入った籠が取り付けられていた。

「ニキータさん！」

　リリアナは思わず叫んでいた。もしかして、戦地に薬草を運ぶのだろうか。リリアナは魔界の薬草学を学び始めたところだ。

　私にも何か手伝えることがあるかもしれないのです……！

　リリアナの声に気づいたのか、ニキータはふとこちらを見下ろすと、下降してきた。

「ニキータさん、あの、私も」

　だが箒から降り立ったニキータは、リリアナの言葉を遮るように、キッと鋭い視線を投げ付けてきた。

「何もかも、あなたのせいよっ！」

「……っ」

　その迫力に思わず身を竦める。

「これまで魔界と人間界はうまくやってきたのに、戦になるなんて……！　宣戦布告状に書かれていたことをあなたは知ってる？　ルイが欲しているものを！」

　ニキータはイライラとした口調でリリアナに詰め寄ってくると、鼻先に人差し指を突き付けてきた。

「あなたなのよ!?」

「え…………」

「あなたを差し出せば、戦にはならなかったかもしれないのに、ゲオルクはそれを拒んで……」

　ニキータは魅惑的な唇を悔しげに噛んだ。

「そもそもあなたがルイを誘惑したんじゃないの!?　あなたさえ、あなたさえ魔界に来なければ、こんなことにはならなかったのに……！　あなたは厄災よっ！」

　そう言い放ったニキータの美しい顔が憎悪に歪んだ。

「……っ」

　リリアナはよろよろと後退る。

　厄災……。

『おまえは厄災だっ』

　茫然としているリリアナを置いて、ニキータは再び箒に乗ると、空に飛び去って行った。

　湿り気を帯びた風が強くなってくる。恐ろしい呻き声のような葉擦れの音がリリアナを押し包んだ。

　私は……どうすれば、どうすれば、どうすれば。

　ぐるぐると同じ質問が頭の中を巡る。

『何もかも、あなたのせいよっ！』

　ギュッとワンピースの胸の辺りを掴んだ。苦しくて苦しくて、喘ぐように息をする。

　馬のいななきが聞こえ、空を振り仰いだ。真っ白なペガサスが空を駆け下りてくる。

「あなたは……！」

　アストラケスで出会ったユーリの友達のペガサスだった。

「どうしたのですか!?」

　ペガサスはリリアナの隣に降り立つと、その口に咥えていた紫色の果実を地面に置き、物悲しそうな顔で森の向こうを見た。

「もしかして、ユーリさんに……？」

　ユーリも前線に向かったのだ。胸を衝かれた。喉奥が痛くなり、涙が込み上げてくる。

「……ひっ、うっ」

　泣いている場合じゃない。

　わかっているのに、溢れてくる。ペガサスが慰めるように、その鼻先を押し付けてきた。

『ゲオルクは昔から、大切なものを守るためには、自分のことをないがしろにして、無茶をするきらいがある』

　ジークの声が蘇ってくる。

　ゲオルクにとって魔界は、何より大切で、無理をしてでも絶対に守りたいものに決まっている。

　私にとってもです……！

　魔王城の魔物たちの顔が次々と浮かんだ。

　ヤン、ボガード、ダシール、アーサー、セレーネ。それにマギーやファイたちをはじめ、魔王城で働くたくさんの魔物たち。

　リリアナにとって、初めてできた大切な仲間。

　それに、ジークとミカ。

『君は我々の大切な家族なのだからね』

　……私は魔界のみなさんに、たくさんのものをいただいたのです。

『これからはどうか、君がゲオルクを守ってやって欲しい』

　リリアナは腕でごしごしと目元を擦ると、顔を上げた。心が、決まったのだ。

「ペガサスさん、お願いが、あるのです」




　　　＊




　リリアナは前庭にペガサスを待たせて、自室に駆け戻った。そして文机に座り、抽斗を開ける。『魔界の薬草学』の本が見えて、また涙が込み上げてきた。もう、続きを読むことはないのだ。

　本の下から便箋を一枚取り出すと、リリアナは振り切るように抽斗を閉めた。

　大きく息を吸って、吐いた。それでも嗚咽が込み上げてくる。

　羽根ペンにインクを含ませると、震える手でゲオルクへの手紙を綴り始めた。

　この覚えたての文字を使って、もっともっとゲオルクの役に立ちたかった。もっともっとたくさんの本を読んで学びたかった。

　ポタリと涙が便箋に落ちて、インクが滲んでしまう。

　手の甲で何度も頬を拭いながら、短い手紙を書き終えると、立ち上がった。

　ゲオルク様を、魔界を、守るために、私にできることは……！

　リリアナは部屋を出る前にもう一度、室内を振り返った。真っ白な便箋が机上に置かれている。

「……さようなら、大好きなゲオルク様」

　囁いた声と想いを封じ込めるように、扉を閉めた。
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　戦況は最悪だった。

「第百四歩兵隊、壊滅しました！」

「第二十一槍隊、撤退しております！」

　ルイは陣中に次々ともたらされる悲惨な報告を苦々しく聞いては、床几に怒りをぶつけた。

「誰が撤退を許した!?　魔物など皆殺しにしてしまえっ！　どうせ兵など使い捨てだ！　最後の一兵まで戦わせるのだっ！」

　千年前の戦より、軍備も兵の質も格段に進歩しているはずだった。数年を掛けて準備を推し進め、確実に勝利を得られる算段だった。

「それなのに……っ」

　ギリギリと歯ぎしりをする。

「あの魔王のせいだ！」

　先頭で奮戦するゲオルクの戦力は一騎当千、いや、万に値した。しかも魔物を初めて見た兵士たちは、その異形の姿と暴虐を尽くす戦いぶりに恐れ戦き、戦線を離脱する者が続出しているのだ。

「脱走兵は見つけ次第、その場で処刑だ！」

　ルイは狂ったように叫びまくる。

　だが、いくら人間の法を持ち出したところで、魔物から与えられる根源的な恐怖には敵わない。

　この恐怖を薄れさせ、軍を整備し直すには、今後百年単位の時間が──もしかしたら、また千年かかるかもしれない。

　さらに状況の悪化に追い打ちをかけるように、暗黒色の空からは大粒の雨が降り出していた。

「ルイ陛下、我が軍の被害は相当なもの。もうこの陣も危のうございます。せめて休戦を申し出て、軍の立て直しを図っては」

　ディミトリが冷静な顔で進言してくる。

「何を言う！　何も手に入れずにおめおめと引き返し、余に恥をかけと言うのか!?」

　目を剥いて胸倉を掴み上げたその時、ずぶ濡れの伝令が駆け込んできた。

「陛下、申し上げます！　先ほど羽馬に乗って、この女が陣営に飛び込んで参りました！」

　長い金髪の女が、両手を背後でまとめられた状態で無理やり前に押し出される。

「……っ！　おまえは」

「羽馬はこの女が逃がしてしまいました！」

「羽馬などどうでもよいっ」

　ルイは魅入られたように女の前に立つと、その顎をぐいと掬い上げる。濡れそぼっているが、息を呑む美しさだった。

「……おまえは、ゲオルクの妖精……リリアナではないか。どうしてここへ？　ゲオルクの差し金か？」

「い、いえ、違います！　私がひとりでやって来たのです！　お、お願いです、ルイへいか！　どうか、どうか、魔界との戦をおやめください！」

　リリアナは震えながら涙目で訴えてくる。

「そのためなら、わ、私は、どうなってもよいのです……！」

「…………ふふっ、はは、ははははははは！」

　ルイは歓喜に満ちた顔で高らかに笑い、両手を広げて天を仰ぐ。

「余はとうとう手に入れた……！」

　魔界の王位は手に入らずとも、ゲオルクの寵愛する妖精を我が物とし、鼻を明かしてやることはできたのだ。

「ただちに軍を引け！　余は宮殿に戻る！」

「はっ！」

　ディミトリたちが急ぎ陣を出て行く。

「おまえの願い通り、戦をやめてやったぞ？」

　恩着せがましく言って、ルイはリリアナの細い腰を抱き寄せた。ビクリとその小さな身体が揺れる。だが、逃げ出すようなことはなかった。

　リリアナのその怯えた様子はルイの嗜虐心をこれでもかと刺激する。

　──我が生涯で唯一手に入らなかった女。

「……今度こそ、たっぷりと可愛がってやろう」

　雨で金色の髪が張り付いた頬を撫でてやりながら、ルイは再び込み上げてくる笑いを堪えることができなかった。
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　もうすぐ陽が昇る。雨も降り止み、爽やかな早暁の空気がゲオルクを包んでいた。

「それにしてもゲオルク様の一撃、正直、引くレベルだったわね」

　アーサーが怯えたように自身を抱き締めた。

「おいらはゲオルク様の力は知ってたっすけど、ダシールの弓の正確さにはマジでビビったな！」

「いつも弓矢で、食料の獣、捕まえてる」

　興奮した面持ちのボガードに、ダシールが何でもないと言ったふうに答えた。

　参戦してくれた魔物たちがそれぞれの地へと帰還し、負傷者の手当てを手伝ってくれたボガード、アーサー、ダシールとともに、ゲオルクも魔王城への帰路に着いていた。みな、多少の怪我はしたものの、すこぶる元気である。

「それにしても、人間軍はどうしていきなり撤退したのかしら」

　アーサーが不思議そうに首を捻る。

　ゲオルクにもそこがわからなかった。

　ルイの性格から言って、自ら撤退するとは……。

　数では劣勢だった魔界軍だが、ゲオルクをはじめとする圧倒的な戦力により、人間軍をかなりのところまで押し込んだ。しかし人間たちは、魔物のどんな攻撃を食らっても徹底抗戦の構えを崩さなかったのに、停戦の申し入れすらせず、突如として全軍を撤退させ始めたのだ。

　結果、魔界側の勝利で戦は終わった。

　ゲオルクの命で追撃することはせず、人間の居住地に踏み込むこともしていない。そのまま人間界を制圧することもできたのだが、ゲオルクはそれを望まなかった。

「だがあれ以上、お互いに被害が出ずに済んでよかったではないか」

「それもそうね。これでルイも懲りたでしょ」

　アーサーが呆れたようにふんと鼻を鳴らす。

　これだけの恐怖と損害を与えておけば、ゲオルクの目論見通り、再び魔界に手を出そうなどとは今後千年、夢にも思うまい。

　……それだけでよいのだ。

　表門を潜り、玄関へと近づくと、リリアナがゲオルクのために刈ってくれた、小鹿型の植木がいつものように出迎えてくれた。その枝は伸びていて、さらに何の生物かわからなくなってきているが、ゲオルクの心を心底和ませてくれる。

　城内へと戻り、ボガードたちと別れると、ゲオルクはまっすぐにリリアナの部屋へと向かった。

　歩きながら、ゲオルクは胸ポケットに触れる。そこには、リリアナからもらった手紙が入っていた。戦の間もリリアナを感じていたかったのだ。

『わたしはゲオルクさまのことがだいすきです』

　手紙の最後には、そう書かれていた。

　──俺もだ、リリアナ。おまえが好きだ。

　直接、リリアナの目を見て伝えなければ。

　リリアナのことをどんなに大切に想っているのかを──。

　先日、セレーネから苦言を呈されたのだ。

『ゲオルク様はリリアナにちゃんと想いを伝えてらっしゃるの？　あの子、証の意味もよく知らなかったんですよ？』

　俺の好意は、とうにリリアナに伝わっていると思っていたのだが……。

　好いていなければ、証を付けるどころか、そもそも口づけすらするはずがないのだ。

　ゲオルクは首筋を掻いて苦笑する。

　敢えて想いを口にするという行為はゲオルクにとって気恥ずかしいものだが、それでリリアナが安心するというのなら、いくらでも言ってやろうと考えを改めた。

　それに、ゲオルクの番になったということは、リリアナは魔王の妻となったのだ。人間との戦が終わり、リリアナを狙うルイの毒牙も退けることができた今、ゲオルクはリリアナを魔界中に披露する宴を催そうと考えていた。

　そうすればリリアナも心置きなく、この魔界で生きていくことができよう……。

　リリアナはまだ、自身の過去を話してはくれない。だが、例えどんな過去があったとしても、リリアナにとって心のよりどころとなる居場所があれば、前を向いて生きていけるはずだ。

　魔王城が、ゲオルクの隣が、そんな場所になってくれればいい。

　……それに、何があっても、俺はずっとリリアナの傍に居る。

　長い時を生きてきたが、ゲオルクがこんな気持ちになったのは、初めてだった。

　リリアナの自室の前に辿り着き、扉をノックした。しばらく待つが、返事はない。

「リリアナ、まだ眠っているのか？」

　遠慮がちに声を掛ける。ゲオルク自身もこんなに早く戦が終わるとは思ってもみなかったのだ。

　ノブに手を掛けた。鍵はかかっていない。リリアナに早く会いたいという想いが高じて、その扉を開ける。

　──だが、部屋の中は空だった。

　マギーの巣にでも行ったのか……？

　ゲオルクは扉を閉めようとして、文机の上に真っ白な便箋が置かれているのに気づいた。近づいて、手に取ってみる。

『ゲオルクさまへ』

　それはまた、ゲオルクへ宛てたリリアナからの手紙だった。

「──っ」

　その文面をなぞったゲオルクの双眸が、見開かれる。

『ようせいの里へかえります。今までありがとうございました。さようなら』

　素っ気ないとも言えるそれらの文字は、所々、インクが滲んでいた。

「リリアナ…………」

　ゲオルクは便箋を手にしたまま、リリアナの居なくなった部屋でひとり、虚空を見つめてその名を呼んだ──。
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　ずぶ濡れだったリリアナは、宮殿の女官たちの手によって湯浴みされ、身体中に香油を塗られ、髪を梳かれ、豪奢な緑色のドレスに着替えさせられた。そして、ルイの寝室に案内されたのだった。

「ルイ陛下がお越しになるまで、しばしお待ちください」

　女官が頭を下げてしずしずと去っていく。

　魔王城のリリアナの自室の四倍はありそうな部屋の入り口で、リリアナは手を握り締めて立ち尽くした。

　中央には、リリアナが十人は寝ることのできそうなベッドが鎮座している。四本の金の柱に支えられ、枕も、上掛けも、黄こ金がね色に輝いていた。ヘッドボードの上の壁には、紋章の描かれた大きなタペストリーが飾られている。

　リリアナは緊張のあまり、喉を鳴らして唾液を呑み込んだ。

　着せられたドレスの裾は床に引き摺るほど長く、胸元は深く抉られたようなデザインで、リリアナの真っ白な双丘が零れそうに盛り上がっている。

『おまえの願い通り、戦をやめてやったぞ？』

　魔界と人間界の戦は終わったのだ。それだけが、今のリリアナの心を支えていた。

「私は、私にできることをするのです」

　リリアナは顔を上げると、震える足を室内に踏み入れた。
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「はあ……」

　執務室の窓から外を見ながら、ボガードがもう何度目かの溜息をついた。

「リリアナちゃん、今頃、里で何してるっすかねぇ。最後にお別れを言いたかったな……」

　ゲオルクも書面から顔を上げ、窓の外に広がる青空に目を向ける。先ほどから仕事はまったく進んでいなかった。

　リリアナの居なくなった魔王城は、火が消えたようだった。城内の魔物たちはみな、リリアナのことばかり話している。

　その時、キイッと控え目な音を立てて扉が開かれた。ヤンが飛びもせず、床をトボトボと歩いてくる。

「ホウホウ。ゲオルク様……」

　黄色い瞳がゲオルクを哀しげに見上げた。

「リリちゃん、元気にやってますよね？　ご飯は食べてますよね？」

「おまえも手紙を読んだだろう。リリアナは自ら帰ったのだ。元気でいるはずだ」

　自分自身にも言い聞かせるように、ヤンに言い含める。

「そ、そうですよね？　そうに決まってますよね？　リリちゃんみたいなあんないい子、里のみんなが帰りを待っていたに決まってますもんね！　きっと今頃、家族やお友達と楽しくやってますよね！」

「ああ、リリアナにとっては里が一番に決まっている」

　ゲオルクはヤンを安心させるように、そう返事をしてやった。

『おまえが居たいのなら、好きなだけ居るがいい』

　ゲオルクはリリアナにそう言った。だからいつ魔王城を出ていこうが、リリアナの自由なのだ。

　けれどゲオルクは、リリアナが里に帰れない事情があるように思っていた。

『おまえはもう、妖精の里に帰ってよいのだぞ？』

　ゲオルクがそう言ったとき、リリアナの顔が強張ったのを見逃さなかった。そもそも、リリアナが魔界の森に居た理由もわからない。だがリリアナは、自ら望んで里へ帰ったのだ。

　……抱えていた問題が解決し、帰ることができたのだとしたら、喜ばしいことではないか。

　もしかしたら魔界と人間界の争いを怖れ、里へ戻る決意をしたのかもしれない。そうだったとしても、もう二度とリリアナが人間に襲われる心配もなくなったのだ。

　……安心ではないか。

　ジークも言っていたが、リリアナには翅がないせいで自浄作用がない。妖精の里で仲間たちと暮らすのが、彼女の身体にとっても一番なのだ。

　俺が願うのは、リリアナの幸せだけだ。リリアナが幸せに暮らしているならば、それでよい……。

　ゲオルクが自分の想いを抑え込み、そう結論付けた時、ヤンが執務机に飛び乗ってきた。

「そうですじゃ、ゲオルク様！　千里椀で、リリちゃんの里での様子を見せてくださいませぬか!?」

「お、ヤンじいさん、いい思いつきっす！　おいらも見たいっす、ゲオルク様！」

　ボガードまでが詰め寄ってくる。

「そんなことをしていたら、いつまで経ってもリリアナのことを忘れられないではないか」

「いえいえ、たった一度、一目見るだけでよいのです！　お願いですじゃ、ゲオルク様！　見せてくれるまで、わしはここから動きませぬ！」

　ヤンが散らばっている書類の上にどっかりと腰を下ろした。その尻の下で書類がしわくちゃになっている。

「お、おいっ、だが、妖精の里の中までは千里椀の効果は」

「今ならまだ、魔界に居たリリちゃんの周囲くらいなら見えるはずですじゃ！」

「おいらからもお願いするっす！」

　ボガードが頭を下げた。

「ホウホウ。冥途の土産に、リリちゃんが幸せに暮らしている姿を一目見られたら、わしはもう……」

「不謹慎なことを言うな！　ああもう、わかったから退け」

　ゲオルクはヤンを抱えて机から退かす。

「ボガード、持ってこい」

「は、はいっ！　ありがとうございます！　あ、そうだ！　みんなを集めて、中庭で見ないっすか!?　きっと、セレーネも見たいと思うし！」

「好きにしろ」

「やった！」

　ボガードは飛び上がって喜ぶと、すぐさま執務室を駆け出していく。

「さすが、ゲオルク様じゃ！　わしもアーサーとダシールに声を掛けてきますじゃ！」

　ヤンも喜び勇んで飛び立っていく。

　執務室にひとりになると、ゲオルクは深い溜息をついた。そして、しわくちゃになった書類を伸ばしながら、考える。

　そうだ、リリアナから証を外してやらねば……。

　付ける時とは違い、外すのは簡単なのだ。

　千里椀を通じて、魔力を飛ばそう……。

　リリアナが魔王城で過ごした時間はそう長くはない。きっと、里に帰って幸せな時間を過ごすうちに、ここでの出来事などすぐに忘れてしまうだろう。

　新たに番になりたい相手も里で見つかるかもしれな……。

「……っ」

　ゲオルクはそこで考えることを止めた。片手で目元を覆う。

　リリアナがゲオルクを忘れても、ゲオルクがリリアナを忘れることは、決してないのだ。
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　扉が開いた。陽の差す広い窓辺に居たリリアナは、その音に気づいて、即座に振り返る。

「おう……！　磨き上げられて、さらに美しくなったではないか！　余の瞳の色と同じドレスがよく似合う……」

　感嘆した声を上げながら、陽に焼けた素肌に深紅色のガウンを纏ったルイが大股で近寄ってくる。

「そうだ、おまえの美しさに見合う宮殿を建ててやろう。緑色の宮殿だ。ん、どうだ？」

　今にも涎を垂らさんばかりの表情で舐め回すようにリリアナの姿を眺めたあと、いきなり顎を掴んで上向かせた。

「……っ」

「抵抗しないとは良い心掛けだ。おまえはもう、余のものだからな。一度抱かれてしまえば、おまえのほうから余に縋ってくるだろうよ」

　自信たっぷりに囁くように言いながら、爛々と輝く緑色の瞳が近づいてくる。

「ル、ルイへいか！　そ、外から、他の方に見えてしまいます……！」

「ほう、なおさら良いではないか、おまえの美しさを他の者にも見せつけてやろうぞ」

　ルイは明るい庭園の広がる窓の外を一瞥したあと、再びリリアナに目を向けた。逃がさんとばかりにリリアナの身体を窓に押し付け、顎をしっかりと掴んだまま、顔を寄せてくる。

「やっと手に入れた妖精なのだ。今日は日が暮れるまで、とことん抱き尽してやろうぞ……」

「……っ」

　ルイの吐息が触れた。強引に唇が重ねられる。嫌悪感が走った。目蓋をギュッと瞑る。じわっと目頭が熱くなる。

　泣いちゃダメです……！

　必死に閉じている唇の間に、ルイが舌をねじ込んできた。その瞬間だった。

「わあっ！」

　ドンッという空気を震わすような大きな音がしたかと思うと、ルイの身体がリリアナから弾き飛ばされた。そのまま部屋の隅まで飛ばされ、壁に背中をしたたかに打ちつけたあと、ルイはずるずると床に頽れた。

「ルイへいか!?」

　何が起こったのか、まったくわからなかった。リリアナは蒼白になって口元を両手で覆い、立ち尽くす。

「どうしました!?」

　物音に気づいたディミトリがすぐに扉を開けて入ってきた。

「ルイ陛下！　しっかりなさってください！」

　そして床に伸びたルイを見つけると、すぐさまその傍らに跪いた。

「……くっそ……あの女め」

　ルイは後頭部をさすりながら上半身を起こすと、リリアナを睨み付けた。

「一体何があったのです!?」

「……妖精にキスしたら、弾き飛ばされたのだ」

　それを聞いてディミトリは刹那視線を彷徨わせたあと、重苦しい声で言った。

「それは、きっと、あの妖精には証が付いているのでしょう」

「……っ！」

　リリアナは目を瞠った。

　これが、証の力……!?

「証……？　なんだそれは」

　ルイが苛立たしげに訊ねる。

「それより先に、次の間まで手当てを致しましょう」

「……くっ、よいかリリアナ、この部屋から一歩も出るなよっ」

　ルイは痛みを堪えるように顔を顰めながら叫ぶと、ディミトリに肩を支えられて寝室を出て行った。

　扉が閉じられるのを見届け、リリアナは両手で顔を覆う。

「ゲオルク様……」

　魔王城を出て初めて、その名を口にした。

『俺がおまえを守る』

　今でもリリアナはゲオルクに守られていたのだ。

「……うっ、うああ、ゲオルク様、ゲオルク様、ゲオルク様……っ！」

　愛する人の名を呼びながら、リリアナはその場に泣き崩れた。




　＊＊＊




　ガウンを脱いでソファにうつ伏せに寝そべると、ディミトリが冷やしたタオルを頭や背中にあてがった。テーブルには痛み止めの煎じ薬が入ったポットが置かれている。

「それで、証とは一体何なのだ!?」

　ルイがじれったく訊ねると、ディミトリは薬湯をカップに注ぎながら答えた。

「魔物が付ける結界の一種です。証を付けた者以外がその身体に触れることを拒むのです」

「なにぃ……？　外せ、今すぐリリアナから外せっ！　……っ」

　目を剝いて喚き立てると、背中に激痛が走り、顔を苦悶に歪める。

「ルイ陛下、それはできないのです」

「なんだと……？」

「あの妖精の証は、おそらく魔王が付けたものでしょう。だとしたら、この世の誰にも外すことなどできません」

「……っ、余は、あの妖精を抱けぬということか!?」

　愕然としたルイに、ディミトリは黙ったまま、カップを差し出してくる。そして、糸のように細い目を僅かに見開いた。

「翅のない妖精一匹、抱けなくともよいではありませんか。私に、もっと良い考えがございます」




　＊＊＊




　かなりの時間が経って、ルイとディミトリが寝室に戻ってきた。

「ルイへいか、お加減は……」

「ああもうよい、ただの打ち身だ」

　おずおずと訊ねたリリアナに、ルイは何でもないことのように手を払いながら答えた。

　もっと怒り心頭な様子かと思っていたが、思いの外、その表情は落ち着いている。ルイはソファにどっかりと座ると、背もたれに両腕を広げ、顎をしゃくった。

「リリアナ、ここへ」

「は、はい……」

　リリアナはその隣に俯いて腰を下ろす。

　証が付いているとわかったリリアナに、ルイは一体、どんな処遇を施すことに決めたのだろう。

　思い通りにならないリリアナなど、何の役にも立たない。

　もしかしたら、また魔界との関係が……。

　不安が最高潮になった時、ルイがおもむろに口を開いた。

「おまえは美しいだけでなく、勇気もある。陣にたったひとりで飛び込んで来たこと、余は感心したぞ」

「…………？」

　思ってもみない言葉に、リリアナは顔を上げた。

「それで余は、おまえに褒美を取らせることにした」

「……ほうび……？」

「そうだ、余はおまえを妖精の里に帰してやることに決めたのだ」

「……っ！」

　リリアナは思わず息を呑んだ。

　里、に…………？

「どうした、リリアナ。嬉しくないのか？　里に帰れるのだぞ？」

　リリアナがもっと喜ぶと思っていたのか、ルイは拍子抜けしたような顔になり、その声音はたちまち不機嫌になる。

「え、い、いえ、びっくり、してしまいまして……」

　慌てて言い繕うと、

「そうかそうか、余の深い恩情に驚いたか」

　ルイの表情は満足げなものに変わり、リリアナの肩を抱き寄せる。

「あ、あのっ、私が里に帰っても、もう魔界とは……！」

「ああ、戦などはせぬ。里まではディミトリに送らせよう。さあ、支度をするのだ」

　そして意気揚々とそう言うと、リリアナを立ち上がらせた。

　わ、私は、妖精の里に帰るわけにはいかないのです……！

　内心激しく動揺する。しかし、リリアナに選択の余地などなかった。

　もう二度と、ルイへいかの機嫌を損ねてはダメなのです。もしそうなったら、ゲオルク様を、魔界のみなさんを、守ることはできなくなるのです……。

　ディミトリが手を叩いた。それを合図に、女官たちが次々とやって来て、あっという間にリリアナを取り囲む。

　私が、帰りたい場所は、私が本当に帰りたい場所は……！

　周囲が慌ただしくなる中、リリアナは込み上げてくるものを堪え、きつく唇を噛んだ。




　　　＊




　リリアナの乗せられた二頭立ての馬車は、王都を出て、森へと入って行った。馬車の前後には騎兵が一騎ずつ、護衛を務めている。

　リリアナは隣に座るディミトリをそっと窺う。ルイより年上に見えるその男性は、ピンと張り詰めた空気を纏っていた。

「何か？」

　リリアナの視線にすぐさま気づき、感情の読めない顔を向けてくる。

「い、いえっ、あの、もうそろそろ、止めていただいても、私、自分で帰れますので！」

　妖精はどこにいても里の場所がわかる。

　里が持つ特有の磁場が妖精の身体と呼応し、そうさせるのらしいが、反対に、妖精以外の生物には方向感覚を狂わせる原因にしかならず、辿り着ける者はほとんどいない。あまりの見つからなさに、『妖精の里は刻一刻と移動している』という説も唱えられたほどだった。

「あなたを妖精の里まで無事にお届けせよとの、ルイ陛下からのご命令です」

　抑揚のない声でディミトリが告げる。

「この方向で合っていますか？」

「は、はい……」

　リリアナは項垂れて、いつもの白いワンピースの裾を握り締めた。

　里に着く前に、馬車を降ろしてもらおうと考えていた。しかし、その目論見は成功しなかった。隙を見て逃げ出そうとも思ったが、騎兵の目があった。もし見つかったら、翅のないリリアナが逃げきれるわけもない。

　そうして、夜営を経て、馬車は妖精の里に辿り着いてしまったのだった。
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　リリアナは知らなかった。

　馬車後方の騎兵が、道すがら、木々に印を刻んでいることに──。




　　　＊




　馬車を降り、妖精の里の入り口に立ったリリアナは、ディミトリたちに頭を下げた。

「遠いところ、あ、ありがとうございました」

「いえ、無事に着いて何よりです。息災を祈っております」

　感情のこもっていない返事を寄越すと、ディミトリは再び馬車に乗り込んだ。

「では」

　軽快な蹄の音を立てて馬車と騎兵が遠ざかっていく。

　辺りにはむせ返るような花の香りが充満していた。

　サラサラとした心地のいい葉擦れの音と小鳥たちの軽やかな囀り。緑の木々は陽光を照り返し、眩いばかりに輝き、色とりどりの花々は競うように咲き乱れている。その周囲を暖かな風に乗った青い蝶がたゆたう。

　その昔、迷い込んだひとりの人間の旅人が『桃源郷』と書物に書き残したという、妖精の里。誰もがそこへ行くことを夢見る、幻の地。

　しかしリリアナは身を竦め、すぐに里の入り口から踵を返した。

　み、見つからないうちに、早くここから立ち去らなければです。

　……でも。

　駆け出そうとした足がしだいに止まる。

　私はここから、一体どこへ行けばいいのでしょうか……。

　もう人間界にも、魔界にも、戻ることはできない。リリアナに、行く当てなどないのだ。

「おい、おまえっ！」

　男の声にビクリと身体が跳ねた。

「こいつ、リリアナじゃないか!?」

「えっ？　そんなはずあるわけないじゃない！」

「いえ、そうだわ！　『翅なし』よ！」

　あっという間にたくさんの妖精たちに取り囲まれてしまった。

　美しい金色の髪から覗く尖った耳。透き通るような肌に碧い目。均整の取れた身体には白い布が巻きつけられ、蔦のベルトが締められていた。その背後には、煌めく鱗粉を纏った四枚の透ける翅が見える。

　男女みな、一様に美しい容貌──。

「……っ」

　リリアナは彼らの顔を怯えた眼差しで見回す。その身体が小刻みに震え出した。ひとりの妖精がずかずかと近寄ってきて、リリアナの肩を鷲掴む。

「里から追放したはずの『翅なし』が、どうしてここに居るんだ!?」








第九章　本当に帰りたい場所









　リリアナは男妖精ふたりに、逃げないよう両脇を抱えられ、里の中で最も大きな建造物である、木造りの神殿に連れて来られた。その屋根は、頑丈なハプロギの葉で葺かれている。

　正面の階段を昇ると、両開きの戸が開かれた。

「ネクロ様、お連れしました！」

「きゃっ」

　板張りに、リリアナの身体が力任せに投げ出される。広間は屋根まで吹き抜けで、四方には年老いた妖精たちがずらりと座していた。

　太鼓の音がじわじわと大きくなっていく。呼応するように、リリアナの鼓動も痛いほどに早鐘を打ち、手のひらにじっとりと汗をかいた。

　御簾の向こうで影が揺れ動く。曲がった腰を杖で支えた老婆が、一歩一歩踏み締めるようにして歩いてきた。場がいっぺんに張り詰める。長い白髪は背後でひとつに縛られ、顔には深い皺が刻まれている。巫女のネクロだった。

　妖精たちは、自然からもたらされる限りない恵みを享受し、外敵の居ない里の中で、安寧に生きている。だが自然は、時に猛威を振るい、無慈悲に命を奪う。自分たちの運命を司るその自然を、妖精たちは神として崇めていた。そしてその声を聞き、みなに下ろす役割を担うのが「巫女」であり、妖精族の中で絶対的な力を持っていた。

「里の入り口で捕まえました」

「！」

　男がリリアナの前髪を鷲掴みにし、無理やり顔を上げさせた。途端に、ネクロの垂れ下がった目蓋が見開かれ、頬が引き攣る。

「なんということじゃ！　『翅なし』が舞い戻ってくるとは……！　天変地異の前触れか？　こやつが居ては、里はまた、厄災に見舞われるぞ！」

　ネクロがダンダンッと杖で床を打ち鳴らす。リリアナはビクビクと身体を縮こまらせた。

　里を襲った厄災──それは、見たこともない大きな雹が降ったことだった。簡素な家々は崩れ、多くの怪我人が出て、食料である花や果実も落ちてしまった。

　恐慌をきたした妖精たちがネクロに神の声を求めると、翅のない妖精が里に居ることが原因だという。

　里を厄災から守るため、リリアナは追放されたのだった──。

　妖精たちはリリアナの手足を縄で縛り、魔界の森に放置した。追放といっても、翅のないリリアナが魔物から襲われても逃げきれるわけはない。死すらも容認した残酷な仕打ちに、リリアナは打ちのめされていた。

　だが、そこで出会ったのだ。

　魔王ゲオルクに──。

「追放じゃ、早くこれを、里から追放するのじゃ！　今度こそ、二度と戻って来れぬ地へ！」

　ネクロが喚き、再び男たちがリリアナの両腕を掴み上げた時だった。

「リリアナ！　すみませんっ、リリアナが戻ってきたって……！」

　背後の扉が開く音がして、ひとりの女妖精が広間に駆け込んできた。

「母さま……！」

　リリアナは呆然とした声を出す。

「ネクロ様、ご迷惑をおかけして申し訳ありません！　どうか、どうか、この子を私に……！」

　リリアナの母親であるメリアは、隣で伏して床に額を擦りつけた。

「なぜじゃ、メリア。おまえも追放には賛成しておったではないか。おまえの夫が若くして病で死んだのも、リリアナのような翅なしが生まれてきたせいなのじゃぞ？」

「で、ですが、この里の厄災の原因は翅のない妖精が居ること……でしたら、リリアナに翅が生えれば問題はないのですよね？　私がきっと、きっと、ネクロ様に教わったまじないで、この子に翅を生やしてみせます！　ですので、どうか、私に！」

　メリアの懇願に、ネクロは眉間の皺を深めた。その場に居る妖精たちも顔を見合わせ、コソコソと何やら囁き合っている。

「だが、これまでに生えなかったではないか。こやつの邪気はまじないで祓えないほどに多いのでは？」

　その中のひとりの老爺が訝しんだ眼差しを向けてきた。すると周囲も同意したように頷く。

「里のために、もう一度追放すべきだ」

「い、いえ！　ネクロ様のまじないが効かないはずはありません！　ほら、あんたも頭をお下げ！」

　メリアがリリアナの頭を押さえ付けた。

「……っ」

　頭上で、リリアナの命の行く末を決める会話が勝手に交わされている。だがリリアナは、それをただただ聞いていることしかできない。

　たとえ自身のことでも、翅のないリリアナが口を挟むことなど、決して許されないのだ。

「……わかった。メリア、必ずだぞ。必ずこれに翅を生やせ。二度と里に厄災が起こらぬようにな！」

　最終宣告を告げる、ネクロのいかめしい声が降ってきた。

「はいっ、あ、ありがとうございます、ネクロ様！」

「さすれば、早くここからそれを連れて行けっ、穢らわしい！」

　ネクロに追い立てられ、母親に引き摺られるようにして、リリアナは神殿を出たのだった。
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　久しぶりに戻ってきた家に、何ら変化はなかった。一般的な妖精の家は、屋根だけでなく壁もハプロギの葉で造られている。円形の部屋の中央には柱が一本。隅には蔦で編まれた行李や折り畳まれた寝具が置かれているくらいで他には何もない。恵まれた自然環境下では、住まいや衣服は簡素なもので事足りるのだ。

「あ、あの、母さま、さっきは助けてくださって、ありが……」

　リリアナが嬉しさの滲んだ声で礼を言い掛けた時だった。

「私はあんたを助けた覚えなんてないわよ」

　冷たい声がそれを遮った。

「……母さま……？」

「あんたが追放されて、すべては終わるはずだった……。なのに、あんたがいなくなっても、周囲の目は変わらなかった。私は厄災を生んだ母親として、白い目で見られ続けたの……この辛さがあんたにわかる!?」

　メリアはしだいに激昂していく。

「あんたに翅さえ生えれば、あんたがちゃんとした妖精にさえなれば、私はもう誰にも責められないのっ！」

　強い力で肩を掴まれた。

「リリアナ、さあ、背中を出しなさい」

「……っ、や、やめてください」

　リリアナは後退った。けれども有無を言わさず、服を剥ぎ取られる。そして、現れたリリアナの何もない背中を見て、メリアはあからさまに溜息をついた。

「やっぱり、まだ生えていないのね……」

「……っ」

　この落胆した母親の顔を、何百回も、何千回も、リリアナは幼い頃から繰り返し見てきた。日に何度も、翅が生えてきていないか背中を確認されて育ったのだ。

「か、母さま、これが、私なのです……！」

　リリアナは声を絞り出すようにして、言った。

『翅がないことと、おまえがおまえであることに、何の関わりもない』

　ゲオルクの温かい言葉が、リリアナを支えている。

「わ、私には翅は生えてこないのです……きっともう、何をしても！　でも、翅がなくても、私は私なのです……！　どうか私を、私自身を見てください！」

「…………」

　だがメリアは、リリアナの背中から顔を逸らした。そして行李に近づくと、中から何かを取り出し、戻ってくる。それを目にし、リリアナは震え出した。

「さあ、いつものまじないを始めるわよ」

　メリアの手にあるもの、それは茨の蔓だった。

「お、お願いです、それは、もう、やめてください……」

　リリアナは怯え、逃げ出そうとする。が、腕を掴まれ、柱に抱きつかされた。

「じっとしてなさい、リリアナ」

「や、やめて」

　メリアは大きく振りかぶると、幾百もの鋭い棘のある蔓をリリアナの震える背中に向かって振り下ろした。

「──っ！」

　空気が切れる音ののち、背中の皮膚が裂け、血が迸った。リリアナは悲鳴が漏れないよう、歯を食い縛る。縋るように柱を抱き締めた。

　ネクロ曰く、リリアナに宿る邪気を茨の鞭で祓えば、翅は生えてくるらしい。子供の頃から、日課のように、リリアナは鞭打たれてきた。しかし。

「どうして、生えてこないの？　こんなにやってるのに、どうして!?」

　メリアは半狂乱で叫びながら、鞭を何度も何度もでたらめに振り下ろす。

「どうしてなの!?　どうして、まともな妖精に生まれてくれなかったの？　恥ずかしい！　恥ずかしい！　恥ずかしい！」

　里に、翅のない妖精が生まれてきたのは、リリアナが初めてらしかった。

　完璧な容姿を貴ぶ妖精族みなから、リリアナは虐げられて生きてきた。

　誰も、助けてくれる者など居なかった。リリアナの背中に触れてくれる者など、撫でてくれる者など、抱き締めて眠ってくれる者など──。

　誰も、居なかったのだ。ゲオルクに出会うまでは。

　鞭打たれるたび、リリアナの心に灯った希望は潰えていく。

「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……」

　虚ろな目をして、子供の頃と同じように、その言葉をただただ繰り返す。

　眩い桃源郷は、リリアナにとって、大きな牢獄以外の何物でもなかった。
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　明け方、リリアナは壺を抱えると、母親を起こさないようひっそりと家を出る。眠たい目を擦りながら、今日も里の外れの林まで歩いた。まだ辺りは薄暗く、空気は冷えている。

　早起きの習慣に、早く身体を戻さなくてはです。

　昼頃から活動を始める魔王城の暮らしに、リリアナももう、すっかり馴染んでいたのだ。

　その時、ポンポンッと軽い破裂音が聞こえてきた。

「あ、咲いたのですね」

　妖精たちの主食である花の蜜を集めて回るのだ。朝一番に開花するこの花の蜜を集めるのは、子供の頃からリリアナの役目だった。

『役に立たなければ、翅のないおまえなんかが生きていく資格はない！』

「そうです、私はお役に立たなければいけないのです」

　リリアナは背中の痛みを堪え、淡々と呟きながら、自分の顔よりも大きな花を見つけると、壺に傾ける。蜜がトロッと垂れていった。

「以前の生活に、戻っただけなのです」

　いくつもの花を傾け、壺の中に蜜を溜めていく。腕の中の重みが増していった。里中の妖精の食料だ。今日はあと壺何個分の蜜を集めなけらばならないだろう。

「そうです、何にも、変わらないのです……えへへ」

　自分に言い聞かせ、笑んでみる。だが、その瞳からはポロポロと涙が零れ落ちていった。それでも、泣き笑いの顔で花の蜜を集めていく。

　リリアナは知ってしまったのだ。

　誰かを愛する幸せを。仲間たちと暮らす幸せを。『大切な家族』だと言ってもらえる幸せを。

「わ、私の人生に、あんなに素敵なことが起こるなんて、夢にも思わなかったのです、魔王城で過ごした日々は、本当に本当に、幸せだったのです……」

　知ってしまったからこそもう、以前の自分には戻れないのだ。

『これからは俺がずっと傍に居る』

「ゲオルク様……ううっ」

　嗚咽が込み上げ、壺を抱えて蹲った。

「ひくっ、だ、大好きです、大好きです、ゲオルク様……っ、うう、ああああ」

　リリアナにたったひとつだけわかること。それは、絶望に彩られた毎日が、これからも続いていくということだけだった。
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「居たぞ！」

「翅なしだっ！」

　太陽が天頂高く昇った頃、蜜を集めたリリアナが林から戻ると、血相を変えた男たちが行く手を阻んだ。ネクロの側近たちだった。

「おまえ、逃げようとしていたのか！」

「……？　私はただ蜜を……きゃっ！」

　腕を掴まれた拍子に壺が落ち、集めた花の蜜が破片と泥にまみれた。

「捕まえたか」

　男たちの背後から、ネクロが姿を現す。その顔はなぜか青ざめていた。

「この厄災めがっ！　あれを見よ！　やはりおまえは凶兆の前触れだったのだ。一刻も早く追放すべきだった……！」

「……っ！」

　ネクロの杖の先を見て、リリアナは驚きに目を瞠った。

　向かいの山の中腹に、いくつもの大きな旗が翻っているのが見えた。それには、ルイの寝室で見た紋章が描かれている。微かな馬のいななきも届き、銀色の鎧を着た騎兵や歩兵たちの姿も見える。

「人間たちの軍じゃ。どうやってここまで来ることができたのか……まっすぐ里に向かっておる！」

「どうして……」

「どうして、じゃと？　愚問を！　我々をひとり残らず、捕らえる気でいるのだろうよ！　人間たちにとって妖精は貴重、手に入れれば莫大な富へと繋がる。奴らは我々を捕らえ、そして……」

　そこで言葉を詰まらせると、ネクロは身震いを起こした。

『余は妖精をずっと捜し求めておったのだ』

「……っ」

　背中がすうっと冷えていく感覚がした。

『余はおまえを妖精の里に帰してやることに決めたのだ』

『余の深い恩情に驚いたか』

　ルイがリリアナを里に帰したのは、褒美ではなかったのか。脚が震え出す。

　こちらに向かっているのは、魔界との戦場で見た大軍勢とは違い、百人ほどの小隊だが、戦う術を持たない妖精族なら一網打尽にされてしまう戦力だろう。

「おいっ、おまえたち！　さっさとこやつを連れて行け！」

　ネクロがリリアナに杖の先を向けた。

「はっ！」

「きゃっ、な、何をするのですか!?」

　リリアナは男たちにたやすく両腕を捕らえられる。そして、里の中央にある広場へと無理やり連れて行かれた。

「ネクロ様！　里は、妖精の里は、一体どうなるのですか!?」

「お助けください、ネクロ様！」

「どうか、神の声を！」

　広場には妖精たちが集まり始め、騒然となっていた。口々にネクロに救済を求める顔は悲嘆に暮れている。

「みなの者、よく聞け。神の声が下りてきたのだ」

　祭壇上に立ったネクロが合図をすると、訳もわからないままリリアナもその隣へと引き摺り出された。妖精たちの視線が全身に突き刺さる。

「人間たちの襲撃という未曾有の厄災から里を守るためには、この翅なしを魔王の生贄にせよ、との命じゃ。さすれば里には平穏が戻る」

「……!?」

　私を、ゲオルク様へ……？

「おお！　さすがネクロ様だ！」

「これで安心だ！」

　神の声を聞いた妖精たちは安堵と歓喜に沸き立った。

「さあ、早くその首を刎ねて、穢らわしい魔王へと捧げるのだ！　人間たちが近づいておるぞ！」

　ネクロが叫ぶ。両脇の男たちがリリアナを簡素な寝台へと連れて行こうとする。だがリリアナは両腕を掴まれたまま、身体を折るようにして震える声を上げた。

「……ゲ、ゲオルク様は、……け、穢らわしくなどないのです！　決して、生贄を欲されるような方では、な、ないのですっ！」

　その瞬間、ネクロの顔が驚愕に染まった。

「……！　われに盾突き、魔王のおぞましい名を口にするとは……！」

　妖精族の絶対的な支配者であるネクロに抵抗した妖精はリリアナが初めてだろう。

「ゲオルク様のな、名前は……、お、お、おぞましくなど、ありません……！　私の首を刎ねて里が助かるのなら、それで良いのです！　でも、ゲオルク様のことだけはっ」

「ええい、黙れ、黙れっ！」

「い、いえっ、ゲオルク様は、お優しい方、なのですっ！」

　自身が追放されるときでさえ、リリアナは声を上げなかった。

『おまえが居たいのなら、好きなだけ居るがいい』

『おまえの身体のどこにも、醜いところなどない』

「ゲオルク様は……だ、誰よりも、」

　怖くて怖くて、全身が、声がガクガクと震えている。それでもリリアナは止めなかった。

『人間にも悪いものも居れば、善いものも居る。すべての人間を憎むな』

「誰よりも、お優しくて……っ」

「まだ言うか、この厄災めがっ！　神の声は絶対なのだぞ！」

　目を吊り上がらせて顔を真っ赤にしたネクロが杖を振り上げた。

「……うっ！」

　肩に走る激しい痛みに顔を歪める。

「……ゲオ……ルク様は、お優しい、のです、……うぐっ、」

　黙らないリリアナをネクロは怒りに任せて何度も杖でぶった。腕を掴まれているので、その殴打から逃げることはできない。

「早く、早くこの首を刎ねろっ！」

　ネクロが取り乱した金切り声を上げると、朦朧としたリリアナの身体が寝台の上に押し付けられた。そして、大きな鉈を持った男がリリアナの横に立つ。

　霞む視界の中に、リリアナは母親の顔を見た。他の妖精同様、リリアナの死を願っている母親の顔を。

「ゲオルク、さま……」

　リリアナは最後にその名を口にした。涙とともに、愛しさが込み上げてきて、胸の中で仄かに光った。

　……私に、こんなにあったかい気持ちをくださって、本当に、本当に、ありがとうございました。

　その光を抱いだくようにして、リリアナは目を閉じた。

「やれっ！」

　ネクロが杖で空くうを横に掻っ切り、最後の指示を出した。男が鉈を振り上げる。

　遠くで、雷鳴が聞こえた。かと思うと、真っ黒なインクでも零したかのように、青空が見る間に雲に覆われていく。

「一体何事だ？　何が起こっている!?」

　突如暗雲の垂れ込めた空を見上げ、ネクロが慌てふためいた。鉈を持った男は腕を振り上げたまま、後ろによろめく。妖精たちも怯えきった眼差しで陽射しの遮られた空を見上げていた。

「な、何をしている！　早く、早く、あれの首を刎ねろ！」

　我に返ったネクロがリリアナを指差して叫ぶと、まるで罰するかのように百雷が轟いた。

「きゃあっ！」

　全員が耳を塞いでその場に蹲る。

「美しい形なりをしていても、おまえたちは魔物以上に恐ろしいな」

　底冷えのするような低い声が暗天を満たした。

「…………」

　リリアナは僅かに目を開いた。

　まさか。そんなはずはない。でも。

　希望と絶望とがリリアナの中で交互に入れ替わる。

　次の瞬間、虚ろな碧い瞳に映ったのは、天から地へと走る、一本の稲妻だった。ズンッと大きな音とともに、リリアナとネクロの間に、重量感のある何かが降り立つ。祭壇の床に蜘蛛の巣のような亀裂が走った。

「ひいいいっ」

　ネクロが腰を抜かした。側近たちは我先にと走り去り、祭壇を取り囲んでいた妖精たちは甲高い悲鳴を上げて逃げ惑う。

　見上げるほどの大きな体躯。漆黒の翼、暗黒色の髪、天に聳えるねじれた角。そして、魔界の森で魔物から助けてくれた時と同じ、広く頼もしい背中。その背中が今また、リリアナの目の前にあった。

「我が名は魔王ゲオルク」

　その姿に、その声に、一瞬、時が止まったように感じた。リリアナは痛みを堪えて、寝台に震える身体を起こす。

　ゲオルクが空を振り仰いだ。そこには二匹のドラゴンが旋回していた。

「行け」

　そして一言命じると、ドラゴンたちは空気を引き裂くような雄叫びを上げて、人間の軍勢めがけて飛び立った。

　山間に何本もの火柱が次々と上がる。ドラゴンが火を噴いていた。

「森は焼けたが、これでもう、人間たちが里を襲うことはあるまい」

　ゲオルクがネクロを見下ろし、静かに告げる。

「おまえたちの望み通り、厄災は取り除いた。生贄の妖精は俺がもらい受け、一生涯、俺の傍に置く」

「……な、なんと恐ろしいっ、魔王に生きながらに飼われるのか！　この翅なしの業の深さよっ！」

　ネクロが尻もちを着いたまま悲鳴のような声を上げた。

「生贄の妖精よ」

　するとゲオルクはネクロを見据えたまま、訊ねる。

「おまえにこれだけの惨い仕打ちをしたこいつらも、この里も、俺がすべて焼き払ってやることができる。おまえはそれを望むか？」

「い、いえ……！　そんなの、そんなの望みませんっ」

　リリアナがその大きな背中に向かって縋るように叫ぶと、

「聞いたかっ！」

　ゲオルクが一喝する。

「おまえたちは自らが虐げてきたこの妖精の慈悲に救われたのだぞ！」

「ひいいいいいいいいっ」

　ネクロは杖も持たず、脱兎のごとく逃げ出していった。ゲオルクはそれを見て嘆息すると、ゆっくりと振り返る。

「さあ、帰るぞ、リリアナ」

　そして囁くようにそう言って、優しく目を細めた。大きな手がリリアナに向かって差し伸べられる。

『一生涯、俺の傍に置く』

　リリアナにはわかっていた。

『これからは俺がずっと傍に居る』

　ゲオルクの言葉は、あの時と同じなのだと。

「──……っ」

　胸が沸き立つように熱い。愛しいゲオルクの黒い瞳が、込み上げてくる涙で滲んでいく。

「……ゲオ、ルク、さま、ううっ、ああっ、ゲオルクさまあ……！」

　嗚咽を上げながら、リリアナも震える腕を伸ばした。その小さな手を、ゲオルクはしっかりと包み込む。もう二度と触れることは叶わないと思っていたその温もりに、さらに涙が溢れ出す。

　ゲオルクはリリアナの身体を横抱きに抱え上げた。大きな翼が数度羽ばたき、上空に浮き上がる。

「これまでよく耐えた、リリアナ」

「……ゲ、ゲオルクさま……っ、ひぐっ、うう、うあっ」

　リリアナはその首筋に縋り、肩を揺らしながら泣き続ける。

　ゲオルクの大きくて温かな腕に包くるまれて、リリアナは牢獄から連れ出されたのだった。




　──ゲオルクたちが飛び去ると、暗雲はたちどころに消え、妖精の里には何事もなかったかのような青空が広がった。
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「リリアナ、もうすぐ城に着くぞ」

　その優しい声でリリアナは目を覚ました。どうやら泣き疲れて、ゲオルクの腕の中で眠っていたようだ。

「す、すみません、私……」

「よいのだ、ほら、下降するぞ、掴まっておけ」

　リリアナの身体をギュッと抱き締め直すと、ゲオルクは夕闇迫る魔王城の中庭に降り立った。

「リリアナちゃんっ」

「リリアナッ」

「リリアナ！」

「リリちゃん！」

「リリアナ」

　そこには、魔物のみんなが揃って待っていた。ヤンを肩に乗せたボガード、池の縁にはセレーネ、その隣にはアーサーとダシール。ゲオルクの腕の中から降りたリリアナの周囲に集まってくる。

「みなさん……」

「リリちゃん……」

　ヤンが片眼鏡を外して、目元を拭った。

「ほら、ヤンじいさん、ちゃんと言いなさいよ」

　セレーネが促す。

「あんなに練習したんすから！」

　ボガードが指先で羽をつつく。

「そうじゃな」

　ヤンはリリアナに向き直ると、羽を大きく広げた。

「おかえり、リリちゃん！」

「おかえり！」

「おかえりなさい」

「おかえりっす！」

「おかえり、待ってた」

　温かく迎えてくれた魔物のみんなの顔を、リリアナはひとりずつじっくりと見つめていく。

「ヤンおじいちゃん、アーサーさん、セレーネさん、ボガードさん、ダシールさん……」

　リリアナが本当に帰りたかった場所。

　ゲオルクや魔物のみんなが居る魔王城。

「……っ」

　しかしリリアナは────怖くなった。

　じわじわと後退る。

「わ、私は……、厄災を運んでくるのです。私が居ると、大切な、大切なみなさんに、また、ご迷惑をおかけしてしまうかもしれないのです、だから私は」

「リリアナ」

　ゲオルクが強い口調で遮った。

「おまえが居ない間のこいつらの落胆ぶりを見せたかったぞ。こうして、今か今かとおまえの帰りを待っていたんだぞ？」

「で、でも」

「そうよ、厄災だなんて何言ってるの、リリアナ」

「そうじゃよ、リリちゃん！」

「この城にはもう、あんたが居なくちゃ！」

「そうっすよ、リリアナちゃんが来てくれてから、毎日が楽しいっすよ！」

「リリアナ居ないと、寂しい」

　ダシールが鼻の先を赤くしている。

「わかっただろう？　おまえは厄災などではない」

　ゲオルクはリリアナの手を握り、きっぱりと言い切った。

「リリアナがこの魔王城に運んできたもの。それは、幸せだ」

「…………っ」

　リリアナは目を見開いた。

『どうしておまえのような妖精が生まれてしまったんだか』

『翅のないおまえが厄災を運んできたのだ！』

「しあわせ…………」

　翅のない自分を、母親を苦しめる自分を、ずっとずっと苛んできた。

「……初めて、なのです、そ、そんなこと言っていただいたのは、」

　胸に突き上げてくる初めての感情。それは。

「私……、う、生まれてきてよかったっ、ゲオルク様に、みなさんにお会いできて、本当に本当に、よかった……っ」

「ほらほら、リリアナ、可愛い顔が台無しよ？」

　アーサーが涙ぐみながら、リリアナの頬に流れる涙をチーフで拭ってくれる。

「リリアナ、この城に居てくれるな？」

「……はい、ゲオルク様、みなさん、どうか、よ、よろしく、お願いします……っ」

　リリアナが頭を下げると、ゲオルクは少しホッとしたような顔になり、ボガードに向き直った。

「では、三み月つき後だ、よいな？」

「承知したっす！」

　ボガードが笑顔で大きく頷く。ゲオルクは再び、リリアナの身体を横抱きに抱え上げた。

「では、俺とリリアナは部屋に戻る。そうだ、今日からリリアナの部屋は俺と同室とする」

「!!」

　ゲオルクの決定に、リリアナ含め、全員の顔が赤くなった。

「では、出迎えご苦労」

　だがゲオルクだけは平然としたまま、リリアナを抱えて、さっさと歩き出してしまった。




　　　＊




　寝室に入ると、ゲオルクはまるで壊れ物のようにリリアナを腕からそっと降ろした。

「リリアナ、服を脱げ。すぐに治療する」

「……！　は、はい」

　ゲオルクは気づいていたのだ。リリアナがずっと痛みを堪えていたことに。

　ゲオルクの優しさに、また目頭がじわっと熱を持つ。

　火の点いた暖炉の前で、ワンピースを脱ぎ去った。胸元を腕で隠したリリアナの傍に、マントを脱いだゲオルクが跪く。その華奢な身体に残る痛々しい傷痕を見ると、ゲオルクは沈痛な面持ちになり、深い息を吐いた。そして、母親に鞭打たれた背中に、ネクロに杖で殴打された肩や腹に、手のひらを翳していく。見る間に傷も痛みも霧散していった。

「リリアナ、背中の古傷はすべて消えなかった、すまない」

　ゲオルクが心底申し訳なさそうに言う。

　痛みが消え去っても、背中に残った古傷のように、妖精の里での虐げられた記憶は、リリアナの心の奥底に澱のように残り続けるだろう。

　でも、残った傷ももう、私の一部なのです。これも、私なのです。

　リリアナは首を横に振った。

「いえ、平気なのです、ゲオルク様のお陰で、まったく痛みはなくなりました。本当にありがとうございます」

　すがすがしい顔で礼を言ったが、ゲオルクは片膝をついたまま、立ち上がらない。

「ゲオルク様？」

「リリアナ」

　ゲオルクはリリアナの片手を取ると、すっと碧い瞳を見上げた。

「俺はおまえに、俺の気持ちを、きちんと言葉にして伝えていなかったな」

「……？」

「愛している、リリアナ」

　突然、トンッと胸を突かれたような、甘い衝撃が身体を貫いた。

「俺の番になってくれ」

　真摯な黒い双眸がまっすぐにリリアナだけを見つめている。

「…………！」

　一瞬、息が止まった。込み上げてくるもので喉の奥が痛くなる。

「は……はいっ！」

　顔をくしゃくしゃにして涙を零しながらも、リリアナは花が咲くような笑みを口元に滲ませる。

「私も、私も、ゲオルク様のことが、大好きなのです……っ！」

　するとゲオルクは愛おしそうに目を細め、頬に手を当てた。親指の腹で涙を払い、顔を傾げる。

「……ん」

　唇が、重ねられた。

　優しく、温かな、慈しむようなゲオルクの口づけ。

「……ベッドに行くか」

　そっと唇を離し、ゲオルクが低い声で囁く。リリアナは頬を染めて小さく頷いた。

　ゲオルクはリリアナの身体を腕に抱え上げ、ベッドへと運んだ。豊かな胸を押し潰すようにうつ伏せに寝かせられると、その上からゲオルクが覆い被さってくる。

「あ……」

　背中に、濡れた柔らかな感触がした。ゲオルクが唇を押し当てていた。

　忌み嫌われた翅のないリリアナの背中。

　ゲオルクはそこに、くまなく口づけを落としていく。

「おまえの、すべてが愛しい……」

　唇が触れたところから、波紋のように、ゲオルクの慈愛が広がっていく。

「ゲオルク様……」

　ゲオルクの唇は背中から腰へと徐々に下がっていき、臀部に辿り着くと、伸ばされた舌先でその丸みをなぞられた。中央に熱い吐息が掛かる。

「ん……っ」

　リリアナは堪らず枕を抱き締めた。その身体はいつの間にか、熱を帯びている。

　細い腰を高く持ち上げられると、艶つややかな二枚の花弁がゲオルクの眼前に開かれた。

「っ！　ゲオルク様、は、恥ずかしいのです……」

　消え入るような声で訴える。羞恥に、秘裂が潤むのがわかった。

「恥ずかしがることはない。おまえはどこも美しい」

　露が染み出し始めたそこを、ゲオルクの中指がなぞる。

「もう、濡れているな」

「ん、んん……っ」

　太腿を擦り合わせたい衝動に駆られたが、すぐにその指が蜜壺の中に沈んでいった。

「あ……んっ！」

　背筋がしなった。太い中指で中を掻き混ぜられる。くちゅくちゅと淫靡な音がリリアナの身体から奏でられた。

「リリアナ……指を増やすぞ」

「あ、ああ……！」

　ゲオルクは花襞を掻き分け、薬指もリリアナの中に埋めていく。二本の指で蜜壺を広げるように掻き回されたり、抜き差しされたりしながら、もう片方の手では臀部を撫で回される。

「はぁ……っ」

　思わず、ぶるりと全身を震わせた。ゾクゾクとした愉悦が背筋を駆け上ってくる。

　指が引き抜かれ、背後で衣擦れの音がしたかと思うと、リリアナの腰が左右から掴まれた。太く張り詰めた切っ先が秘裂にあてがわれた感触がする。

「あ、ゲオルク様の、熱い……」

　ゲオルクは熱杭の先で濡れそぼった花びらの間をなぞった。杭先からも露が染み出していて、襞の間を上下するたび、ぬめりが増していく。

「あぁ……！」

　膨らんだ秘芽を熱い杭先でぬるぬると擦られた。思わず高い声が出る。ひくひくと可憐な花襞が快感に打ち震える。混じり合ったふたりの愛液が長い糸を引いて、ベッドに滴り落ちた。

「ん……んっ、ゲオルク様……っ」

　肉槍で蜜口を弄られ続ける、焦らされるような愛撫に、媚肉がきゅんきゅんと蠢いている。ゲオルクを欲して、下腹部が疼いて仕方がない。

「リリアナ、入るぞ」

　ねれねれと蜜にまみれた切っ先が、とうとうリリアナの蜜口に定められた。込み上げてくる期待に、さらに蜜がこぷりと溢れ出る。

「あ、ああああ、あああ……っ！」

　待ちに待った硬い熱茎がようやく柔肉の間を割って、突き進んできた。愛液でぬるぬるとした熱杭は滑りがよく、ズズッ、ズズッと狭い蜜道を貫いていく。痺れるような愉悦が全身を突き抜けた。

　ゲオルクと繋がっていく。

　ひとつに、なっていく。

「おまえの中は、たまらぬ……っ」

　ゲオルクの口からも感じ入った吐息が漏れた。

「あっ、ん、ん……っ！」

　リリアナは枕を抱き締め、ビクビクと身体を震わせる。

　こうして、ゲオルク様とひとつになれる日が、また来るなんて──。

「ゲオルク、さまぁ……」

　喜びで胸が満たされ、洟を啜り上げた。

「どうした、痛いか？」

　ゲオルクがリリアナの身体を背後から抱き竦め、心配そうに顔を覗き込んでくる。

「いえ……」

　リリアナもゲオルクに顔を向けると、涙を零しながら微笑む。

「幸せ、なのです。ゲオルク様とひとつになれて、とっても、とっても幸せ、なのです……！」

「俺もだ、リリアナ」

　ゲオルクもふっと微笑んで、リリアナの眦に口づける。

「幸せだ……」

　ずるり、と杭が引き抜かれたかと思うと、再び深く貫かれた。

「ああっ、」

　背後から激しく突かれる。長い杭が何度も何度も、リリアナの蜜道を行き来し、結合部で弾けるような水音が鳴った。

「ああ、あ！　あんっ、すごいっ」

　ベッドが壊れてしまうのではないかと思うくらい、軋みを上げている。

「ん……んっ、ゲオルク様、あっ、あ、ゲオルク様ぁ……っ」

　抽送のたび、その名を呼ぶと、応えるように繋がったまま身体を表に返される。

　ゲオルクは上着とシャツを手早く脱ぎ捨てた。

　広い肩、隆起した胸筋、締まった腹。

　初めて目にする、野獣のように逞しいその肉体に、リリアナの頬はさらに染まり、鼓動が逸る。

「リリアナ」

　覆い被さってきたゲオルクが、唇を奪う。すぐに熱い舌先が入り込んできた。

「ん、んんっ、」

　ゲオルクは側面も、裏側も、縦横無尽にリリアナの舌を舐め尽す。首に腕を回し、リリアナもゲオルクの舌を求めた。

「ん……んあっ」

　開かれた唇から唾液が垂れていく。ゲオルクの両の手のひらがリリアナの柔らかな膨らみを掴み上げ、その両先を捻った。

「ああ……っ！」

「ここも、こんなに硬く尖らせて……愛らしい」

　鋭い快感に、リリアナの双璧が戦慄き、ゲオルクを締め上げる。肉槍をさらに奥へ奥へと誘いざなっていく。

「……くっ、おまえの中が、絡みついてくる」

　その眉間に官能の苦悶が表れていた。すぐにお返しのように、最奥まで突き上げられる。

「……っ、ゲオルク様ぁ、もう、んっ、い、達っちゃい、ますぅ………！」

　リリアナが堪らず、上擦った声を出した。

「達け」

　ゲオルクはさらに抽送を速めた。否応なしに身体が前後に激しく揺さぶられる。背中の下でシーツが乱れている。

「ああ、あ、ゲオルクさまぁ！」

　感涙した碧い瞳でゲオルクを見上げる。ゲオルクもリリアナをまっすぐに見下ろした。

「リリアナ、愛している、おまえを愛しているっ」

「ゲオルク様っ、私も、ゲオルク様を、愛しています……！」

　想いを告げ合った瞬間、リリアナの意識は快楽の波に攫われた。

「ああっ、あ、んんん────っ」

　歓喜の声が迸る。目の前が真っ白に染まる。目尻から一筋の涙が伝い落ちる。深い恍惚の海の中へと沈んでいく──。

　リリアナは迫りくる絶頂に、身体をぴくぴくと跳ねさせた。

「──っ！」

　ゲオルクも抉るように腰を動かし、最奥を突き上げた。その切っ先からリリアナへの熱い想いが蜜壺へと注ぎ込まれる。

「……はあ」

　ふたりして長い幸福の余韻に浸ったあと、深い息を吐きながら、ゲオルクが雄茎を抜き取った。隣に横になると、ぐったりとしたリリアナの身体を腕に掻き抱く。

「リリアナ……もう何があっても、俺の傍を離れるな」

「……はい、もう決してゲオルク様のお傍を離れません」

　リリアナもその広い胸にギュッと抱きついた。

「愛している、リリアナ」

　すると、褒めるようにゆっくりと頭を撫でられた。

「何度でも伝える。おまえを生涯、愛している……」

　ゲオルクは深い声で愛を囁きながら、誓うように頭頂に口づける。

「私も……愛しています、ゲオルク様を……愛しています」

　限りない至福と安堵の中で微笑みながら、リリアナはそっと目蓋を閉じた。
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　室内には陽光が溢れている。リリアナはゲオルクの腕の中で目を覚ました。

　目の前のゲオルクはまだ眠っている。その顔を満ち足りた気持ちで見つめていると、愛しさが募ってきて、思わずその高い鼻先にこっそりと口づけた。

　おはようございます、ゲオルク様。

　リリアナは心の中で朝の挨拶をして、そっとベッドを抜け出そうとした。

　が、つっと腕を引かれ、驚いて振り返る。ゲオルクがリリアナの手首を掴み、心配そうな面持ちで、こちらを見上げていた。

「あ、ゲオルク様、申し訳ありません、起こしてしまいましたか？」

「どこへ行くのだ、リリアナ」

「……え？　あ、あの、えっと、実は、厨房でゲオルク様に朝食を作って差し上げようと思いまして」

　少し恥ずかしげに告白する。

　昨日から何も食べずに抱き合っていたのだ。きっとゲオルクはお腹が空いているに違いない。

　リリアナはゲオルクのために厨房で朝食を作ろうと考えたのだ。

　すると、ゲオルクはなぜか焦ったような顔つきになり、その腕の中へとリリアナを引き戻す。

「きゃっ、ゲオルク様!?」

「おまえは何もせずともよいと言っておいたではないか」

「で、でも、ゲオルク様のために、私、何か」

「だったら、……そうだ、宴の準備をともに考えよう」

「うたげ？」

　リリアナは腕の中からゲオルクの顔を見上げる。

「ああ、おまえを魔王の妻として、魔界中に披露する宴を三月後に催す」

「え……」

『では、三月後だ、よいな？』

　昨日ゲオルクがボガードに話していたのはそのことだったのか。

「あ、あの、ゲオルク様、それは、番の宴のことですか？」

「ああ、そうだな、番の宴だ」

「……っ！　ゲオルク様！　ありがとうございます！」

　リリアナはゲオルクの身体にひしと抱きついた。喜びが身体の奥から湧き上がってくる。

「ど、どうした、リリアナ？」

「わ、私、憧れていたのです、ずっとずっと、番の宴に……！　う、嬉しいのです！」

「そうか」

　ゲオルクはリリアナの様子にふっと頬を緩めた。

「たくさんの客を招こう。北から南まで、たくさんの魔物たちをな」

「ジーク様とミカさんも？」

「もちろんだ、俺たちの家族なんだからな。リリアナのふるさとはもう、ここ、魔界なんだ」

　リリアナの背中を大きな手のひらが優しく撫でてくれる。

「宴の会場は中庭にする予定だが、リリアナはどんな飾りつけにしたいか？　料理も決めなくてはならんぞ。魔物たちの好みはそれぞれだからな」

　いつになくゲオルクの声が弾んでいる。

「えっと……、あ、そうです！　花柄のマントのゲオルク様の銅像を中庭に……」

　どんな魔物たちとまた仲良くなれるのだろう。

　どんなに賑やかな宴になるのだろう。

　楽しみで楽しみで仕方がない。

　リリアナはゲオルクの温かな腕の中で胸を躍らせながら、三月後の宴に想いを馳せるのだった。








番外編　魔界のキノコ狩り～魔王は酔っ払い妖精に翻弄される～









　湿度の高い魔王城の裏庭。

　そこは、鬱蒼と生い茂る高い木々に囲まれ、風が吹くと雨のように木の葉が降り注ぐ。庭と言うより、森の一部のようである。

「あ！　見つけました！」

　リリアナは大木の根元に、可愛らしい赤いカサのキノコが生えているのを見つけ、手を伸ばした。その瞬間。

『ケケケケケケ』

　カサの中央がサッと横に開き、ずらりと並んだ尖った歯を見せる。

「きゃ！」

　リリアナはすぐに手を引っ込めた。

「リリアナちゃん、大丈夫っすか!?」

　ボガードが振り向いて、慌てた様子で駆け寄ってきてくれた。

「ああ、これはワラヒタケっすね。食べられないし、むやみに触ると噛みつかれるっす」

「そうなのですか……」

　リリアナは空っぽの籠を手に、しょんぼりと肩を落とした。

　今日は、番の宴に出す料理の食材集めのため、裏庭にキノコ狩りに来ていた。

　だが、魔界のキノコはリリアナが見たことのないものばかりで、食べられるものをまだ見つけきれていない。先を歩くゲオルクとダシールの籠にはもうすでにたくさんのキノコが入っていた。

　私ももっとがんばらなくてはです！

　リリアナが再び地面に目を落とし、キノコを探していると、

「あ、リリアナちゃん、こっちこっち！　これなら食用っす！」

　ボガードが手招きをした。近づくと、降り積もった木の葉の上に黄色いカサをした小さなキノコが群生していた。その中のひとつをボガードが採って、リリアナに差し出す。

「これはバタダケって言って、めちゃくちゃ美味くて、生でも食べられるっすよ。どうぞ、食べてみるっす！」

「ありがとうございます！」

　リリアナの人差し指ほどのキノコは顔に近づけるだけで甘い芳香がした。一口齧る。途端にほろほろと口の中で溶けるように消え、甘く濃厚な味と香りが鼻に抜けた。

「すごい、美味しいです！」

　リリアナは目を丸くして、叫ぶように言う。残りもすべてあっという間に食べてしまった。

「そうでしょ、そうでしょ！」

　そんなリリアナの様子に、ボガードが得意げに胸を張る。

　他のバタダケを摘んでいると、ふいに、ぐにゃりと目の前の景色が歪んだ。

「あれ……？」

「あ、これも食べられるっすよ、スズダケって言って、振ると鈴の音が……ん？　どうしたっすか、リリアナちゃん？　え、顔が真っ赤っす！」

「なんか、ふわふわするのです……」

　まるで雲の上でも歩いているかのような感覚がした。それに、とても気分がいい。

「リリアナちゃん！　そんなとこに座っちゃダメっす！」

「どうしてれすか……？」

「おい、どうかしたのか？」

　ゲオルクの声が聞こえた。ダシールも近寄ってくる音がする。

「ゲオルク様、リリアナちゃんが変っす！」

　ボガードが焦ってリリアナを立ち上がらせる。

「どうしたのれすか？　私なら平気れす……」

　えへへと笑うリリアナの籠をダシールが覗き込んだ。その眉間に皺が寄る。

「もしかして、これ、食べた？」

「はあい！」

　リリアナが元気よく手を上げた。

「はあ……」

　ダシールが呆れたような溜息をつく。

「え？　これ、ただのバタダケっすよね？」

「違う。シュダケ。バタダケ、もっと黄色い」

「ええええっ！」

　ボガードの大声が響き、驚いた魔鳥たちがバサバサと飛び立っていく。

「シュダケってなんれすか？　ヒック」

「お、おい、リリアナ」

　舌ったらずに訊ねたリリアナの身体を、ゲオルクが困惑気味に支えた。

「シュダケは一本入れておくだけで、一樽分の水を酒に変えることができるキノコだ。おまえは酔っている」

「私、酔ってなんか……きゃっ」

　ゲオルクに横抱きに抱え上げられた。

「城に戻るぞ」

「ヒック、でも私、まだダシールさんのお手伝いが」

「リリアナちゃん、ゲオルク様、すんません！」

　ボガードが耳を伏せ、恐縮したように縮こまっている。

「大丈夫だ、あとは任せた」

　ゲオルクは籠をボガードに渡し、歩き出す。

「ヒック、え、ゲオルク様？　私、キノコをもっと……！　ヒック」

　リリアナはジタバタと抵抗したが、有無を言わさず、ゲオルクによって城に連れ戻された。
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　寝室のベッドにリリアナを下ろすと、ゲオルクは水差しからグラスに水を注ぎ、リリアナに差し出した。

「ほら、飲め」

　ところが、ベッドの上で膝を抱えて座るリリアナは、ぷいとそっぽを向いた。

「ヒック、私はまだキノコを！　ダシールさんのお手伝いを！　するつもりだったのれす！」

　どうやら無理やり連れ帰ってきたことが気に食わなかったらしい。膨らませた頬は真っ赤で、ろれつも回っていない。

「わかった、わかった。酔いが醒めたらもう一度行こう。それにはまず水を飲め」

　宥めるように言ってグラスをもう一度差し出すが、それでもリリアナは受け取ろうとしない。

「ゲオルク様が飲ませてくれたら飲むのれす」

「なに？」

「口移しで」

　えへへと笑うリリアナに、ゲオルクは額に手を当てた。

　まさか、こいつは酔うとこうなるとは……。

「……わかった」

　ゲオルクは溜息とともに一言言い置いて、リリアナの向かいに腰を下ろした。ギシリとベッドが傾ぐ。一口水を口に含むと、リリアナの顎を掬い上げた。

「……ん」

　唇を合わせ、水を流し込む。ふっくらとした柔らかな唇は、いつもより熱い。リリアナはコクコクと音を立てて飲み込んでいった。だが量が多かったのか、その口端から水が漏れていき、ワンピースにまで垂れた。

「はぁっ」

　飲み終わると、リリアナは大きく息を吐いて、口元を手の甲で拭った。

「美味しかった……。あ、濡れちゃいました」

　哀しそうに胸元を見下ろしたかと思うと、おもむろにワンピースを脱ぎ出した。

「お、おい、何をしている！」

　慌てて止めようとするが、リリアナは裾を捲り上げ、ふたつの豊かな乳房を揺らしながら、服を頭から脱ぎ去ってしまった。下腹部を覆う下着だけとなったリリアナの肌理細かい肌は、薄い桃色に色付いている。ゲオルクは咄嗟に目を逸らした。

「ゲオルク様？　どうしてこっちを見てくれないのれすか……」

　リリアナが不思議そうに下から顔を覗き込んでくる。

「い、いや、少し眠ったらどうだ」

　そう言ったゲオルクの右手がリリアナに掴まれ、引き寄せられた。

「眠れないれす……、ヒック、私はいつも、ゲオルク様と居ると、こんなにドキドキしているのれす……」

「……！」

　そしてその手を左胸に押し当てられる。柔らかな膨らみを通して、リリアナの速い鼓動が伝わってきた。

「おい、リリアナ、やめろ！」

　堪えきれなくなりそうで慌てて手を振り解くと、リリアナの大きな碧眼にじわじわと涙が浮かんでくる。

「ゲオルクさまのばか……！　ヒック、ふぇえ、うえええん」

　そして、肩を揺らして、嗚咽を上げ始めた。

　次は泣き上戸か……。

　ゲオルクは頭を抱えた。

　もう二度と、リリアナに酒を呑ませてはならない。

　固く心に誓いながら、機嫌を取り持つようにその頭を撫でた。

「リリアナ、俺が悪かった。だから泣くな」

「はい……」

　今度は素直に頷き、目元をごしごし擦ると、リリアナはコロンと横になった。

　やっと寝てくれるか……。

　安堵し、毛布を掛けてやろうとした時だった。

「ゲオルクさま……？」

　リリアナが潤んだ瞳でゲオルクを見上げてくる。

「なんだ」

　視線を向けると、リリアナは自身の下着の左右に指を差し入れ、ずり下ろしていた。

「！」

「なんだか、ここがとっても熱いのれす……ヒック」

　脱いだ下着を放り投げて両膝を折ると、太腿を腹に近づけた。真っ白な内腿の間に、艶つややかな紅い割れ目がぱっくりと開く。

「どうなっているのか、見て、くださいますか……？」

　ねだるような視線を向けてくるリリアナの声は濡れていた。

「──っ」

　酔っているとはいえ、リリアナから誘ってくるのは初めてだった。ゲオルクの下半身はたちまち熱を持ち始める。

「……見るだけでよいのか？」

　情欲を抑えた声でそう訊ねると、リリアナは首を横に振り、すねたような声を出した。

「だめ、もっと、その先も、してほしいれす……」

「手加減はできんぞ？」

　ゲオルクは身体を折り、リリアナの脚の間に顔を近づけた。

「まだ触れてもいないのに濡れている。リリアナはいやらしいな……」

　そう囁きながら、甘い蜜の香りがするその場所に口づけた。

「ん……っ」

　リリアナが官能を帯びた吐息を漏らす。滑らかな内腿を撫でながら、ゲオルクは舌を出し、しっとりとした溝を舐め上げた。

「……あっ」

　それに呼応するように、秘裂からは次々に淫露が染み出てくる。舌で舐め取るが、間に合わず、音を立てて啜った。

「ああっ、じんじん、するのれす……っ」

　薄紅色の温かな花襞を舌で弄ぶ。ぴちゃぴちゃと淫猥な音がする。唾液と蜜とが混じり合い、リリアナの尻からシーツまで伝い落ちていった。舌を尖らせ蜜口に差し込むと、

「あ、ああ……あっ！」

　リリアナの可愛いらしい声が一段と高くなった。

　よい声だ……。

　中は熱く、蕩けるような柔らかさだった。その感触を待ちわびるかのように、ゲオルクの熱芯も苦しいほどに昂ってきている。

「ああっ、そこ」

　今にも綻びそうに膨らんだ肉蕾を舌先で転がすと、リリアナは堪えきれないといったふうに身悶えた。その反応がゲオルクは可愛くて堪らない。溶けきった蜜洞に中指もずぶずぶと突き入れてやる。

「あ……んんっ……！」

　指を折り、隘路の天井を内から刺激しながら、蕾も円を描くように舐め続ける。蒸気が沸き立つかのように、秘部は熱い。

「あんっ、中と外から、りょうほう、すごく、気持ちいいっ、ゲオルクさまあぁ」

　リリアナはいつも以上に、与えられる愉悦に耽溺し、金色の髪をシーツに乱している。無心に手を伸ばし、縋るようにゲオルクの髪や角に触れてきた。

「っ」

　普段、他人に触れられることなど決してない、魔王の角。ふたつのそそり立つ角を撫で回されると、ゲオルクの熱杭までさらに滾る。

「あ、や、もう達く──っ」

　リリアナが官能の波に呑み込まれる寸前、ゲオルクは蜜道から指を引き抜いた。

「はあぁ、はあ、どうして、止めるのれすか……？」

　残念そうにリリアナがこちらを見てくる。

「欲しくないのか？」

　自身の張り詰めた熱塊をズボンから引きずり出し、そう訊ねると、リリアナの頬がさらに火照った。

「ゲオルクさまの、ほしい……！」

　ゲオルクはすぐにリリアナの両足首を掴んで高く持ち上げ、愛液溢れる泉に身体を沈めていく。

「あ、ああ、もう……っ、あああああ!!」

　余裕なく一気に穿つと、爪先が丸まり、ビクビクビクとリリアナの身体が戦慄いた。埋められただけで、達したようだった。熱く纏わりついてくるリリアナの柔襞がさざ波のように蠢き、その中を数度往復するだけで、ゲオルクにもすぐに限界がやってくる。

　こんなの、初めてだ……！

「……くっ！」

　胴震いを起こしながら、最奥を何度も何度も突き上げ、熱い精を吐き出す。すべてを出し終えるまでにいつもより長い時間を要した。

「はあ、はあ……っ」

　荒い息を吐き、やっと杭を引き抜くと、リリアナの顔を見下ろす。

「リリアナ？」

　スースーと寝息が聞こえた。

「くくっ」

　ゲオルクは思わず笑い声を漏らした。

　……おまえという奴は。やっと寝たか。

　毛布を肩まで掛けてやり、その隣に寝そべった。

　素直だが、思いもよらず頑固なところがあり、よく笑い、すぐに泣く。そして酒癖が悪い。

　魔王をこんなにも翻弄するのは、リリアナだけだ。

「そんなおまえをずっとずっと愛している」

　乱れた髪を指先で整えてやりながら、幸せそうな顔で眠る、リリアナの長い睫毛の先にそっと唇を触れさせる。

　部屋の隅には、ゲオルクが取り寄せておいた包みが、いくつも置かれていた。中には宴のためのドレスや宝飾品の他に、本も入っている。リリアナが読みたがっていたものだ。

　リリアナはたくさん学び、早く魔界のために役立ちたいという。

　魔王の妻としてとても頼もしい。

　だがそれは、出会った頃の自身の居場所を探すような、衝き動かされる使命感のようなものではなく、魔界のことを心から思ってくれているからだとわかる。

「愛しいリリアナ……」

　ゲオルクはその身体を腕に抱き竦める。

　目が覚めて、リボンが掛けられたそれらの包みを見つけた時、リリアナがどんな顔を見せてくれるのか、ゲオルクは今から楽しみで仕方がなかった。








オジサマ魔王が泣き虫妖精を拾った結果→溺愛しちゃいました
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